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    プロローグ


    



    　退たい魔ま師し協会監査部。


    　それは霊的災害から人々を守る退魔師協会という組織の中にあって、退魔師たちから畏い怖ふされている特別な部署だった。


    　なにしろ彼らの主な任務は、国内の霊能者、特に協会に所属する退魔師の監視、監督である。


    　授かった異能を悪用する者、人にあだなす霊的上位存在や犯罪組織と通じる者、倫理的に問題のある能力の使い方をする者──ありとあらゆる霊力の不正使用を取り締まり、場合によっては世間にその失態を知られる前に処理をする。


    　つまりは退魔師協会の秩序とイメージを守る自浄組織だ。


    　自浄組織という立ち位置ゆえに組織内政治においても重要視されている部署であり、日本の退魔師業界に絶大な影響力を持つ《九の旧家》の血縁者が常に一定の割合で在籍している。


    　そんな背景もあわさって構成員の実力は総じて高く、監査部は多くの退魔師から恐れられているのだった。


    



    「失礼します、師匠」


    　いまにも崩れ落ちそうな書類の山。薄汚れた壁や天井。


    「証拠品」「押収品」と札の貼られた呪じゆ具ぐの数々が床に散乱し、禍まが々まがしい雰囲気を放っている。


    　そんな監査部部長室に足を踏み入れたのは、勝ち気そうな雰囲気を纏まとったサイドテールの少女だった。年の頃は十五、十六歳ほど。本来なら養成学校で修練を積んでいるであろう年齢でありながら、彼女の胸元には監査部の正式な構成員であることを示すバッジが光っている。


    『おーう、来たな。つーか、ここでは部長って呼べっつってるだろ』


    　少女の入室を気け怠だるげな声で迎えたのは、部屋の主である半透明の女性だった。


    「すみません。まだ慣れてなくて。……それで、私に頼みたい仕事っていうのは」


    『あー、それなんだけどな』


    　生命力に満ちあふれた少女とは対照的に、死んだ魚のような目をした監査部部長が指を振る。すると書類の山からふわりと何枚かのコピー用紙が浮かび上がり、少女の手に収まった。


    『こいつの監視役を頼みたい』


    「……っ」


    　監視対象の写真と大まかなプロフィールが印刷された書類に目を落とした途端、少女の顔がぎょっと強こわばる。驚きよう愕がく、戸惑い、そしてどこか怒いかりさえ感じられる表情だ。


    　そんな少女の変化をじっと観察してから、監査部長は監視対象について補足するように口を開いた。


    『お前も少しは聞いてるだろ。ぺーぺーの学生チームが霊級格６スケールシツクスを除霊したってやつ』


    「……はい」


    　東雲しののめ市の怪かい異いＡ。俗称、乳避け女。


    　いまからおよそ一週間前に発生した霊級格６の怪異だ。


    　貧乳コンプレックスをこじらせて通り魔化したという冗談のような怪異だが、プロのベテランチームを全滅させるほどの危険な存在だったという。


    　退たい魔ま師し協会の保有する最高戦力、十じゆう二に師し天てんが到着するまでにどれだけの犠牲者が出るかと現場に悲壮感さえ漂っていたころ……そんな状況を打破したのが、まだ仮免も取得していない無名の学生チームだったというのだ。


    　そして今回の監視対象こそ、霊級格６を除霊した張本人なのだという。


    『能力の詳細は不明だが、あたしらでも骨が折れるだろう霊級格６を一撃で除霊できる力であることは間違いない。そんなでかい力がいきなり現れたってのも脅威だが……問題なのはそこじゃなくてなぁ』


    「……なるほど。あの耳を疑うような噂うわさは本当だったということですか」


    　監査部長が珍しく言い淀むのを見て、少女は心底不愉快そうに眉まゆ根ねを寄せた。


    　学生が霊級格６を除霊したという話には続きがあった。


    　霊級格６を打ち倒したその除霊能力が、なにやら随分といかがわしかったというのである。


    　少女が耳にしたところでは、除霊の際、東雲しののめ市の怪かい異いＡがまるで性的に絶頂しているようだったという話まである。


    　噂うわさには尾ひれがつきものなのでさすがに絶頂云うん々ぬんは眉まゆ唾つばだが、とにもかくにも変態的な力を使って除霊したというのは間違いないらしい。


    　こうして監査部が動いているのがなによりの証拠だ。


    『ま、そういうことだな。んで、その学生退たい魔ま師しが能力を濫らん用ようして協会の信用を落としたりしないよう見張れっつーのが今回の仕事なんだが、こいつがちょっとキナ臭くてな』


    「というと？」


    『葛くず乃の葉はが絡んでる』


    「……」


    　日本の退魔師業界を牛ぎゆう耳じる名家、《九の旧家》筆頭である葛乃葉の名を聞いて、少女の表情がさらに歪ゆがんだ。


    『監視対象の能力について、葛乃葉が意図的に隠いん蔽ぺいしてた可能性がある。あのお忙しいだろう葛乃葉の跡取り娘様が、わざわざ直接監視対象の世話を焼いてるって話もあるしな。どうも怪しい』


    「……確かにそれは怪しいですね。是ぜ非ひ、私に監視役をやらせてください」


    　少女は頬ほおを引きつらせながら監査部長に告げる。


    　その前のめりな姿勢に少し危なっかしさを感じながら、監査部長は部下であり愛弟子でもある少女に確認した。


    『本当に大丈夫かぁ？　監視対象に警戒されづらいだろうってことでお前が推薦されたが、監視役ってのは場合によっちゃあ監視対象の処分を申請しなきゃいかん立場だ。勿もち論ろん、実行もな。それに、監視対象の近くにはあの宗そう谷や美み咲さきも──』


    「まったく問題ありません」


    　監査部長の言葉を遮さえぎるほどの勢いで少女は断言した。


    　そして監視対象──古ふる屋や晴はる久ひさの写真が印刷された書類を忌いま々いましげに握りつぶすと、


    「私は葛乃葉のことも監視対象のことも、大っっ嫌いですので！」


    　吐き捨てるように言い残し、仕事の準備をするためだろう、足早に部屋を出て行ってしまった。


    『……だったらいいけど』


    　監査部長は溜息を吐つきながら独りごちる。


    『にしても、霊級格６スケールシツクスを除霊するような猥わい褻せつ能力か。……記録にはないが、まさかな』


    　誰にともなく呟つぶやくと、監査部長は次の仕事に取りかかるのだった。


    



    ●


    



    　それは逢おう魔まが時。昼と夜の間。雑踏を見下ろすビルの屋上。


    「あちゃー、ちょっと様子見に来るのが遅かったかなぁ。もう監査部が動いてるよ」


    　夜を迎えつつある空を眺めながら、一人の少女が残念そうに呟つぶやいていた。


    　着崩された高校の制服。短いスカートから伸びる白い足。指定カバンにぶら下がるぬいぐるみのキーホルダー。


    　ハートのペイントが施ほどこされた頬ほおに両手をあてて唇を尖とがらせるその仕草には、どこかあざとい雰囲気が漂っている。


    　しかしそのあざとさがまったく気にならないほど可愛かわいらしい容姿をした彼女は、誰が見ているわけでもないのに頬を膨ふくらませ、屋上から投げ出していた両足をぷらぷらと揺らす。


    「うーん、どうしよっかなぁ。監査部が動くとなると〝パーツ持ち〟も動きづらいだろうし……とりあえず、ボクの怪異で適当に引っかき回してみようかな」


    　そう言うと、彼女は遥はるか眼下の雑踏へと目を向けた。


    「さて、みんな大好き〝正義〟の怪かい異いに相応ふさわしいのは一体誰かな♪」


    　無邪気な子供のような笑みを浮かべる彼女の瞳は獲物を探すように細められ、怪しく人外の光を放っていた。

  


  
    



    第一章　仮免剥はく奪だつ危機


    



    



    　　　　　　１


    



    　都立退たい魔ま学園。


    　そこは多発する霊的災害に対処すべく創設された退たい魔ま師しの育成機関だ。


    　日本国内に幾つかある退魔師養成機関の中でも生徒の質は抜きんでており、卒業生の多くがトッププロとして大いに名を馳はせている。


    　しかし活躍しているのは卒業生だけではない。


    　一通りの訓練を積んだ学生たちは学内チームを組んで実際に現場へと繰り出し、人に仇あだなす霊現象を解決しながら腕を磨いているのである。


    　つまるところ、所属する学生たちは未来の退魔師業界を担う金の卵であると同時に、悪あく霊りようや怪異などの霊的災害から人々を救う英雄のヒナでもあるのだ。


    　とはいえ、どんな名門にも落ちこぼれというやつは出てくるもので……乳避け女事件を解決してからおよそ二週間。引き受けた任務のほとんどを失敗で終わらせている俺たちは、まさにその代表みたいな存在になってしまっていた。


    



    「ぐぬぬぬぬぬっ」


    　ＧＷをまたいだ週明けの昼下がり。


    　俺──古ふる屋や晴はる久ひさと烏からす丸ま葵あおい、そして宗そう谷や美み咲さきの三人は、職員室近くの空き教室で頭を抱かかえていた。特に宗谷はこれぞ美少女と言わんばかりの相そう貌ぼうを盛大に歪ゆがめ、「ぐぬぬ」と女の子らしからぬうめき声を漏らしている有あり様さまだ。こころなしか、トレードマークのリボンもしおれているように見える。
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    　いつも元気に女体の話ばかりしている烏丸も「出世してモテモテになるという私の野望が……」と、表情を曇らせていた。


    　なぜそんなことになっているのかといえば、原因は机の上に置かれた一枚の紙切れだ。


    　つい先ほど職員室に呼び出され、直じき々じきに渡された注意勧告書である。


    『宗谷美咲、古屋晴久、烏丸葵──以上三名による実習班への注意勧告』という書き出しではじまるその仰々しい書類には、まあざっと次のようなことが書かれていた。


    『乳避け女の事件以降あまりにも任務達成率が低いので、これ以上失敗を重ねるようなら今月中にも仮免を剥はく奪だつします』と。


    「せっかく初査定で仮免の快挙だったのに！　このままじゃあ仮免没収の最短記録になっちゃうよ！」


    　それまで書類を見下ろして打ちひしがれていた宗そう谷やが、バシバシ！　と机を叩たたきながら立ちあがった。


    「仮免のおかげでようやく呪のろいの手がかりがゲットできたから、この勢いのまま本免許もゲットだぜ！　って思ってたのに……うぅ、どうしてこんなことに」


    「そりゃアレだ。お前が手当たり次第、ヘンテコな事件の依頼ばっかり引き受けてたからだろ」


    　俺はおよそ二週間前、仮免をゲットしたばかりの宗谷が言い出した、ある方針について思い返していた。


    



    　そもそもどうして俺と宗谷が退たい魔ま師しとしての立身出世を目指しているかといえば、すべてはこの身に降りかかった呪いを解くためだ。


    　それもただの呪いじゃない。


    　とびっきりいかがわしくてろくでもない、最低最悪の呪いだ。


    　宗谷が魅み入いられた呪いの名前は淫いん魔ま眼がん。


    　顔を見た相手の性せい癖へき、妄想、よく目がいく異性の部位、経験人数、自慰のオカズ──等々、ありとあらゆる性情報が視界に浮かび、制御することもできないという地獄のような能力だ。


    　そして俺の両手に宿るのは、絶頂除霊テクノブレイカー。


    　生者死者を問わず、身体からだのどこかに浮かび上がった快かい楽らく媚び孔こうを突いた相手を強制的に絶頂させ、もののついでみたいに除霊もするという、末代までの恥とも呼ぶべき呪いである。


    　故人である養父とうさんが施ほどこしてくれた封印──銀の十字架つきのブレスレットで普段は能力を制御できているが、無機物まで絶頂させるという意味のわからない力が一時的に追加されたり変な声が聞こえたりと、どうにも呪いが悪化しているような気がしてならない。


    　でもって厄やつ介かいなことに、この呪いは国内最強の退魔師である十じゆう二に師し天てんにも解けなかったのだ。


    　宗谷の実家は退魔師業界に絶大な影響力を及ぼす《九の旧家》のひとつで、《式神の宗谷》と呼ばれる一族の本家筋。そんな宗谷があらゆる手段を講じても淫魔眼の呪いは解けず、制御もできず。そして俺の絶ぜつ頂ちよう除じよ霊れいも、十二師天クラスの実力を持つ養父さんの力をもってしても、気休めの封印を施すのが精一杯だった。


    　当然、俺はこの呪いと一生の付き合いになるんだと諦あきらめていたのだが……宗谷は諦めなかった。淫魔眼なんてもんがあったんじゃあ恋もできないとかいう理由で突っ走り、淫魔眼の力を活用（悪用）して俺や烏からす丸まとチームを組んだ。


    　退魔師として出世していけば協会が管理する機密情報にアクセスできるようになり、呪いについての情報が手に入るはず……というのが宗谷の考えだった。十二師天がバカだっただけで、自分が情報をゲットすれば呪いを解く方法もわかるかもしれないというアホな超理論である。


    　そんなこんなで俺たちは二週間ほど前に準退魔師資格である〝仮免〟を取得し、呪いについての情報に触れることができた。


    　しかしその情報というのが「淫いん魔ま眼がんはサキュバス王の性遺物の一つである」ということと、その性遺物とやらは眼め以外にも複数あるということだけ。絶ぜつ頂ちよう除じよ霊れいについては仮免程度では知ることができないのか、そもそもデータが存在しないのか、収穫はなし。


    　より詳しい情報を手に入れるために『次は本免許を目指すよ！』と宗そう谷やは息巻いていたわけだが、具体的に依頼を受ける段階になって、こんな「方針」を打ち出したのだ。


    『ヘンテコな依頼を優先して受けるようにしよう』


    　なんだそりゃ、と思って詳しく話を聞いてみれば、


    『今回の件で、わたしの眼や古ふる屋や君の手みたいなものが他にもあるってわかったでしょ？　それを見つけられれば、出世するよりも早く呪のろいを解くための情報が手に入るかもしれない。でもってわたしたちの呪いに似たものなら、その周辺で変態的な事件が起こってるはずだよ！』


    　宗谷はドヤ顔で力説。


    『というわけで、そういうヘンテコな怪奇現象が起きてるって依頼を優先して受けていこう！　出世を目指しつつ、せーいぶつ？　ってやつを探せる、一石二鳥の方針だよ！』


    　ただでさえ変態的なチームなのに受ける依頼まで変態的に……という憂うれいはあったものの、自信満々な宗谷の勢いに押されるまま、その方針に見合う依頼を引き受けまくっていたわけなのだが……。


    



    「その結果がこれ、と」


    　俺は注意勧告書と一緒に渡された成績表を机の上に置いた。


    　ここ最近引き受けた依頼の概要と、その成果が簡単に印刷されている。ほとんどの依頼に赤のバッテン。唯一成功した依頼といえば、夜な夜な下の毛が伸びる市松人形の原因が中学生のイタズラだったと暴いたことくらいだ。あれは本当に徒労だった……。


    「お仕事が失敗続きなのは別にわたしの方針のせいじゃないよ！」


    　成績表を突きつけられた宗谷がぶんぶんと手を振りながら抗議の声をあげる。


    「この前の浮遊霊覗のぞき事件なんて、完全に葵あおいちゃんのせいで幽霊に逃げられたし！」


    「あ、あれは仕方なかっただろう！　犯人の浮遊霊は男だったから私の拘こう束そく術は使えなかったし、そうなると私にできる仕事は女子風呂を覗くことくらいだった！」


    　宗谷に指さされた烏からす丸まがわけのわからん言い訳をはじめた。


    　なにがどう仕方ないっつーんだよ、このド変態が。


    「いやそもそも、生身の人間である私と浮遊霊を見間違えた古屋晴はる久ひさにも問題があるのではないか!?　いくら絶頂除霊以外に一切の退魔術が使えないといっても、限度があるだろう！」


    「いやまあ、それに関しちゃ俺にも非があるけどさ……いくら烏丸がアホでも、まさか仕事中に悪あく霊りようと同じ事してるとは思わねーだろ！　つーか覗きなんかせずに普通に風呂入ってろよ！　お前もいちおう女なんだから！」


    「覗のぞきはあの背徳感と非日常性こそが最大の魅力！　一緒に入ったのではヌーディストビーチと変わらず、すぐに慣れてしまうではないか！　バカめ！」


    　バカはてめーだ！


    「それに、前にも言ったが一緒に風呂に入ると濡ぬれてしまうからな。それはほら、マナー違反ではないか。貴様は公衆浴場で勃ぼつ起きするとわかっていて入浴するか？　しないだろう？」


    　こいつと会話してると頭おかしくなりそうだな……。


    「葵あおいちゃん……まだまだ反省が足りないみたいだね……？」


    「ひっ!?」


    　宗そう谷やが懐ふところから耳かきを取りだし、壁際に烏からす丸まを追い詰めた。


    「み、美み咲さき嬢……？　ほ、ほら、八つ当たりはよくないのではないか？　美咲嬢は少し功を焦あせりすぎというか、若干難易度の高い依頼ばかり選んでいただろう？　美咲嬢は術の幅こそ広いが、出力はＤクラスと同レベル。もう少し私たちの身の丈にあった依頼をほおおおおっ!?」


    　宗谷の耳かきが烏丸の耳にそっと差し込まれた。その途端、責められるのに弱い烏丸が奇声をあげてびくんびくん震ふるえだした。烏丸のツボを把握するために出力をあげているのか、宗谷の瞳にはカラコンを貫通して淫いん魔ま眼がんの存在を示すハートマークが浮かんでいる。


    　落ちこぼれているだけならまだしも、つくづく公こう序じよ良りよう俗ぞくに反した最低のチームである。ほんと勘弁してほしい。まあ、俺が一番人のこと言えねーんだけど。


    「うぅ。乳避け女を除霊できたのはやっぱりたまたま相性が良かったからなのかなぁ。このままじゃ振り出しに戻っちゃうよ。どうしよう……」


    　烏丸に情け容よう赦しやないお仕置きを加えながら、宗谷は嘆くように呟つぶやくのだった。


    



    　とまあ、そんなこんなで乳避け女の事件から二週間と少し。


    　乳避け女クラスの大事件が起きるでもなく、絶ぜつ頂ちよう除じよ霊れいの存在がバレたせいで厄やつ介かい事ごとに巻き込まれるというようなこともなく。


    　仮免剥はく奪だつの危機には瀕しているものの、俺の周囲では割りと平穏な日々が続いていた。


    　退たい魔ま学園でまことしやかに広まっていた噂うわさ──古ふる屋や晴はる久ひさが除霊にかこつけてセクハラを働いたらしい──も、なんやかんやで毎日が忙しい退魔学園では沈静化してきている。


    　仮免剥奪によって呪のろいの解除から遠ざかるのは手痛いが、こんな風に日々が過ぎるのなら焦る必要はないのかもしれないと、俺の中ではそんな甘い考えがよぎりはじめていた。


    　しかしまあ。


    　こんな呪いに魅み入いられてしまった俺たちの周囲がいつまでも平穏なわけがなかったのである。
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    　学校から注意勧告を受けた、その翌日のことだった。


    『今日の午後、定期検診のついでに話があるわ。降格寸前のあなたたちでも仕事はあるだろうから、都合の良い時間を教えなさい』


    　朝のＨＲ直前。一学年先輩の幼おさな馴な染じみ、葛くず乃の葉は楓かえでからそんなメールが届いた。


    　退たい魔ま学園の高等部生は学内チームを組んで以降、学外で依頼をこなしていくわけだが、これはいちおう午後の実習という扱いになっている。午前中は普通科の授業や術式理論なんかの座学が行われ、朝も普通の学校みたいにＨＲがあったりするのだ。


    　そんなわけで、俺は先生が来る前に絶ぜつ頂ちよう除じよ霊れいの封印を管理してくれている幼馴染へメールを返そうとしていたのだけど、


    「おい古ふる屋や、知ってるか？　なんか今日、このクラスに転校生が来るらしいぞ。しかも女の子」


    　隣の席の男子がうきうきした様子で話しかけてきた。宗そう谷やの淫いん魔ま眼がんによって母乳百％ジュースという謎の性せい癖へきを持っていることが判明した男、小こ林ばやしだ。


    　乳避け女の事件からしばらくは「東雲しののめ市の怪かい異いにセクハラして退学じゃなかったのかよ」と色々詮せん索さくしてきた小林だが、噂うわさが沈静化してきたいまはもう以前と同じような態度だ。


    「こんな時期に転入生なんて珍しくね？　もうチーム決めも終わったあとなのに」


    「あ、ああ、確かにそうだな」


    　俺は小林に適当な相づちを返しながら、嫌な予感に襲われていた。いや確かに退魔学園に転入する可能性が高いとは言っていたけど、あれからなんの音沙さ汰たもなかったし、そもそもあんな除霊をした俺とあいつが同じクラスってのは色々と問題があるんじゃあ──と俺がメールの返信も忘れてぐるぐる考えていたところ、


    「さっさと席につけお前ら。ちょっと急だが、今日からこのＤクラスに転入生だ」


    　Ｄクラスの担当講師が教室に入るなりそんなことを言い、続けて退魔学園の制服を着たひとりの女子が教室に入ってきた。


    「「「「おおおおおおおっ!?」」」」」


    　追って沸き上がったのは、小林をはじめとした男子たちの歓声だった。なかでも烏からす丸まは「おっぱい嬢!?　おっぱい嬢ではないか！」と一際激しく興奮している。


    　もうほとんど観念しつつ顔をあげてみると──嫌な予感が見事に的中していた。


    「南な雲ぐも睦むつ美みです。実は諸事情あって退たい魔ま師しについては素人だったりすっから、色々と迷惑かけちまうかもしんねーけど……とりあえず、今日からよろしくお願いします」


    　男子どもの盛り上がりに少し気け圧おされているのか、南雲は少し戦おののきながら頭を下げた。ポニーテールのよく似合う凜りんとした顔つきに、お辞儀一つでわかる鍛え抜かれた身体からだ。


    　二週間前に俺たちが除霊した乳避け女──その宿主が気恥ずかしげに教卓の前に立っていた。俺が入院していたときよりは少し小さくなっているが、巨乳偽装パッドは未だに継続中らしい。


    「おおおっ、ついにこのクラスにもまともな美少女が……しかも巨乳」


    「ありがてぇ……ありがてぇ……」


    　男子どもが最早拝み倒す勢いで空を仰ぐ。知らぬが仏とはまさにこのことだった。


    「おい、なにすました顔してんだよ古ふる屋や。それとも美み咲さきちゃんや葛くず乃の葉は様で美人は見慣れてるってかこの野郎」


    　母乳百％ジュースの小こ林ばやしが俺の肩を小突いてくる。しかしどうやら俺への見当違いなヘイトよりも美少女の転入のほうが重要らしく、その表情はだらしなく緩ゆるみまくっていた。


    「別にそんなんじゃねーって」


    　と、俺が小林の絡みをあしらっていたときだ。


    　ボゴォ！


    「うわっ、またやっちまった！　……すみません、まだちょっと制御しづらくて」


    　轟ごう音おんとともに、教室前方のホワイトボードが陥没していた。自分の名前を板書していた南な雲ぐもが慌てて腕を引き抜くと、今度はドゴォ！　とホワイトボードが壁から外れる。


    「「「「……」」」」


    　それまで美少女転入で盛り上がっていた教室がしんと静まり返った。


    「あー、隠す必要もないので最初に説明しとくが、彼女は東雲しののめ市の怪かい異いＡの元宿主だ。残留怪異が強く出たため、うちで預かることになった。まあ、この手のアフターケアも仕事のうちだと思って仲良くやってくれ。住まいはうちの女子寮だから、女子はそっちの世話もよろしくな」


    　教室の備品が派手にぶっ壊れたというのに、先生はこともなげに南雲の紹介を続ける。


    　生徒も生徒で南雲の怪力を見て最初は呆あつ気けにとられていたものの、これくらい日常茶飯事だとばかり、その興味は別のところに向かっていた。


    「おい、東雲市の怪異って……」


    「ああ、確か古屋が除霊にかこつけてセクハラしたっつー」


    「は？　じゃあ噂うわさが本当なら、古屋はあんな美人巨乳の乳首を……？」


    　ひそひそぼそぼそ。教室中から熱い視線を感じる。小林が消しゴムのカスを投げてくる。近くの男子から真偽を問われた烏からす丸まが「あれは羨うらやましい限りだった！」などと嘯うそぶいている。


    　ちょっ……待て待て待て待て！


    　せっかくセクハラ退たい魔ま師しの噂が沈静化してたのに、これじゃ再燃しちまうじゃねえか！


    「そんじゃ、南雲の席はあそこで」


    　くそっ、一体誰がわざわざ俺のクラスに南雲を転校させやがったんだ……と打ちひしがれているうちに南雲の席が指定される。幸い俺とは離れた席だ。気休め以下だが隣になったりするよりはマシかと思って安あん堵どしていたのだが、


    「よっ。久しぶりだな古屋」


    「…………………おう、ひさしぶり」


    　南雲はなぜか思いっきり遠回りして俺の前に来ると、親しげに声をかけてきた。


    　やめろ！　気づいてくれ南雲！　教室中の視線がもの凄すごい勢いで俺に突き刺さってることに！


    「なんだよつれねーな。心細いからわざわざ古ふる屋やのいるクラスを指定したっつーのに」


    　お前本人かよ！　俺のクラスにお前を転入させてきやがったのは！


    　いやまあ、怪力があるっつっても退たい魔ま師しの知識０な南な雲ぐもがＤクラスってのは自然だけどさぁ！


    「い、いいからほら、さっさと席につけって。まだホームルームの途中だろ」


    　南雲から若干顔を逸そらしつつ、追い払うようにしっしと手を振った、次の瞬間。


    「ひっ♥!?」


    　南雲が変な声をあげて飛び上がった。


    「え？　ちょっ、南雲？」


    　な、なんだよいきなり。ちょっとミスって俺の指先が二の腕に当たっただけだろ？


    　俺が驚いて南雲のほうを見ると、彼女はかーっと顔を赤らめていた。そのうえ妙に熱っぽく瞳を潤うるませ、銀の十字架つきブレスレットで封印された俺の両手をじっと見下ろしている。


    　舌なめずりするような視線とともに、その健康的な太ももがなにかを思い出すようにもじもじとすりあわされた。


    「そ、そうだよな。別に焦あせんなくても、時間はたっぷりあるしな……」


    　そして意味深なことを呟つぶやくと、南雲はふらふらと自分の席へと歩いていってしまうのだった。


    　……なんだろう。嫌な予感どころの騒ぎじゃないんですけど。


    「……おい、古屋」


    　俺が南雲に不穏なものを感じて固まっていると、母乳百％ジュースの小こ林ばやしが肩に手をおいてきた。どうした小林、人に触れるときは手の平に画が鋲びようを仕込んだりしちゃいけないんだぞ？


    「友達として忠告しといてやる。マジでそろそろ呪じゆ詛そ返しの札くらい買っといたほうがいいぞ」


    「とか言って、お前がいの一番に呪のろってくるんだろ？」


    「ははは」


    　目が笑っていなかった。


    



    　針のむしろ状態の教室でどうにか午前を乗り切り、授業終了のチャイムと同時に教室からの脱出を図ろうとしたときだった。


    「待て古屋」


    　俺の脱出を妨さまたげたのはなんとＤクラスの担任。


    　しかもわざわざ護ご符ふまで使い、俺を椅い子すに拘こう束そくしてきやがった。


    「「「先生！　ありがとうございます！」」」


    　俺を拷ごう問もんしようと手ぐすね引いて授業終了を待ち望んでいたＤクラスの男子どもが一斉に頭を下げる。お前ら午後は仕事じゃねーのかよ。


    「いやそうじゃなくて、ちょっと古屋に頼みたいことがあってな」


    　と、先生はいきり立っていた男子ども全員に護符を投げつけ、強制的にその動きを封じた。さすがプロ。Ｄクラス生徒の防御術なんてないも同然。男子どもが「生徒の気持ちを踏みにじりやがって！」「教育者のクズ！」と騒ぐも、先生は完全に無視だ。


    「えーと、それでその、頼みたいことって？」


    　俺も男子たちの騒ぎを無視して訊たずねると、先生はちらりと南な雲ぐもに目を向け、


    「あれだ。南雲の補習にお前も付き添ってやってほしい」


    　……は？　補習？


    「残留怪かい異いのアフターケアがメインだが、いちおう彼女もうちの生徒ってことになるからな。退たい魔ま師しとしての勉強もしてもらわなきゃならん。で、彼女には午後の実習時間を補習にあててもらおうと思ってるんだが、お前も受けとけ。仕事のないときでいいから」


    　いやいやいやいや。


    「なんで俺なんですか」


    　南雲の目に怪しい光を感じ取っていた俺は、ほとんど反射的に抵抗の意思を示した。


    「なんでって。お前は成績最下位のうえにチームも仮免剥はく奪だつ寸前だろうが。ついでにしごかれてこい。東雲しののめ市の件で南雲とお前は顔見知りだし、アテンドには最適だろ」


    　ぐっ、反論しづらい正論をずらずらと！　……いや、ちょっと待てよ？


    「それなら俺じゃなくて烏からす丸までもいいじゃないですか！　あいつなら喜んで付き添いを──」


    　と、南雲が転入してきたにしては妙に大人しい烏丸のほうを見てみると、


    「ダメだ、ダメだぞ烏丸葵あおい……睦むつ美み嬢はもう怪異ではないのだから……光こう縄じよう乱らん緊きん縛ばくや拘こう泥でい地じ獄ごく自じ縛ばくを使っては……ぐっ、だが心のおちんちんが思い出し勃ぼつ起きを……うっ」


    　烏丸は息を荒らげて自分を必死に抑えていた。あれはもうダメですわ。人として。


    「っつーわけで、よろしくな古ふる屋や」


    　いつの間にか隣にやってきていた南雲が快活な笑顔を浮かべて笑う。


    「……おう」


    　楓かえでの呼び出しに応じるのは補習が終わったあとだな……と、護ご符ふから解放された俺が観念して楓にメールを返していると、


    「それからお前ら」


    　南雲がくるりと身体からだを翻ひるがえし、俺に無言の圧力を加えていたＤクラスの男子たちに向き直った。


    　背筋を伸ばして腰に手を当て、転校初日とは思えないほど堂々とした表情で、


    「わけわかんねー詮せん索さくしてんなよな。あたしは前の学校で古屋の世話になったから、他より仲が良さそうに見えるのは当たり前だろ。別に古屋のことを独り占めにしたりしねーから、仲良くしてーならちゃんと言えよな」


    　なんだか少しズレていたが、どうやら殺気を向けられている俺のフォローをしてくれたらしい。男子どもも南雲にぴしゃりと言われて目を丸くし、


    「姉御……」「尻しりに敷いてほしい……」「いや俺はあの胸に敷いてほしい」「胸に敷くってなに？」


    　一瞬で籠ろう絡らくされていた。


    　……まあ、悪あく霊りよう怪かい異いなんて悪意の固まりと戦う退たい魔ま師しという職業柄、少しアホなくらいがちょうどいいのかもしれない。


    「んじゃ、今日から付き添い頼むな、古ふる屋や先輩」


    　……うーむ。ＨＲのとき、南な雲ぐもの目に怪しいものを感じたのは俺の勘違いだったのだろうか？


    　爽さわやかな笑顔を浮かべる南雲を見て、俺はそんなことを思うのだった。
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    「えーと、悪霊や怪異にダメージを与える術が祓ふつ魔ま系で、悪霊の攻撃を防いだり動きを止めるのが結界系。相手の強さを感知したり、遠隔操作されてる式神の持ち主を探ったりできるのが霊視系の術……ってことでいいんだよな？　ん？　じゃあ式神ってのはどういう分類なんだ？」


    「それは変身とか呪じゆ具ぐ作成と同じで、その他扱いなんだよ。詳しくは宗そう谷やにでも訊きいてくれ」


    「宗谷さんか！　そっちにも挨あい拶さつしとかねーとな。あの烏からす丸まとかいう変態女はまあいいとして」


    　やっぱり、俺の心配はただの杞き憂ゆうだったかな。


    　第一回の補習を終えた俺は南雲を女子寮まで案内すべく、人ひと気けの少なくなった午後の校舎を歩いていた。その間、南雲は早速今日の補習内容を復習すべく、ノートを片手にガンガン俺に質問してくる。


    　南雲は元々、剣道で全国大会に行っていたような人間だ。補習中の態度も真面目そのものだったし、根が勤勉なのだろう。烏丸みたいに問題行動を起こすんじゃないかと冷や冷やしていたが、その心配もなさそうだ。


    「そういや、なんか妙に人気がないよな。退魔師の学校ってそうなのか？」


    　南雲が不思議そうにきょろきょろと廊下を見まわす。


    「あー、中等部はそうでもないんだけどな。高等部になるとみんな外で仕事したり、実習室やグラウンドで自主鍛錬したりするから、午後の校舎は人気がなくなるんだよ。部活もないし」


    　退魔師養成学校のこういう特殊性を教えるのも補習の一環かもな、なんて思いながら何気なく南雲に説明してやったそのときだった。


    「……へー、なるほどな」


    「え!?　うわっ!?」


    　それは一瞬の出来事だった。


    　気づけば俺は凄すさまじい力でどこぞの空き教室に引きずり込まれており、


    「やっと、二人きりになれた……」


    　潤うるんだ瞳に怪しい光を宿す南雲が退路を塞ふさぐように扉の前に立っていた。


    「な、南雲、お前なにを……っ」


    「なにって……わかるだろ？」


    　ボトボトボトボト！


    　いつの間にかシャツのボタンを外していた南な雲ぐもの胸元からこぼれ落ちたそれは、巨乳偽装パッド。盛大に前の開いたシャツからは鍛え抜かれた白い腹と、どこからおっぱいが始まっているのかわからない平らな胸が覗のぞいていた。……って、ちょっと待て！　本気で待て！


    「あたしさ、お前にあんなことされてから、マジで胸が大きくなった気がすんだよ」


    　南雲は真っ直ぐ歩み寄ってくると逃げる間もないスピードで俺の手を掴つかみ、凄すさまじい力で教室の壁に押さえつけてきた。


    　壁ドンどころの騒ぎじゃない。南雲の壁みたいな上半身と教室の壁で完全にサンドイッチされ、耳元で「はぁ、はぁ」と蠱こ惑わく的に響く南雲の湿った吐息がゾクッ、と肌を震ふるわせる。


    「だからさ、お願いだ。またあたしのここ、突いてくれよ」


    　くりっ……と、俺の胸に、なにか固く隆起した肉豆のようなものが二つ当たった。


    「──ひうっ!?」


    　南雲が甘い声を小さく漏らし、身体からだと太ももをびくんと震わせる。


    「な、なにやってんだお前は！」


    「し、仕方ねーだろっ。お前の除霊が強烈すぎて、思い出しただけでなんか、変な気分に……」


    　いやそれも聞き捨てならねーけど、それ以前に！


    「もっかい突けって……あれは他に除霊の手段がなかったから仕方なくやっただけだっつーの！　誰が豊胸のためなんかに使うか！」


    「はあ!?　豊胸なんかだぁ!?　もういっぺん言ってみろ！」


    　元乳避け女が顔を真っ赤にし、涙目で反論してきた。ああ何度でも言ってやる！


    「だから豊胸のためなんかに使えねーって、あんな生き恥能力！　しかもここ校内だぞ!?」


    　ただでさえ楓かえでから釘を刺されてんのに！　……つーか、そうだ、楓！


    「俺、このあと待ち合わせがあるんだって！　だからお前の頼みは聞けねーんだ！」


    「別に一時間も二時間もかかるもんじゃないだろ！　な？　ちょっとひと突き、ひと突きだけだから！」


    『さきっちょだけ』みたいに言うな！　烏からす丸まじゃあるまいし！


    　すると南雲は「うぅぅ」と喉のどの奥からだだっ子みたいな声を出しながらもじもじと太ももをすりあわせ、


    「あたしが、恥ずかしいのを我慢してこんなに頼んでるっつーのに……」


    　知るかよ！


    「……もういい。そっちがそのつもりなら……無理矢理突かせてやる」


    「は？」


    　南雲が片手で俺の両手首を押さえ、上げた片足で俺の太ももを押さえ込んできた。


    「確か、最初にこれを外すんだっけ……？」


    「ばっ、マジでやめろ！」


    　南な雲ぐもは俺の声などどこ吹く風で、銀の十字架がついたブレスレットをずる、ずると俺の手首から外していく。途端、十字架の光沢が消え、俺の手と目が人外化していく。


    　でもって南雲は俺の中指と薬指をつまんで無理矢理立てると、その先端を自分の乳首へと強引にもっていった。南雲の怪力は完全に人の域を超えていて、まるで抵抗できない。


    「ちょっ、タンマタンマ！　いったん落ち着け！　な？」


    「んなこと言われても……なんかもう火がついちまって……我慢できねーんだよ……」


    　熱に浮かされたような目で南雲が言う。


    「お前！　まだ怪かい異いが抜けきってねーんじゃねーの!?　もっかいカウンセリング受けてこいよ！」


    「カウンセリングの結果は完かん璧ぺきだったっつーの。つまりこれがあたしの素だから問題ねーって」


    　むしろ問題大アリだろ！


    「ほら、大人しくしろって……あんまり暴れると力加減間違えちゃうだろ……」


    　南雲の脅おどし文句を聞いた俺の脳裏に、ＨＲでぶっ壊されたホワイトボードが浮かぶ。ぐっ、このままじゃホントに逆レイプされる！　……ん？　いや別に犯されるわけじゃないから、これは逆レイプさせられるってことになるのか!?　なんかもうわけわからんぞ！


    　などと混乱しているうちに、俺の呪のろわれた指先が南雲の先端に──


    「んっ」


    　こりっ。触れた瞬間、南雲がぴくんと跳ねた。……だが、それだけだった。


    「……あれ？　なんで……」


    　南雲が呆あつ気けにとられるなか、俺はその原因に気づいていた。


    　南雲の乳首は、もう快かい楽らく媚び孔こうではなくなっていたのだ。


    　実は快楽媚孔というのは一度突くと、その場所を別の部位に変えることがある。人外化した俺の視界では、南雲の肩あたりが一箇所だけ、新たな快楽媚孔として光っていた。


    　あ、危なかった……。


    「うぅ。な、なんでだよひんっ、なんで、んっ……」


    　南雲が俺の指先で何度も何度も自分の乳首を突いてはぴくんと跳ねる。


    　なんだか少し可哀かわい想そうに思えてきたし、俺の指で乳首を突くのは一刻も早くやめてほしかったが……とにかく南雲に快楽媚孔が見えない以上、絶ぜつ頂ちよう除じよ霊れいが発動することもないだろう──そう安あん堵どしていたときだった。


    　ガラッ！


    「ちょっと古ふる屋や君、待ち合わせの時間は過ぎてるわよ。こんなところで誰と騒いで──」


    「「うわっ!?」」


    　突如現れた闖ちん入にゆう者しやに、俺と南雲は飛び上がった。


    　特に上半身がはだけていた南雲の慌てようは半端じゃなく、俺の手を握ったままシャツで胸元を隠そうとわけのわからん動きをした結果──俺の指先が南な雲ぐもの肩に、すなわち快かい楽らく媚び孔こうにとん、と触れてしまっていた。


    「！　しまっ──」


    　そう思ったときにはすべてが手遅れだった。


    　びくんっ！


    　南雲の身体からだが、大きく震ふるえた。


    「あ……あっ、あっ、き、来た──これ、これぇ……っ♥」


    　南雲が俺の両肩に手を置き、すがりつくように顔を首筋に埋うずめてくる。後方に突き出された南雲の下半身がガクガクと震え、むわっ、と湿り気を帯びた匂においが一瞬で辺りを包み込む。


    「ひとがっ、ひとが見てるのに……っ♥　は、うぅ♥　むり……っ♥　がまん、むりぃいい♥」


    　ぎゅううううううっ！　南雲の上半身にぐっと力がこもる。爆発に備えて寄る辺べを求めるように、熱く火ほ照てった身体が汗を噴きながら俺の身体を抱きしめてきた。


    「いっ、イクッ♥　イクイクイクイク……っ♥　イグウウウウウウウッ!?!?♥♥♥」


    　ブシャアアアアアアッ！　びゅっ、びゅびゅっ。がくがくがくがくっ！！！


    　熱い液体が俺の足あし下もとにまき散らされた。南雲の全身が病的な痙けい攣れんを繰り返す。南雲は俺に喉のど元もとを見せつけるように背中を反らせると、俺の身体に指先を引っかけるようにして、ずる、ずるると地面に崩れ落ちた。まだ物足りないとばかりに痙攣を繰り返す健康的なお尻しりを中空に突き出し、涎よだれの垂れた頬ほおを地面にこすりつけるような体勢だ。その表情に、凜りんと整っていた剣道小町の面影はない。焦点の定まらない瞳は絶頂の余よ韻いんに震え、口からはどろどろの唾だ液えきにまみれた舌が力なく垂れると同時に、身体の痙攣と同じリズムで小さな嬌きよう声せいが漏れ出ていた。


    「も、もう、らめ♥　これひがいで……もぅ……まんぞくできなひ……♥　おっ……ほっ♥」


    　びゅっ、ぶしゅっ。


    　譫うわ言ごとめいた南雲の嬌声と謎の水音だけが教室を満たしてどれだけの時間が経っただろうか。


    「「……」」


    　そこでようやく我に帰った俺は、理解が追いつかないという表情で教室の入り口に立ち尽くす人物と目があった。


    　いきなり教室に入ってきて俺の絶ぜつ頂ちよう除じよ霊れいを誤射させたそいつは──


    「……古ふる屋や君？　あなたは、一体……なにをしているの……？」


    　見み紛まがうはずもない絶世の美び貌ぼう。無表情で濃密な殺気をまき散らす幼おさな馴な染じみ、葛くず乃の葉は楓かえでだった。


    「これは違うんだ！」


    　俺は言い訳にもなってない言い訳を口にしながら窓へと走った。


    　だって仕方ねーだろ！　楓の眼めが完全に人殺しのそれだったんだから！


    　絶対にまともに話を聞いてもらえないと確信した俺は、事情はあとでメールしようと心に決めて窓に突っ込む。


    　ここは確か二階だった気がするが、骨の一本や二本、いまの楓かえでに捕まるよりはずっとましだ。


    　だが、


    「うおっ!?」


    　俺の脇を数枚の護ご符ふがすり抜けていったかと思うと、淡い光を放つ壁が教室の窓を覆おおうようにして出現した。


    「私から逃げられるわけがないでしょう」


    「ぎゃああああっ!?　熱っ！　あっつ！」


    　退路を断たれた俺の両手に青白い炎がまとわりついた。


    《化け狐きつねの葛くず乃の葉は》と呼ばれる名家の跡取り娘、葛乃葉楓の十八番である狐きつね火びだ。


    　人外と化している俺の両手自体にダメージはないが、生身の部分に伝わってくる熱だけで俺は完全に心を折られていた。下へ手たに抵抗したら冗談抜きで殺される。


    「何度も、何度も忠告したわよね……？　能力をみだりに使うな、振る舞いには気をつけろ、さもなければ、私があなたを殺すと」


    　氷のような表情に、地獄の底から響くような声。


    　楓が性犯罪者を見る目で俺を見下ろしながら手の平でゆらゆらと狐火を弄もてあそぶ。


    　返答を誤れば一瞬で消し炭にされたあげく、魂まで炙あぶられるだろう。


    「だ、だから違うんだって！　俺は南な雲ぐもに無理矢理……なあ南雲！　お前からも説明してくれ！」


    「ひっ♥　んっ♥　はへぇ……♥」


    　藁わらにもすがる思いで南雲に声をかけるが、南雲はいまだ忘我の縁で腰を振っていた。


    　……改めて、我が身に降りかかった呪のろいの酷ひどさに目眩めまいがしてくる。


    「南雲……なるほど。そこで倒れてる下品な雌豚が東雲しののめ市の元怪かい異いＡってわけ」


    　雌豚ってお前……仮にも名家の跡取り娘がその言葉遣いはどうなんだ。


    「で？　私との待ち合わせをすっぽかして能力を使ってあげるくらい、東雲市で彼女と仲良くなっていたということ？」


    「だからそんなんじゃなくて、そいつの怪力に抵抗できなくてだな──」


    　と、楓の誤解をどうやって解こうか途方に暮れていたときだった。


    



    「私のおちんちんレーダーを信じろ。こっちのほうでなにかエロい声がしたのだ！」


    「ほんとかよ烏からす丸ま」


    「久々に仕事が早く終わったからとっとと寮に戻って休みたいんだけど」


    



    　烏丸バカ率いるＤクラス男子バカどもの声がこっちに近づいてきていた。


    　ま、まずい！　これじゃ誤解が広がるばかり……。


    　つーか烏丸のやつ、こんなときだけ無駄に活躍してんじゃねーよ！


    「チッ」


    　楓かえでも面倒なことになったと気づいたのか、懐ふところから一枚の護ご符ふを取りだした。


    　なにをするのかと思えば、その護符を半裸で蕩とろけきった表情の南な雲ぐもに投げつける。


    　ぼんっ。


    　お尻しりに護符を食らった南雲の身体からだが奇妙な音とともに煙につつまれた。煙が晴れると絶頂を迎えた女子高生の姿が消え、代わりに鎮座していたのは可愛かわいらしいお馬さんのぬいぐるみ。


    「あれ？　その護符……」


    　俺が驚いて目を丸くしていると、楓は窓の結界を解除して換気を開始し、床に飛び散った謎の液体に向かって狐きつね火びを放った。床が焼け焦こげ煙を発し、証拠が窓から霧散していく。


    　そして楓が廊下に顔を出すと、


    「ひっ!?　葛くず乃の葉は嬢!?」


    　以前楓から尋問を受けた烏からす丸まの悲鳴が聞こえ、足音が遠ざかっていった。なんという手際。


    「さて、邪魔者も追い払ったし証拠も消したわ。これでゆっくり話の続きが──」


    「なあ」


    　再びこちらに殺気を向けてきた楓を遮さえぎり、俺はある質問を口にしていた。


    「なんかその変身符、前に後輩の芽め依いってやつにもらったのと似てんだけど」


    「……っ」


    　退たい魔ま学園中等部三年、太た刀ち川かわ芽依。


    　映画を奢おごれだの買い物に付き合えだのといった代価と引き換えに、様々なことを教えてくれる謎多き情報屋。東雲しののめ市で乳避け女と対たい峙じしたときも、恥ずかしい代価と引き換えに巨乳になれる変身符をくれた頼れるやつである。楓とは反対に、ゆるくてふわふわした性格の可愛い後輩だ。


    　変身符なんて超希少な護符をどこから入手したんだと思っていたが、もしかして葛乃葉の縁者だったりするのだろうか。そう思って楓に訊きいてみたのだが、


    「…………………わけのわからない質問で話を逸そらそうとしないでくれる？　こんな護符、珍しくもなんともないわ」


    「いや、そんな高等な護符、よく考えたら葛乃葉の本家筋くらいにしか作れな──」


    「とにかく」


    　楓が急に俺の手首を掴つかんでぐいっと引き寄せてくる。


    「無理矢理だろうがなんだろうが、仕事や緊急時以外、絶対にこの呪のろいの力を使ってはダメよ。今日はそのことについて話しにきたの」


    　そして楓は俺の手の甲を自分の額に押しつけ、絶ぜつ頂ちよう除じよ霊れいの封印が緩ゆるんだりしていないかチェックすべく、いつものように霊視をはじめた。不意に楓の温かい肌やさらさらの髪に触れてドギマギしてしまい、俺は変身符に関する質問をつい呑のみ込んでしまう。


    　南な雲ぐもの絶頂姿？　あれはどっちかっつーと恐怖に近いドキドキだよ……。


    「監査部が動き出したわ」


    「え……監査部って、あの監査部か？」


    　定期検診をしながら本題を切り出した楓かえでの言葉に俺はぎょっとする。


    　監査部といえば退たい魔ま師しの不正霊力使用を取り締まる協会の自浄組織だ。成り立ちゆえに《九の旧家》出身の構成員が多く、協会の中でも特に恐れられている部署である。


    「あなたがみだりに力を使ったりしないか、監視役を立てるそうよ。誰が送られてくるかはまだわからないけど……まったく、あなたと宗そう谷やの娘が、あんなに目立つ真ま似ねをするものだから」


    　楓が忌いま々いましげに吐き捨てるが、んなこと言われても、南雲を助けるにはあれしかなかったんだから仕方ねーだろ。


    「最近の協会はあなたのお養父とうさんの件もあって退魔師の風紀や振る舞いに厳しくなっているし、細心の注意を払いなさい。ただでさえあなた達の家出身者は白い目で見られがちなんだから」


    「……ああ、わかってるよ」


    　俺が育った場所。そこは霊災で身寄りを失った子供を受け入れていた、とある養護施設だ。


    　そしてその施設の経営者であり、絶ぜつ頂ちよう除じよ霊れいに簡易的な封印を施ほどこしてくれた凄すご腕うでの退魔師が俺の養父さんだった。


    　しかし養父さんは死後に霊級格７スケールセブンという未み曾ぞ有うの怨おん霊りようと化して関東全域のパンツを消失させたあげくに俺の絶頂除霊で昇天。晩ばん節せつを穢けがしに穢すかたちでこの世を去ったのである。


    　その後、施設出身の俺たちはそれぞれ協会の支援を受けて様々な進路に進んだわけだが……俺みたいに退魔師業界に留まり続けているやつは施設のことを極力他人に話さないようにしている。まあ当然だよな。経営者……すなわち育ての親の痴ち態たいが教科書にまで載ってんだから。


    「うん、今週も内部の封印に変化はなし。呪のろいが悪化したわけじゃないみたいね」


    「だから、最初からそう言ってんだろ……」


    　いつもより長い検診を終えた楓はようやく額から俺の手の甲を離した。


    「……」


    　と、楓がなにやらじっと俺の手首を凝視しているのでなんだと思えば、


    「ああ、南雲がブレスレットを外すために強く握ってきたんだよ」


    　手首が赤くなっていた。まあ痣あざになるほどじゃなさそうだからどうでもいいけど。


    「チッ。そうやってあなたが隙だらけだから、能力を無理矢理使わされたりするのよ」


    　楓は舌打ちすると、その不機嫌さとは裏腹に何故か治療用の護ご符ふを手首に巻いてきた。


    　珍しく親切だなと思っていると楓はあっという間に俺の手首を治し……突如、思い切り手首をつねってきた。


    「いった!?　なにすんだよお前！」


    　治療したあとに同じとこ怪け我がさせるとか！　こっちのほうが跡残るんじゃねえの!?


    「うるさいわね。それより検診の続きよ。〝声〟のほうはどうなの？」


    　うるさいってお前、傍ぼう若じやく無ぶ人じんすぎるだろ。


    「……あれ以来聞こえねーよ。まったくな」


    　絶ぜつ頂ちよう除じよ霊れいに魅み入いられて以来、夢の中で頭に響く女の子の声。


    　乳避け女を除霊したときは起きているにもかかわらず聞こえてきたが、それっきりだ。同時に、無機物まで絶頂させるという意味不明な追加能力もまた、いまでは使えなくなっていた。


    「そう。ならいいけれど……その声については、絶対誰にも知られないようにしなさい。監視役はもちろん、あの宗そう谷やの娘にもね。他言無用よ」


    「うっ、わかった、わかったって」


    　なにをそんなに警戒しているのか知らないが、楓かえでの表情には有無を言わせない迫力があった。


    「ならよし。それじゃあ、話は終わりよ。さっさと消えなさい」


    「え、いや、ちょっと待てよ。南な雲ぐもはどうすんだ？」


    　南雲は楓の護ご符ふの力でぬいぐるみ姿になったまま、依然教室の隅に放置されている。


    「この子は私が寮まで運んでおくから。あなたは気にしないで大丈夫よ」


    「いや手伝うって。一応俺にも責任があるし」


    　お前ひとりに任せるのはなんか、南雲が心配だし。


    「万が一にでも途中で変身が解けて、こんな状態の子とあなたが一緒にいるところを目撃されたらマズイでしょう。そんなこともわからないの？　いいからとっとと消えろと言っているの」


    　そう言って、楓は日頃のストレスをぶつけるがごとき勢いで俺を教室から叩たたき出した。


    「……はあ。ただでさえ厄やつ介かいな怪かい異いが出てきて面倒なことになりそうなのに、あなたまでそんなことじゃあ、心休まる暇がないわ」


    　大人しくこの場を立ち去ろうとしていた俺は、聞こえよがしな楓の愚痴にふと足を止めた。


    「厄介な怪異……？」


    　俺の能力に監査部が目をつけたってのも十分背筋の凍るニュースだったが、あの楓が「厄介」と評する怪異のほうがよっぽど気になるな……。


    　しかしまあ、いまはともかく。


    「南雲と二人っきりにならないよう、色々気をつけないとな……」


    　頭を悩ませながら寮に戻るのだった。


    



    　　　　　　４


    



    　南雲と楓に散々な目に遭わされた翌日。


    　絶頂除霊の影響か、それとも楓がなにかしたのか。


    　転入二日目にして南雲が学校を休み、不謹慎ながら俺は少しほっとしていた。


    　だってしょうがないだろ……どんな顔して会えばいいのかわかんねーんだから……。


    　とはいえ南な雲ぐもの体調が心配ではある。見舞いの品でも見み繕つくろって、数少ないＤクラスの女子（烏からす丸ま以外）に様子見をお願いしようと、授業の合間に購買へ向かったときだった。


    「あっ、古ふる屋や君！　ナイスタイミング！」


    　廊下の向こうから元気いっぱいの宗そう谷やが駆け寄ってきた。


    「いまちょうど、次に追う変態事件が決まったとこだったんだよ」


    「次って……しばらくは慎重に行くんじゃなかったのか？」


    　まあ仕事さえあれば南雲との補習を回避できるから、俺としては助かるけど。


    　一昨日おとといまでのへこみ具合が嘘うそみたいな宗谷の表情に戸惑いながら訊きいてみると、宗谷は「ふっふっふ」と得意気な笑みを浮かべる。


    「ついさっきね？　ちょうどいい感じの事件を見つけたの。ほらこれ」


    　そう言って宗谷が手渡してきたスマホには、とあるニュースサイトの記事が表示されていた。


    　そこには、『正義の怪かい異い現る!?』という謎の見出しが躍っている。


    「正義の怪異……？」


    　記事を読み進めてみると、どうやら現在、関東全域で乳避け女のような通り魔型の怪異が発生しているらしい。


    　そしてその怪異がなぜ正義呼ばわりされているかといえば、その理由は被害者にあった。


    「ロリコンばっか襲われてるって……どんな怪異だよ」


    　現在、被害者は確定しているだけで軽傷十、重傷二十の合計三十人。


    　そのうち十八人は襲われた際にガチなロリ系雑誌を所持しており、そこからロリコンばかり襲っている怪異の存在が浮かび上がったという。


    　現在わかっている情報を淡々と並べている記事はしかし、最後にこう締めくくられていた。


    『──現在、警察から依頼を受けた退たい魔ま師し協会が対策を進めていますが、一部識者からは「そもそも親世代の不安を煽あおるような小児性愛者の存在そのものが悪いのであって、それを排除しようとする怪異を一方的に叩たたこうとする協会の姿勢はいかがなものか」との声があがっています』


    　いやその識者って常識がないんじゃねーの？　怪異に襲われたっつーロリコンも実際に子供に手を出した犯罪者ってわけじゃないみたいだし。


    　俺と同じことを思ったらしい人たちでコメント欄は荒れていたが、なかには「ロリコンざまあｗｗ」「ロリコン殺しさん頑張ってください！」「もっとかっこいい名前つけようぜ。ロリコンスレイヤーとかどう？」「ロリコンスレイヤー万歳！」といった声もかなりの割合で含まれていた。


    「……なるほど。楓かえでが言ってた〝厄やつ介かいな怪異〟ってのはこいつか」


    　確証はないが、まず間違いないだろう。


    　怪かい異いはコンプレックスや恨み辛つらみに呑のまれた人間が生きたまま悪あく霊りよう化する霊現象だ。その性質上、復ふく讐しゆう系の怪異や義ぎ賊ぞく的な怪異が出現することも少なくない。そしてそういう怪異は時折市民感情と直結し、それに対処しようとする協会への風当たりを強くしたりする。


    　このロリコンスレイヤーもその類たぐいだ。ニュースのコメント欄を見る限り、ロリコンなら襲われて当然、むしろ積極的に狩るべし、みたいな声が少なくない。ノイジーマイノリティだと信じたいところだが、声のでかさってのはなかなか厄やつ介かいなんだよな。


    「……ねえ、古ふる屋や君。楓かえでって、もしかして葛くず乃の葉はさんのこと？　化け狐きつねの」


    　と、俺がロリコンスレイヤーとかいう怪異の面倒くささについて考えていたところ。


    「普段からお話とかするんだ？」


    　なぜか急にトーンダウンした宗そう谷やが変なことを訊きいてきた。


    「あ、そういえば言ってなかったっけか。かえ──葛乃葉先輩には絶ぜつ頂ちよう除じよ霊れいの封印をメンテナンスしてもらってるんだよ。葛乃葉の家とは昔から付き合いがあったから、そのよしみで」


    　呼び捨てにしかけ、そういえば公の場で呼び捨てにするなと腹パンされたことを思い出して改める。


    「……ふーん。そうなんだ……昔から」


    「？　おい、なんか表情暗いぞ。体調でも悪いのか？」


    「なんか急に胃の辺りが苦しくなってきて……なんだろ、朝ご飯食べすぎたかなぁ？」


    　宗谷が本気で不思議そうな顔をしている。おいおい、大丈夫かよ。


    「そういやお前、前も病院で体調崩してたよな？　急に顔赤くして。なんか変な霊れい障しようでももらってんじゃないのか？　病院ってそういうの多いし」


    「うぅ、そうかも。なんかその病院のときあたりからたまに変だし、お医者さんは異常なしって言うし。ちゃんとした退たい魔ま師しの人に看てもらお……」


    　などとやりとりしていると、宗谷は「はっ」と顔を上げ、テンションも上げる。


    「違う違う！　そうじゃなくて、仕事の話だよ！　仕事！」


    　おいあんま無理すんなよ、と言う間もなく宗谷は俺からスマホを取り返し、また別の画面を表示した。見れば没収寸前の仮免でアクセスした協会のデータベースだ。


    「ロリコンスレイヤーの出没範囲が広すぎるからって、仮免以上の退魔師に広く協力を要請してるみたいなんだよね。推定霊級格は５！　性遺物に繋つながってそうなヘンテコ事件だし、解決できたら仮免剥はく奪だつなんて一気にチャラだし、次に追うとしたらこの事件しかないよ！」


    　ふんすふんすと宗谷が興奮気味に断言する。


    「つってもお前、出現地域が関東全域だぞ？　東雲しののめ市内だけでも大変だったのに、こんなもん徒労に終わるだけじゃねーの？」


    「ちっちっち。甘いよ古屋君。今回は闇雲にパトロールなんかしないの」


    　宗谷がわざとらしく掲げた人差し指で自分の眼めを指さした。


    「ロリコンスレイヤーはロリコンを襲うんでしょ？　でもってわたしの能力は……」


    「あ、そうか。なるほどな」


    　宗そう谷やの眼め──すなわち淫いん魔ま眼がんを見て彼女の立てた作戦に大体の察しがつく。


    「それじゃ、今日の午後から早速動くから、葵あおいちゃんにも伝えといてね！」


    　言って、宗谷は上機嫌でＢクラスに戻っていった。


    



    ●


    



    　宗谷が考えた作戦は、徹底的な待ち伏せスタイルだった。


    　顔を見ただけであらゆる性情報を暴く宗谷の淫魔眼で真性のロリコンをあぶり出し、ロリコンスレイヤーが襲いに来るまで勝手に護衛する（ストーキングとも言う）、というのが作戦の概要である。『ロリコン捜しなら貧乳捜しと違って霊力を消費することもないからね。穴のない完かん璧ぺきな作戦だよ！』とは宗谷談。


    　そんなわけで俺たちは退たい魔ま学園から電車で移動し、その手のショップが多いと言われる春はるヶが原はら駅へとやってきていた。


    　今回はあまり目立つとよくないので、烏からす丸まも含めて全員が地味目の私服だ。まあ宗谷も烏丸もルックスが飛び抜けているので、どのみちかなり人目を集めちゃってるんだけどな。


    　宗谷がガチのロリコンを探してキョロキョロと雑踏を見まわしている間、手持ちぶさたらしい烏丸がぽつりと呟つぶやいた。


    「それにしても、ロリの魅力というのはさすがの私にも理解できんな」


    「へえ？　意外だな」


    　俺も暇だったのでそう返すと、なぜか烏丸は憤慨したように唇をとがらせる。


    「意外とはなんだ。貴様は私を一体なんだと思っている」


    　美少女の皮をかぶったケダモノ。擬人化された男性器。終身不名誉ド変態。


    「ぶっちゃけ烏丸は女の子ならなんでもいいんだと思ってたけど、違うのか？」


    「いや幼女も可愛かわいいことは可愛いのだが、なんと言うかな……小動物に近い可愛さというか、どうにも心のちんこにピンとくる可愛さではないのだ」


    「あー、なんとなくわかるな、それ」


    　烏丸の言い回しはクソ食らえだったが、言いたいことはわかる。


    「特に妹とかいると余計にそうだよな。ロリどころか年下全般が小動物っぽく見えてくる」


    「あれ？　古ふる屋や君って妹いるの？」


    　会話に入れず寂さびしかったのか、宗谷が雑踏を見まわしながら話に加わってきた。


    「ああいや、妹っつっても一緒の施設で暮らしてたってだけだから、別に血が繋つながってるわけじゃなくてな。年も同じだし。あくまで妹的な存在っつーか。そういうのが一人いるだけだよ」


    　ぴく。


    　それまで雑踏を見まわしていた宗そう谷やが肩を揺らし、急にこっちを振り返る。


    「へー。それじゃあその子って葛くず乃の葉はさんみたいに……というか、葛乃葉さん以上の付き合いってことだよね？　いまはどうしてるの？　連絡とかとってるの？」


    　な、なんだいきなり、宗谷のやつ。つーか宗谷、眼め！　眼にハートが浮かんでるぞ！　それ確か、淫いん魔ま眼がんに霊力注いで下半身長とかも暴く最凶モードだろ!?　やめろ！


    　……つーかそういえば、宗谷の淫魔眼で俺が南な雲ぐもにしたこと、バレたりしないよな？　別に一線超えたわけじゃないし……いやそもそも一線の定義ってなんだ？　絶頂はセーフなのか？　南雲で妄想してなきゃ大丈夫か？


    「ねえどうなの古ふる屋や君」


    　俺が混乱している間、なぜか宗谷は追及の手を緩ゆるめずにじっとハートの浮かんだ瞳で見つめ続けてくる。なにがそんなに気になるのか知らんが、このままじゃロリコン捜しもままならないし、俺も居心地が悪い。


    「あー、施設のやつは大体が協会や葛乃葉の援助で一般の学校に通っててさ、普通に暮らしてんだ。けどあいつは──桜さくらっつーんだけど、俺たちと違って才能あったみたいでな。確か元十じゆう二に師し天てんだかのすげー人に引き取られて、立派にやってるはずだよ」


    　宗谷が「それで？」と視線で語っているような気がしたので、俺はさらに続ける。


    「すげー甘えん坊なやつでさ、ことあるごとに俺の後ろをくっついてきてたんだけど、そんなやつが一人で元十二師天に弟子入りするって聞いたときはすげー驚いたよ。向こうは修行が大変そうだし、俺は俺で授業についていくのでやっとだったから、しばらく連絡とれてなかったけど。元気にやってんのかね」


    　別にやましいこともないので正直に話すと、つい忘れかけていた桜との記憶が次々と思い起こされる。


    　小学生だった頃は夜になると『お兄ちゃんとじゃなきゃいや』と布ふ団とんにもぐり込んできたり、誕生日に『お兄ちゃんのお嫁さんになる』って手紙くれたり。


    　成り行きで世話係みたいになってた俺に、すげー懐いてくれてたんだよな。本当の妹ができたみたいで嬉しかったから、そのうち俺のほうから率先してお守りするようになったりしてさ。


    「それがいまじゃあ、こんな汚いチームのお守りか……」


    「なぜいきなり私たちがディスられているのだ」


    　烏からす丸まが抗議してくるが、性格的にはお前が一番汚いからな？


    「……へー」


    　と、厳しく追及してきた宗谷本人は何故か不服そうな半眼で妙な圧力を放っていた。なにが不満なんだよ。結構しっかり喋しやべっただろ？


    「古屋君、表情緩んでるよ。義妹の昔話でニヤけるなんて古屋君こそロリコンなんじゃないの？」


    「おまっ、その眼めがあるなら違うってわかるだろ!?　変な言いがかりつけんなって！」


    　宗そう谷やの言う性情報ならかなりの人間が信じるからな。シャレにならない。


    



    　とまあ、そんなこんなで俺たちはしばらくロリコン捜しを続けたものの、真性と評するに値するロリコンは発見できず、早めの時間帯に解散となったのだった。


    　ロリコンって、意外と数が少ないんだな……。


    



    ●


    



    「あれ？　なにやってんだ小こ林ばやし」


    　寮に戻ると、隣室から大量の荷物が運び出されていた。ちょうど家主である母乳百％ジュースの小林と鉢合わせたので声をかけると、小林もなにやら釈然としない表情を浮かべており、


    「いやそれが……なんか急に部屋を移動しろって寮監に言われてさぁ」


    「は？　それで即日引っ越しか？」


    「そうそう。まあかなりの手間賃もらったから即決だったけど、南な雲ぐもさんの次は男の転入生でも来んのかな？」


    　小林はなおも不思議そうにしながら、不意にやらしい笑みを浮かべた。


    「わざわざお前の隣を狙ねらうなんて、その気がある男だったりしてな」


    「やめろよ縁起でもない……」


    　ただでさえ豊胸目的に絶頂させてほしいなんてやつに狙われてんだから……。


    　小林の不吉な軽口を受け流し、俺は自室へと戻った。


    



    　退たい魔ま学園の寮は基本的に一人一室となっている。英気を養うためでもあり、生徒一人一人が秘術の類たぐいを隠しやすくするためでもある。


    　間取りは１ＤＫ。広めのキッチンがついてはいるが、食事は食堂やコンビニで済ませる生徒が多いため、宝の持ち腐れ的な設備になっている。


    「やべ。そろそろゴミ捨てねーとな」


    　ついつい寝坊して出し忘れては玄関に溜ためてしまうゴミ袋を足でよけ、


    「あー、今日も疲れた……」


    　服を着替える前にベッドに横たわる。これで何度か寝落ちしてしまったことがあるのだが、どうにもこの習慣はやめられない。


    「……桜さくらには見せられねーなー。こんな生活態度」


    　それから、こんな両手。


    　施設で一緒に過ごした家族にも隠していた呪のろい。


    　絶ぜつ頂ちよう除じよ霊れいの宿った両手を見上げてぼんやりしていたときだった。


    　スマホがメールの着信を知らせて震ふるえる。


    　宗そう谷やか楓かえであたりから連絡事項でも届いたかと無造作にメールボックスを開いて──思わず「えっ」と声が出た。


    　こういうのを、噂うわさをすれば影というのだろうか。


    『明日、そっちに行くから』


    　端的に要件だけ記したその短いメールの差出人は──文ふみ鳥どり桜さくら。


    　一緒に育った妹分からの急な連絡に、俺はしばらくスマホから目が離せなかった。

  


  
    



    第二章　俺の妹がこんなに厳しいわけがない
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    　その日、都立退たい魔ま学園高等部では昼前に全校集会が行われる予定になっていた。


    　色々と忙しい退魔学園の、特に高等部では本来こうした行事めいたことは少ない。


    　しかし一年生が初査定を終えて少し経ったこの時期は気の緩ゆるむやつも多いらしく、集会の場で先生方が様々な訓戒を述べるのが通例となっているのだった。


    　班ごとの整列となっているせいか、体育館の中は集会が始まるまでの間、かなりざわつく。


    「うぅ、あの人の妄想ひどすぎる……あうぅ、あの先生まだ不倫続けてる……」


    「美み咲さき嬢！　そんな目をつむってばかりではもったいない！　どうにかこの人混みから葛くず乃の葉は嬢やその他Ｓクラス美女を見つけ出し、エッチな秘密を発見して私に報告するのだ！」


    「淫いん魔ま眼がんはあんまり距離があると情報が見えづらくなるから、ちょっと難しいかな……でもって葵あおいちゃん、あんまりうるさいとまたお仕置きだよ？」


    「そ、そんな理不尽な！　私は性少年の健全な知的好奇心を満たそうとしただけだぞ!?」


    　俺のチームも例外ではなく、淫魔眼のせいでグロッキーになっている宗谷とエッチな妄想で元気百倍な烏からす丸まが暇を持て余すように喋しやべっていた。


    　一方で俺はといえば──


    「古ふる屋や君、さっきからずっとスマホいじってどうしたの？　なんか目の下にクマもあるし」


    「え？　あぁ、いや、ちょっとな。いいから宗そう谷やは目を閉じてろよ」


    　昨日から何度同じ動作を繰り返したか。メールボックスを更新しては桜さくらからメールが届いていないか確認しまくっていた。


    　というのも、昨日桜から『そっちに行く』というメールを受け取った俺はすぐさま『いつ頃だ？　道はわかるか？　駅まで迎えに行こうか？』と返信したのだが、それに対する返事が来ないのである。事故にでも遭ったんじゃないかと桜の安否が気になって完全な寝不足だ。


    「美み咲さき嬢。あまり詮せん索さくしてやるものではない。古屋も男。未み曾ぞ有うのお気に入りエロ画像が見つかって、辛抱たまらんのだろう」


    「お前と一緒にすんじゃねえよ！」


    「？　エロ画像以外にスマホと股こ間かんをいじりまくる理由があるのか？」


    　あるわ。妹の安否を心配するとかそういうのがな。


    　しかし俺はそれを口にはしなかった。桜の来訪を周囲に知られないようにするためだ。


    　なぜって？　そんなの決まってる。


    　俺の周囲には桜に悪影響を与えそうなやつしかいないからだよ！


    　Ｄクラスの連中は俺が東雲しののめ市でセクハラをしたって噂うわさについてガンガン喋りそうだし、烏丸は論外。宗谷の淫いん魔ま眼がんで桜を視みられるのもなんか嫌だった。


    　それに俺の近くには、今日からまた登校してきてるあいつが──


    「えーと、ここ大丈夫か？」


    「あっ、南な雲ぐもさん!?　ほんとに転校してきてたんだ！　いいよいいよ、ここ並んでっ」


    　……来やがった。


    　ポニーテールを揺らした剣道小町、南雲睦むつ美みが宗谷を介してひょいと列に加わってくる。


    　ぐっ、南雲のやつ。今朝はむしろ俺のことを避けてる風だったのに、どういうつもりだ？


    「うっ♥　睦美嬢の体臭がこんなに近く……静まれ私の心の睾こう丸がん……」と胸を押さえているアホの烏丸の陰に隠れて身構えていると、


    「よ、よぉ古屋」


    　宗谷との挨あい拶さつを終えた南雲が、烏丸を飛ばして普通にこっちにやってきた。しかもちょいちょいと俺の裾すそを引っ張ってくる。な、なんだ？　まさかこの場で絶ぜつ頂ちよう除じよ霊れいをねだってきやしないだろうなと疑ぎ心しん暗あん鬼きに駆られながら南雲の裾ひっぱりに応じると、


    「古屋、なんつーかその、この間は悪かった！」


    　ひそひそと。しかしはっきりと誠意の感じられる声で南雲が頭を下げてきた。……え？


    「昨日あのあと、葛くず乃の葉はさんから聞かされたんだよ。お前の能力が、色々と目ぇつけられてるって。恩人のお前に迷惑かけるつもりはなかったんだが、豊胸のチャンスが目の前にあると思ったら色々抑えられなくて……とにかくすまん！」


    「えーと……」


    　貧乳コンプレックスをこじらせて霊級格６スケールシツクスになっただけあって豊胸への執念はぶっ飛んでいる南な雲ぐもだったが、流石さすがは転校初日で姉御と慕われるだけの快男児（女）。


    　楓かえでから事情を聞かされてしっかりと反省しているらしい。


    「まあ、わかってくれたならいいって」


    「よかった……やっぱり古ふる屋やは良いやつだな」


    　とりあえず南雲については桜さくらから遠ざけなくても大丈夫かと一安心だ。


    「……でもさ」


    　と、南雲がぽつりと口を開いた。


    「……同意の上でこっそりヤるなら問題なかったりしねーかな？」


    「しねーよ！　お前実は全然反省してねーだろ!?」


    　やっぱりこいつダメだ！


    　くっ、やっぱり南雲のことは引き続き警戒しといたほうがよさそうだな。


    　──ぐいっ。


    「ん？」


    　不意に後ろから袖を引かれて振り返ると、


    「あ、あれ？」


    　そこには何故か自分の手を不思議そうに見下ろす宗そう谷やがいた。


    「あ、いや、そろそろ集会が始まるっぽいから、静かにしたほうがいいよって」


    　宗谷はなにやらわたわたと慌てて袖を離すと、「古屋貴様！　私が我慢しているというのになにを睦むつ美み嬢と仲良くしているのだ！」とキレ気味な烏からす丸まを押しのけて俺の隣に落ち着いた。


    　なんだ？　とは思ったが実際に集会が始まりだしたので、俺は南雲とともに列を正す。


    　しっかしあれだな。マジで桜に会わせられないやつばっかだから、桜が退たい魔ま学園まで直接会いに来たりしないよう事前に連絡を取りたいんだが……桜のやつ、なんで返信くれないんだ？


    　桜の安否が本気で心配になってきたが、さすがに集会が始まってからスマホをいじるわけにもいかず、断腸の思いで懐ふところにしまった──そのときだった。


    　……あれ？　なんか、空気が重い？


    　生徒のざわめきが静まるにつれて、端のほうに待機している講師陣から妙な緊張感が漂ってきていることに気づいた。俺が感じるくらいなので他の霊感豊かな生徒たちも当然感知しており、さっきまでわけのわからんことをほざいていた烏丸でさえ不思議そうに眉をひそめている。


    　やがて司会役の講師がマイクの前に立ち『それではこれより、春の全校集会を始めます』とお決まりのセリフを発したのだが、続く言葉はまったく予想外のものだった。


    『ですがその前に。我が校では在籍する生徒に、力ある者としての自覚を強く持ち、節度ある振る舞いを心がけてほしいと考え、本日より特別指導員を招き入れることになりました』


    　は？　特別指導員？


    　唐突すぎる展開に、一年生だけでなく二年三年のほうからもざわめきが起こる。そしてそのざわめきは、特別指導員とやらが司会に促されて壇上に姿を現した途端、さらに大きくなった。


    「え？　なにあの子。私らと同年代じゃん。しかもうちの制服着てるし」


    「つーかめっちゃ可愛かわいくね？　距離あるからよくわかんねーけど、おっぱいもなかなか……」


    　周囲からそんな声が聞こえ、烏からす丸まも「ハラショー！」と奇声をあげて騒ぐなか──俺は絶句していた。


    　壇上にあがった小柄な少女は、俺たちと同い年くらい。長めのサイドテールを揺らし、勝ち気な瞳が壇上からまっすぐこちらを見下ろしている。手足が伸びた、胸元はしばらく見ない間にかなり成長している。しかしその姿は、見間違うはずもない。


    「……桜さくら？」


    　壇上で堂々と一礼したその少女は、数年を同じ屋根の下で過ごした妹分、文ふみ鳥どり桜だった。


    『はじめまして。本日よりこの学校で特別指導員として働くべく、退たい魔ま師し協会監査部から派遣されて参りました、文鳥桜と申します』
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    　その挨あい拶さつを聞いた全校生徒が数瞬、俺と同じようにしんと静まりかえる。


    「は？　あんな若い子が監査部って……冗談だろ？　つーか監査部が学校見張るとか……」


    「どーりで先生たちが緊張してるはずだよ……うわ、やりづら」


    「いやこれ指導員ってのは建前で、やべーやつが校内に紛まぎれてるってことじゃねーの……？」


    　監査部の名前を聞いた生徒たちが様々に動揺の声を漏らす。


    　しかし俺の周辺では少し違う騒ぎが起きていた。


    「ね、ねえ古ふる屋や君……桜さくらってまさか……」


    「お義兄さん！　妹さんを私にください！　なんでもしますから！」


    　宗そう谷やが驚きよう愕がくの表情でこちらを向き、烏からす丸まがスライディング土下座で俺の爪先に頭をぶつけてくる。加えて烏丸はどさくさで宗谷のスカートの中を覗のぞこうとしていた。


    　あーもううるせーバカ！　お願いだから！　ちょっとでいいから大人しくしててくれ！　なんかもう色々キャパオーバーなんだよ俺も！


    『さて、私が監査部から派遣されてきた理由ですが……最近この学校では、除霊中にいかがわしい行為を行っている生徒がいるのではないか、という噂うわさがあるそうですね』


    「「「っ！」」」


    　俺、宗谷、そして南な雲ぐもの肩がビクリ！　と一斉に跳ねる。


    「え？　監査部が動くとか、まさかあの噂、マジだったのか？」


    「じゃあ監査部なんて厄やつ介かいなのが来たのって、古屋のせい……？」


    　せっかく沈静化していた噂が、凄すさまじい勢いで再燃する気配。


    　周囲の視線が一斉に突き刺さり、なんか俺たちのチームからすっ……と人が離れていく。


    　ちょっと待ってくれ！　そんな汚物を見るような目を向けないでくれ！


    　た、確かに俺の両手は汚物みたいなもんだけど、本当に汚いのは烏丸だけだから！


    　しかしそんな心の叫びが周囲に届くはずもなく……桜は壇上で無慈悲に挨あい拶さつを続ける。


    『私はそんな退たい魔ま学園の現状を是正し、監視、監督するために派遣されてきました。便宜上、高等部一年生のＤクラス所属、学生寮の四〇七号室に入ることになっています。ですので違法霊力使用の痕こん跡せきなど、おかしなことがあれば、すぐ私のところへお知らせください。それでは』


    　言って、桜は一礼。まったくよどみのない足取りで壇上を降りるのだった。


    　……えーと、Ｄクラスってどこだっけ？　四〇七って、聞いたことある部屋番号だな？


    　なんかもう、情報がパンクしてて頭が追いつかない。


    「現役監査部ってのが本当なら余裕でＳクラスだろ？　それがわざわざＤクラスって……」


    「いやそれより、部屋番号四百番台って、男子寮じゃなかった？」


    「そうだよ！　つーか四〇七って昨日まで俺がいた部屋！　つまり古屋の隣じゃねーか！　なんであいつのとこばっかりあんな可愛かわいい子が集まってくんだよ！」


    　ざわめきを貫く勢いで、母乳百％ジュースの小こ林ばやしが絶叫していた。


    　その渾こん身しんの慟どう哭こくが決定打になったのか、さらに俺たちの班から人が離れていく。


    　もう完全に「ああ、あいつを監視しに来たんだな」って視線が俺に突き刺さってくる。


    　そんな中でも相変わらず烏からす丸まは土下座を続け、宗そう谷やはなにやら「むむむ、遠くてよく視みえない……」と目を細めていた。


    「な、なあ、よくわかんねーんだけど、これもしかして、あたしのせいなのか!?」


    　南な雲ぐもが俺の肩を揺すり、小声で訊たずねてくる。


    「ぐっ、古ふる屋やにこれ以上迷惑かけるわけにはいかねーってのに……でもそしたら、あたしはこれからどうやって豊胸すりゃいいんだ!?」


    　もうお前はシリコンでも入れてろよ……。


    　混乱しきった頭では、そんなことを考えるのがやっとだった。


    



    　　　　　　２


    



    　完全な上の空で集会を終えた俺は、人混みに紛まぎれるかたちで宗谷たちを振り切り、体育館を飛びだした。決して周囲から浴びせられる軽けい蔑べつとドン引きの視線に耐えられなかったのではなく、一刻も早く桜さくらと話をしたかったのだ。一対一で。


    （監査部って……なんなんだよ桜のやつ……こんなわけわかんねー再会があるかよ）


    　聞きたいことが山ほどある。


    　だけど桜が挨あい拶さつをしてからかなりの時間が経っているせいで、どこにいるのかわからない。


    　職員室で聞いてみたが、先生方からは「お前、なにするつもりだ？」と露骨に警戒され、ろくな情報を得られなかった。酷ひどい。俺がなにしたっていうんだ。……絶ぜつ頂ちよう除じよ霊れいか。


    　そうしてしばらく校内を駆けずり回っていたのだが桜は見つからず、まさかと思って寮に戻ってみると、


    （うわっ、マジで引っ越してきてやがる！）


    　寮の入り口に引っ越し業者のトラックが停まっていた。


    　ってことは、桜は四〇七号室か!?


    　すっかり慣れ親しんだ男子寮を見上げ、階段を駆け上がろうとしたときだった。


    「おい！　古屋晴はる久ひさ！」


    　名前を呼ばれて振り返ると、トラックの陰から一人の少女がこちらにつかつかと歩いてくる。


    　一瞬、それが誰なのか本気でわからなかった。


    　壇上よりもずっと近いはずなのに。色々成長していたものの、見知った顔であることに間違いないのに。こちらに向けられた声が、表情が、あまりにも刺とげ々とげしかったから。


    「久しぶりね古屋晴久。昨日メールで連絡した通り来てやったわよ。あんたの監視役としてね」


    　記憶にあるイメージとは正反対。喋しやべり方もまるで違う。文ふみ鳥どり桜は汚物でも見るような目で真っ直ぐ俺を見据えると、吐き捨てるようにそう言った。


    　聞きたいことが山ほどあった。


    　監査部ってなんだよ。お前そんなとこに所属してたのか？　監視とか言いつつ、さっきの派手な挨あい拶さつはなんのつもりだ。ご飯ちゃんと食べてるか？　絶ぜつ頂ちよう除じよ霊れいについてどこまで知ってる。


    　けれど真っ先に俺の口から飛びだしたのは、こんな言葉だった。


    「ど、どうしたんだよ桜さくら……〝古ふる屋や晴はる久ひさ〟って、なんでそんな呼び方するんだ？　昔は俺のこと、お兄ちゃんお兄ちゃんって……」


    「はぁ？　キモッ」


    　死ぬかと思った。


    「私はもう子供じゃないんだから！　そんなキモい呼び方するわけないでしょ!?」


    　なにがそんなに気にくわなかったのか。桜は噛かみつかんばかりの勢いで肩を怒らせる。


    「それに、あんたみたいなろくでもない疑いのかかってる監視対象、〝古屋晴久〟で十分よ！　番号で呼ばないだけありがたいと思いなさいよね！」


    　マジでどうしちまったんだ桜のやつ……は、反抗期ってやつか？


    　それともこの口ぶりといい、壇上での挨拶といい、監査部所属だという桜は絶頂除霊についてかなりのところまで知っててこんな態度に……？　だとしたらマジで自殺もんなんだけど。


    　あまりにも刺とげ々とげしく変へん貌ぼうしていた桜に俺がなにも言えないでいると、桜は咎とがめるように目を細め、


    「てゆーか、あんた自分の立場がわかってないわけ？　いい？　あんたにはいま、わけわかんないセクハラ除霊能力があるって話が──」


    　ピピピピ。


    　そのとき、桜の言葉を遮さえぎるように俺のスマホが着信を知らせた。


    「……出なさいよ」


    「え？　いやいいよ別に」


    　いまは桜との会話が最優先だし。


    「いいから出なさいって。……それとも、私に聞かれたら困るような相手だったりするわけ？」


    「いや別にそういうわけじゃねーけど……」


    　桜の妙な圧力に負け、俺はスマホを手に取った。表示された名前は──小こ林ばやし。うわマジでどうでもいい！　母乳でも飲んでろよ！


    「……もしもし」


    『古屋！　無事か!?』


    「は？」


    　電話に出るなり、小林が酷ひどく慌てた様子でまくし立ててきた。


    『先に謝っとく！　マジですまん！　でもな？　俺たちもそんなつもりはなかったんだ！』


    「いや、ちょっと落ち着けって。意味がわからん。ちゃんと説明しろよ」


    　じーっと聞き耳を立てる桜を尻しり目に小林を促すと、


    『いやそれが……さっきちょっとした悪ふざけで、お前の髪の毛を入れたワラ人形にみんなで五寸釘刺してたんだけど……』


    　なにやってんだお前！　つーかみんなでってどういうことだよ！　仲間外れにすんなよ！


    『まともに術式なんて組んでなかったし、まあせいぜい古ふる屋やのお腹が痛くなるくらいかと思ってたら……その、学園内でのお前に対するヘイトが思いのほか強烈だったみたいでさ……』


    　は？


    『学校中から大量の思念が集まってきて、霊級格４スケールフオーの呪じゆ詛そ精霊が生まれちゃったというか……』


    「生まれちゃった☆　じゃねーよ！　ハムスターじゃねえんだぞ！」


    　つーか霊級格４って春先に宗そう谷やが暴走させた式神と同じレベルだよな？　そんなのが俺めがけて突っ込んできてるってことか!?　冗談じゃねえ！


    『でさ、どうもお前に対するヘイトって、美み咲さきちゃん推しと葛くず乃の葉は様推しで大きく二種類あったみたいで……その、霊級格４も二体……』


    　生まれちゃったってか!?　いやマジでハムスターじゃねえんだからよ！


    　いくらなんでもこれは小こ林ばやしの悪戯いたずら電話じゃないかと思ったのだが、


    　──オオオオオオオッ


    　なんか遠くから、人外のものと思われる怨えん嗟さの声が聞こえてきた。


    　しかも明らかにこちらへと近づいてきている。


    『で、でもよ、大丈夫だよな!?　古屋お前、あの霊級格６スケールシツクスが暴れ回った現場で活躍したって噂うわさだし、仮免だし、大丈夫だよな!?』


    「大丈夫なわけあるか！　てめーらあとで覚えてろよ！」


    　小林との通話をぶっちぎって桜さくらに逃げるよう指示しようとしたとき、ふと地面に大きな影が落ちた。


    『──ミツケタ』


    「うわっ!?」


    　桜の背後、男子寮の陰から顔を覗のぞかせてこっちを見下ろしていたのは、ガス状の巨大な女。邪気そのものがかたちを成したような呪詛精霊だった。……なんか見た目が宗谷に似てるのは、宗谷推しだという男どもの妄もう執しゆうが影響してるんだろうか。


    『ミツケタアアアアアッ』


    　宗谷似の呪詛精霊が、凄すさまじい速度でこちらに襲いかかってきた！


    「逃げろ桜！　俺が引きつけてる間に！」


    　桜を庇かばうように前へ出て、ほとんど反射的にブレスレットを外す。


    　本当なら、桜の前で絶ぜつ頂ちよう除じよ霊れいを使うなんて絶対にあり得ない選択だ。


    　どうせもう色々とバレてしまってるみたいだから……なんて開き直るには、この能力はクソすぎる。だが呪詛精霊は足が速い上に、術士の腕が悪いと標的の周囲にも被害をもたらすことがあるという。


    　実際に桜さくらの前で能力を使っていま以上に嫌われたりしたら精神的に死んでしまいそうだが……それでも桜に怪け我がさせるよりはずっとマシだ。


    「俺は、桜の兄貴だからな！」


    　気合いを入れるように叫び、人外化した視界で呪じゆ詛そ精霊の快かい楽らく媚び孔こうを探そうと目を凝らしたそのときだった。


    「だから──」


    　苛いら立だたしげな桜の声が聞こえたかと思うと。


    「え？」


    　俺の身体からだが、まるで重量を失ったように宙へ舞っていた。


    「私はもう子供じゃないっつってんでしょ！」


    「ぶべっ!?」


    　背中から地面に叩たたき付けられる。それがとんでもない練度の体術によるものだと気づいたとき、俺を投げ飛ばした張本人である桜は涼しい顔で霊級格４スケールフオーに対たい峙じしていた。


    　ザンッ！


    　桜が護ご符ふの巻き付いた金具を地面に突き立てた瞬間、俺たちと呪詛精霊の間に光の壁が出現する。宗そう谷や似の怨おん霊りようが壁に激突したかと思うと、壁はまるでトランポリンのようにたわみ、


    「見てなさい、古ふる屋や晴はる久ひさ！」


    　印を組んで地面の金具に霊力を注いだ桜の言葉にあわせ、呪詛精霊が高々と空に打ち上げられた。その身体はまるで打ち上げ花火のように爆発し、散らばっていく。


    「呪詛返し……」


    　初めて見たその術式に俺が驚いていると、桜がこちらを振り返る。


    「ふん。私は元十じゆう二に師し天てんの師匠から教えを受けてきたんだから。対人霊能戦を想定した監査部の一員として、あのくらいの呪詛返し、できて当然でしょ」


    　その得意気な表情に、少し昔の面影が垣間かいま見える。


    「本当ならワラ人形なんて持ち出した退たい魔ま師しは処罰対象だけど、まあいまの呪詛返しで荷担した人たちは軽く体調不良になってるだろうし、今回は事故ってことで見逃してやろうかな」


    　と、桜が地面の金具を抜いたときだった。


    『──ミツケタ』


    「っ！　桜！　あぶねえ！」


    　桜のすぐ後ろに、二体目の呪詛精霊──今度は楓かえで似──が忍び寄っていた。さっきのやつと違って身体が普通の人間サイズで、接近に気づくのが遅れたのだ。


    　桜の呪詛返しも間に合わない。呪詛精霊の胸元に快楽媚孔を発見した俺は桜を押しのけ、こちらに手を伸ばす楓似の呪詛精霊に絶ぜつ頂ちよう除じよ霊れいを叩き込んでいた。


    「──っ!?!?」


    　呪じゆ詛そ精霊にしては無駄に整ったその顔が驚きよう愕がくに歪ゆがみ……やがてドロドロに蕩とろけていく。


    『……おっ!?♥　おおおっっ!?!?!?♥　ひっ!?♥　おほっ!?♥』


    　楓かえでに似た呪詛精霊はぶるぶると身体からだを震ふるわせながら息を荒らげ、尿意でも我慢するように両手で股こ間かんを押さえていた。数瞬、自らの内側から沸き上がる波をこらえるように「おっ!?!?♥　おおぅっ!?♥」と身体を強こわばらせていたが、それも無駄な抵抗だった。


    『おうっ♥　んおおおおおおおおおおっ!?!?!?♥♥』


    　ぶしゃああああっ！
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    　ケモノを思わせる下品で淫みだらな嬌きよう声せいを上げ、楓似の呪詛精霊はイキ果てた。空中でがに股になった彼女がガクガクと股間を痙けい攣れんさせると、それにあわせて大量の水分がびゅく！　びゅく！　とまき散らされる。相変わらずどっから水分が出てんだろうと思うが、呪詛精霊の身体が霧散していくのと同時に謎の液体も消滅していき……って、いくら相手が楓似だからってそんな詳細に観察してる場合じゃなくて！


    「大丈夫か桜さくら！　怪け我がは──ぐあっ!?」


    　桜の近くに駆け寄ったその瞬間。


    　俺の身体が綺き麗れいに空中を一回転し、背中から思い切り地面に叩たたき付けられた。さっきの投げとは違う。華麗な一本背負い。身体中を貫く衝撃に俺が身動きできないでいると、


    「な、なな、なっ」


    　全身をわなわなと震ふるわせ、茹ゆでダコのように顔を真っ赤にした桜さくらが半泣きで俺を見下ろしていた。な、なんだどうした!?　もの凄すごい勢いで両手を拭ぬぐってるけど、それまさか一本背負いのときに俺を触ったから……とかじゃないよな!?


    「いっ、いい機会だからあんたの能力を見てやろうと二体目を任せてみれば……なっ、なんなのよあれ！」


    　え？


    「噂うわさどころか！　噂以上の……なにあれ!?　信じらんない！」


    　あ、あれ？　もしかして桜、絶ぜつ頂ちよう除じよ霊れいの詳細までは知らなかった、のか？


    　ずざざっ！　と桜が自分の身体からだを庇かばうようにかき抱きながら凄すさまじい勢いで後じさり、潰つぶれたナメクジでも見るような目で俺を見下ろす。


    「さ、桜……違うんだ、これは誤解で……」


    　なにがどう誤解か自分でもわからないが、とにかく桜にそんな目で見られるのは耐えられないと手を伸ばす。だが桜は「近づくな！」と俺の手を蹴け飛とばすと、


    「あんた昔はお養父とうさんみたいな退たい魔ま師しになるんだってよく言ってたけど、まさかこんな、お養父さん以上の変態退魔師になってるなんてっ」


    　あのクソオヤジ以上の変態……だと!?


    「ほんと信じらんない……。あんたみたいなやつ野放しにしてたら協会の評判どころか、私たちの家が余計に変な目で見られるようになる……っ。協会にしっかり報告したうえで徹底的に監視してやるから、覚悟しときなさいよこの変態!!」


    「……ぐふっ」


    　桜に罵ば倒とうされる俺の脳裏には、在りし日の桜との思い出が駆け巡っていた。


    　自分の大好物を俺に分けてくれた桜。『お養父さんが神父さんで、おにーちゃんがお婿むこさん』と結婚式の絵を描いていた桜。無謀にも楓かえでと喧けん嘩かして半べそになり、俺に慰めてもらいにきた桜……いわゆる走馬灯である。


    　ふ、ふふふ……この可愛かわいい妹を守れたんだ……それで良かったじゃないか……なんか桜的には助けてもらわなくて全然平気だったっぽいけど……。


    「古ふる屋や君、大丈夫!?　霊級格４スケールフオーの呪じゆ詛そ精霊に狙ねらわれてるって聞いたんだけど！」


    　なにやら騒ぎを聞きつけてきたらしい宗そう谷やの声が遠くから聞こえてきたが、起き上がって返事をする気力もなかった。


    　大丈夫じゃねえよ……主にメンタルが……。
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    　騒ぎを聞きつけてやってきたのは宗谷だけではなかった。


    　宗そう谷やの隣には南な雲ぐもがおり、なぜかその小脇にはぐったりした烏からす丸まが抱かかえられている。


    「……くっ、なにあのチームメイト。資料で見るより可愛かわいい子ばっかじゃん。ほんとサイテー」


    　遠くからこっちにやってくる三人を見て、桜さくらが唸うなるような声を漏らす。


    「いやそれはただの偶然で……つーかそれがどうしたんだよ」


    「変態能力者の周りにいるのが可愛い女の子ばっかりなんて、それだけで人聞き悪いでしょ！」


    　地面にぐったり倒れ伏したまま俺が力なく聞くと、桜はよくわからん理屈をぶつけてくる。反論する気力もない。このまま肥やしになりたい……とぐったりしていた俺だったが、


    「……ん？　宗谷？　っ！　いかん桜！　隠れろ！」


    　宗谷が淫いん魔ま眼がん持ちであることを思い出して立ちあがった。


    「あいつに顔を視みられるとヤバいんだ！　とりあえず俺の上着で顔をいてぇ!?」


    「うざい！」


    　桜の顔に上着を巻こうとしたところ、関節を逆方向に曲げられた。関節も痛ければ心も痛い。


    「宗谷の娘の頭おかしい霊視能力でしょ？　あんなの、やましいことがないなら怖くもなんともないんだから」


    　言って、顔を少し赤くした桜は宗谷たちのほうに堂々と顔を向ける。


    　やましいことがないって……いやまあ桜ならそれくらいピュアで当然だけど。


    　やがて宗谷と南雲、ぐったりした烏丸の三人がこちらに到着する。


    「良かった古ふる屋や君、大おお怪け我がとかなさそう、で……ふぇ!?」


    　宗谷がいきなり変な声をあげてぎょっと固まった。


    　なにやら桜の顔を凝視し、なぜかちらちらと俺のほうを見てくる。


    　淫魔眼で視た桜の性情報があまりにも純白すぎて困惑しているんだろうかと思っていると、桜がずいと宗谷たちのほうへ歩み出た。


    「はじめまして。この変態を監視するために監査部から来た文ふみ鳥どり桜といいます。こいつとは中二くらいまで一緒に暮らしてました。どうぞよろしく」


    　俺が紹介するまでもなく、桜が宗谷たちに軽く頭を下げる。けどなんだかその挨あい拶さつは妙に威圧的だ。真っ直ぐ射貫かれた宗谷が柄にもなく目を泳がせているほどである。


    　なんだろう。若干の疎外感を感じるが、かといって割って入れる雰囲気じゃないし……。


    「あー、そういや南雲。そいつどうしたんだよ」


    　桜の身体からだをじーっと観察し「できるな……」などと呟つぶやいていた南雲に水を向けてみた。さっきから気になってたんだよな。南雲の脇に抱えられてぐったりしてる烏丸。桜を前に大人しいのは大変ありがたいが、いつも悪い方向に元気いっぱいな烏丸がこうだと気味が悪い。


    「この変態女か？　なんか、空に黒い打ち上げ花火みたいなのが上がったと思ったら、急に体調崩したんだよ」


    「てめえ烏丸！　お前もＤクラスのバカどもの儀式に参加してやがったのかよ！」


    　呪じゆ詛そ返し食らってのびてるだけか！　心配させやがって！


    「うぅ……だって貴様が妹さんを私にくれないから……」


    　完全な逆恨みだった。しばらく死んどけ。


    「ところで」


    　ぐい。


    　と、それまで宗そう谷やに視線を向けていた桜さくらが不意に俺と南な雲ぐもの間に割って入ってきた。


    「なんだか随分この変態と仲が良いみたいですけど、いいんですか？」


    　俺を背にして宗谷たちに向き直った桜が、棘とげだらけの声を発する。


    「あんな能力を持ってて、監査部に目をつけられて、学校中の人から白い目を向けられてるようなド変態ですよ？　普通ならチーム解散、友達付き合いも考え直しますよね？」


    　……おい桜。まさかとは思うけど、あの壇上での派手な挨あい拶さつ、俺を孤立させる狙ねらいがあったとか、そんなこと言わないよな？　さ、さすがにそこまで俺のこと嫌ってないよな？


    「……」


    　するとそれまで狼ろう狽ばいしていた宗谷が、急に落ち着きを取り戻した。


    「うーん、そう言われても。古ふる屋や君に限らず、元々わたしたちって鼻つまみ者の集まりみたいなものだから」


    　宗谷が自分の眼めを、続けて烏からす丸まの頭を指さす。


    　そして宗谷はずいと桜に歩み寄り、


    「それに、古屋君はわたしに言ってくれたもん。わたしにどこまでも付き合ってくれるって。だからいまさら、わたしのほうから離れたりしないよ」


    　宗谷の言葉に感化されてか。


    「古屋は恩人だしな。その程度で離れたりしねーっつーの。……やっと見つけた豊胸手段だし」


    「古屋から離れたら感動アクメも見られなくなってしまうからな……ありえん……」


    　南雲と烏丸も宗谷に同調した。……お前ら、宗谷がせっかく嬉しいこと言ってくれてるんだからもう少し言葉を選べ。


    「ぐっ……。これだけ威い嚇かくしても効果がないなんて……厄やつ介かいなのはあの女め狐ぎつねだけだと思ってたのに……」


    　桜はなにやら悔しげに呟つぶやくと、


    「とにかく！　今後はそのド変態能力者が問題を起こさないよう、学内チームのほうでもしっかり考えておくことね！　もし能力の濫らん用ようでもしてたら……チームごと粛しゆく正せいしてやるんだから！」


    　引っ越しトラックから最後の段ボールを担ぎだし、軽々と男子寮の階段をのぼっていくのだった。


    「あっ、おい桜！　引っ越しの荷ほどきなら俺も手伝うぞ!?」


    「だから子供扱いすんなって言ってんでしょーが！　引っ越し作業くらい一人でできる！」


    　すげなく断られて、俺はまた凹へこんだ。


    　うぅ、あの寂さびしがりで甘えん坊だった桜さくらは一体どこに……。


    　俺が打ちひしがれていると、宗そう谷やがなにやら深刻な表情で俺の肩に手を置いてきた。


    「ねえ古ふる屋や君……なんていうか、その……色々気をつけたほうがいいよ。とりあえず、霊能防犯グッズでも買いに行こっか」


    　ん？　桜の監視を警戒してってことか？


    「別に必要ないだろ。俺が能力を濫らん用ようするなんてありえねーし」


    　南な雲ぐもの暴走さえ気をつけてれば。


    「いやそうじゃなくて……」


    　宗谷がなんとも歯切れ悪く男子寮を見上げていると、俺のスマホにメールが届いた。


    　楓かえでからだ。


    『今夜十時、駅前の喫茶店に一人で来なさい。話があるわ』


    　学外の喫茶店。一人。


    　わざわざそう指定してくる楓からのメールには明らかに桜の存在が意識されていて……。


    　心休まる暇がねぇと嘆息しながら、俺は楓にメールを返すのだった。
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    　昔は大人しくて甘えん坊な桜だったが、そんな桜にも激情を剥むき出しにする相手が一人だけいた。


    　祖母に連れられて施設によくやってきていた葛くず乃の葉は楓である。


    　どうにも人間的な相性が悪かったのか、あの二人が仲良くしているところを見たことがない。


    　桜はことあるごとに楓のことを「おにくそばばあ」と罵ののしっていたし、楓は楓で昔から恐ろしい女であったから、小動物のように可愛かわいかった桜を容よう赦しやなく吊し上げていた。文字通り吊し上げられた桜を助けるのは勿もち論ろん俺の役目だったのだが、最終的には俺が楓に吊し上げられ、桜がギャン泣きしながら楓に掴つかみかかるという地獄絵図に発展するのがお約束だった。


    　そんなわけで、俺は幼少の頃から二人が鉢合わせしないよう細心の注意を払っていたのだが──。


    「私は一人で来るよう指示したはずなのだけど。どうしてこの小娘がいるのかしら」


    「はあ？　天下の葛乃葉様がそんなこともわかんないわけ？　私が古屋晴はる久ひさの監視役だからに決まってるでしょ」


    「いま私は古屋君に話しかけていたのだけど、甘えん坊の構ってちゃんはそんなこともわからないのかしら」


    「誰が構ってちゃんだ！　古屋晴久といい、あんたといい、いつまでも私を子供扱いすんな！」


    「『子供扱いするな』。ふっ、ガキの常じよう套とう句くね」


    「服の上からでもわかるくらい私よりおっぱい小さくなってる癖に、年上気取りとか（笑）」


    「は？」


    「あぁ？」


    　駅前の喫茶店。


    　俺の隣に座った桜さくらが正面に座る楓かえでに早速噛かみつきはじめてお腹が痛い。


    　楓の指示に従ってこっそり寮を出ようとした俺だったが、どんな術式を使ったのか、俺の動きに勘づいた桜にこうして同行されてしまったのだった。


    　楓と桜が醸かもし出す一いつ触しよく即そく発はつの空気は店員さんが注文を取りに来るのを躊躇ためらっているレベル。


    　誰か助けて。


    「というか、さっきからなんなのかしら。その〝古ふる屋や晴はる久ひさ〟って呼び方。変に背伸びせず、昔みたいにお兄ちゃんお兄ちゃんって呼びながら背中に隠れていればいいのに」


    「こんの……ふんっ、そんな昔の話を昨日のことみたいに持ち出して、これだから年増との会話はストレスなんだよね」


    「……そう言うあなたは、随分と記憶力が悪いのね。私に散々泣かされたことをもう忘れたのかしら。その空っぽそうな頭を叩たたいてやれば少しは思い出すのかしらね」


    「いつまで自分が上だと思ってるわけ？　あんたの術なんて全部無効化するか跳ね返すかしてやるんだから。ほら、やってみなさいよ。ほらほら」


    「……へぇ。小娘が言うようになったじゃないの」


    「だあああ！　やめろお前ら！」


    　楓の周囲に狐きつね火びが灯り、その下半身からしゅるりと白い尻尾しつぽが出てきたあたりで俺は二人の間に割り込んだ。このまま放っておいたら喫茶店が消滅する。


    「楓は俺に話があるんだろ？　ならそれをさっさと済ませて終わりにしよう？　な？」


    「そうしたいのは山々だけど、この小娘が邪魔だわ。さっさと消えてくれないかしら」


    「消えるわけないでしょ？　私は古屋晴久の監視役なんだから。こんな怪しい密会を見過ごすわけにはいかないの」


    「……昔からあなたはずっと古屋君にべったりよね。気持ち悪い。監視役って言うけれど、実際は大たい義ぎ名めい分ぶんを得たストーカーじゃないの」


    「はあ!?　ストーカーとか意味わかんないんですけど！」


    　桜が顔を真っ赤にして吠ほえる。


    「大体！　葛くず乃の葉は楓！　あんたにそんなこと言われたくないわよ！　こ、こんなド変態能力を協会に報告もしないで、葛乃葉の跡取り娘がわざわざ個人的に世話してるとか、怪しすぎるっつーの！　色々と！」


    　昼間の絶ぜつ頂ちよう除じよ霊れいを思い出しているのか、桜の顔がますます赤くなる。茹ゆでダコみたいだ。


    　逆に楓は冷淡な表情に殺気を滲にじませて俺を睨にらんできた。殺し屋みたいだ。


    「この子の前で能力を使ったの？」


    「いやそれは、桜さくらが危ない目に遭ってたから仕方なく……」


    　本当はまったく危険じゃなかったみたいだけど……まあ仕事してたらいずれ能力は見られていただろうし、遅かれ早かれの問題だ。だからそんな鋭い目つきで睨にらまないでください。ただでさえ桜に変態扱いされて心が折れているのに。誰か俺に優しくしてくれ。


    「はぁ。まあいいわ。東雲しののめ市で派手にやらかした時点で手遅れだもの」


    　楓かえでは溜ため息いきをついて桜に視線を向けた。


    「それから、彼の能力を協会に報告していなかったのは、単純に彼の私生活を考慮してのことよ。こんな能力があったんじゃあ平穏に過ごせないだろうという、あなたたちのお養父とうさんの意向を葛くず乃の葉はが引き継いだの。おかしな詮せん索さくはよしてほしいわ」


    「……っ」


    　養父さんのことを引き合いに出されて桜が一瞬怯ひるむ。だがすぐに持ち直し、


    「……別にその話を否定するわけじゃないけど、監査部としては鵜う呑のみにもできない。とにかく私は監査部の職員として、古ふる屋や晴はる久ひさを徹底的に見張る義務があるの。話があるっていうならここでして。やましいことがないなら、私がいても問題ないでしょ」


    「……やっぱり、この小娘がいたんじゃあ落ち着いて話もできないわね」


    　監査部として職務をまっとうしようとする桜を前に、楓が再び大きな溜息を吐つく。


    「別に大した用件でもなかったし。もういいわ、面倒臭い。古屋君、あなたはもう帰りなさい」


    「なんなんだよ、わざわざ呼びつけておいて……」


    　文句を言いつつ、俺は何となく楓の目的に察しをつけていた。話があるなんてのは方便で、実際は監視役の桜がどこまでついてくるか確認しておきたかったのかもしれない。楓が週一で行ってくれる定期検診は繊細な霊視作業だし、犬猿の仲である桜がついてくると事前にわかっているかわかっていないかでは霊視精度が変わってきたりするのだろう。


    　なんて考えながら早々に席を立とうとしたところ、


    「あなたは少し残りなさい」


    　俺と一緒に席を立とうとした桜に楓が声をかけた。


    「は？　なんで私が。古屋晴久と一緒に帰るに決まってるでしょ」


    　何故か得意気な顔を浮かべる桜の耳元に楓が口をよせる。


    「古屋君の能力について、話しておきたいことがあるの」


    「……どういうつもり？」


    「そう警戒しなくてもいいわ。あなたとしても、監視対象の情報が多いにこしたことはないでしょう？　私たち葛乃葉だって、監査部と対立するつもりは毛頭ないもの。重要な情報は共有しておきたいわ」


    「ここですぐに話せないわけ？」


    「デリケートな情報だから。場所を変えたいところね。それにおばあさまの確認をとらなくちゃいけないから、少し時間が必要なの。どうかしら。あなたが望むなら、古ふる屋や君の周りにいる女たちについても話してあげられるわよ。監視対象の人間関係も重要な情報でしょう？」


    「…………でも、古屋晴はる久ひさの監視が」


    「動向がわかるよう、簡易の式神をつけておけばいいわ」


    「……」


    　なにやらもそもそとやりとりを交わした二人はいったん解散し、どこかで落ち合うことになったらしい。これ以上二人のギスギスした空気に巻き込まれたくない俺は特に詮せん索さくもせず、癒やしの自宅へと舞い戻った──の、だが。


    



    ●


    



    　ピンポーン。


    　帰宅して、すぐ。


    　俺が部屋着に着替えようとしていると、唐突にインターホンが来客を知らせた。


    　ドアスコープで来客の姿を確認した俺の口から思わず「は？」と声が漏れる。


    「芽め依いお前、こんな時間に男子寮に来るなんてなに考えてんだよっ」


    「えへへー。いやちょっと、緊急でおにーさん先輩の耳に入れておきたいことがありまして」


    　なにかの間違いかと思ってドアを開けると、そこに立っていたのは見間違いでもなんでもない。退たい魔ま学園中等部三年の後輩、太た刀ち川かわ芽依だった。ギャルっぽく着崩した制服に、楓かえでとは正反対のほんわかした雰囲気。しかしいつものんびりした感じのある芽依にしては珍しく、慌てて走ってきたかのように息が上がっており、頬ほおが微妙に上気していた。ただでさえ可愛かわいらしい容姿が妙に艶なまめかしい。


    「それなら電話とかでもよかっただろっ。人に見られたらまたなに言われるか！」


    「通い妻とか思われちゃいますかね～」


    「アホか！　とにかく早く上がってくれ！　誰かに見られる前に！」


    「はーい」


    　冷静に考えたら部屋に上げるほうがよっぽどまずかったのかもしれないが、いきなりの来訪にそれしか対処法を思いつかなかった。


    　芽依は無警戒に俺の部屋に上がり込むと、流れるようにベッドに腰かける。いやまあ、来客の準備なんてしてないから他に座るとこもないんだが、そこ行くのか……。


    「で、いきなりなんなんだよ」


    　情報屋、太刀川芽依。


    　彼女が俺に接触してくるときはなにか有益な情報をもたらしてくれると相場は決まっている。だがこんな風にいきなり自宅に突撃してきたのははじめてだ。よっぽどヤバイ情報なのかと身構える。


    「それがですね……まずはこれを見ていただけると」


    　芽め依いがポケットから取りだしたのはスマホ。画面に映っているのはいつか宗そう谷やが見せてくれたのと似たようなネットニュースサイトだ。そしてそこに書かれていたのはまたしても、とある怪かい異いに関するものだった。


    「プロの退たい魔ま師しがロリコンスレイヤーに襲撃されてる……？」


    　ベッド脇に立ったままニュースの内容を精読。一緒に掲載されているワイドショーの切り取り動画も再生してみると……


    『だからね、あり得ませんよ。襲撃された退魔師全員の自宅から、幼い子供を性の対象として見るおぞましい漫画やアニメが大量に発見されたというじゃありませんか。こんな人でなしを大量に要する退魔師協会がですね、それを駆逐しようとする正義の怪異を殲せん滅めつしようとしているわけです。そんなことよりも先に自分たちの組織内部をクリーンにするところから──』


    　相変わらず常識はずれな識者だが、コメント欄には以前にも増して賛同意見が溢あふれている。ロリコンと退魔師協会を貶おとしめ、ロリコンスレイヤーを持ち上げる内容だ。……うわ、ＳＮＳのトレンドにロリコン協会なんて単語がランクインしてやがるし。


    　いくら相手がロリコンであっても、罪もない人間を一方的に襲う怪異が擁よう護ごされていいはずがない。しかしそんな憤りよりも先に、俺の中である疑念がわき上がった。


    「なんで被害者の所持品についてマスコミが知ってんだ？　しかも自宅って」


    「それです」


    　俺の疑問に芽依が答えた。


    「身内がロリコンスレイヤーに襲撃されている件について、協会は早くから把握していました。世論を気にして情報漏れにも気を遣っていた。時間がなかったので完全ではないにしろ、言霊ことだま制限も行っていたそうです」


    　言霊制限。情報そのものに特殊な呪いをかけ、共有や拡散を封じる術式だ。


    「つまりこれは……」


    「はい。協会内部の情報をリークしている者がいます。何者かは不明ですが、言霊制限を限定的に解除するほどの手て練だれであることは間違いありません」


    　言霊制限の解除って……それ十じゆう二に師し天てんに近いか同格の実力者ってことにならないか？


    「協会も風当たりの強さにかなりピリピリしているようで。情報リークの犯人を捜すと同時に、そのうち退魔師全員の性せい癖へき検査でも行いかねない勢いです」


    　宗谷がめっちゃ活躍しそう……。その功績だけで本免許とれるんじゃねーの？　ロリコン特需だ。などと考えていると、芽依の表情が一気に真剣味を増した。


    「なので。監査部に目をつけられているおにーさん先輩には特に気をつけてほしいと思いまして。たとえ事故でもおにーさん先輩が不祥事を起こし、東雲しののめ市で活躍したというその能力の詳細とともに情報が拡散されたりしたら……相当厄やつ介かいなことになります」


    「お前……東雲市のことまで知ってんのかよ」


    　芽め依いにまでこのクソ能力を知られているかと思うと改めて恥ずかしい。


    「うん、まあ、これからは特に気をつけるよ。わざわざ知らせてくれてありがとうな」


    「そう言っていただけると嬉しいです。しかしですね……芽依はとっても心配なのです」


    　ベッドに座っていた芽依が立ちあがってにじり寄ってきた。な、なんだ？


    「教会育ちのおにーさん先輩は異性に免役がありません。そのくせ健全な男子高校生ですから、強引に迫られると取り乱します。隙だらけですね。その危なっかしい能力を強引に使わされたりしてしまいそうです」


    「お、お前、どこまで知って……」


    　考えすぎだろうか。まるで南な雲ぐもとのことを見透かされているような恐怖を感じる。


    「そのうえ、監査部からやってきた監視役は、おっぱいが大きくて可愛かわいい女の子だというではありませんか。そんな子に四六時中ついてまわられて、おにーさん先輩に魔が差してしまわないか、芽依は気が気じゃありません」


    　そう言われて、ふと気づく。なんかこいつ、前に会ったときよりもおっぱい大きくなってないか？　まさか南雲のように増量したか、それとも成長期か──と考えたところで、いまはそれどころじゃないと首を振る。


    「い、いや、あいつは妹みたいなもんだからそんな心配しなくても──うおっ!?」


    　流れるような不意打ちだった。芽依の柔らかい両手が俺の首に回されたかと思うと、芽依が後ろに──すなわちベッドのほうへと倒れ込んだ。俺もそれに巻き込まれ、ベッドの上に芽依を押し倒すようなかたちに持ちこまれる。


    「なっ、芽依!?　お前なんのつもりだ!?」


    　慌てて離れようとするが、芽依がその肉感に富んだ両足を絡めてきて身動きが取れない。


    「膝ひざ枕まくらみたいな子供騙だましではなく、おにーさん先輩はそろそろ本格的に免役をつけておくべきだと芽依は思うのです。……それこそ、芽依以外の女の子では興奮できないくらい、強烈な免役を」


    「お前、わ、悪ふざけがすぎるぞ」


    「悪ふざけではありませんよ。……それとも、意気地なしで鈍感なおにーさん先輩的には、こっちのほうが好みでしょうか」


    「うあっ!?」


    　足払いのようなものをかけられたかと思うと体が入れ替わり、今度は俺がベッドに押し倒されるかたちになっていた。芽依の太ももが俺の太ももを挟んで固定している。


    　距離が近いせいか。濃密な女の子の匂においが降り注いで頭がくらくらする。首に回されていた芽め依いの両手が、今度は俺の両手首をブレスレットごと掴つかんでいた。


    　かりっ。と芽依の指先が撫なでたのは、ついこの間、楓かえでにつねられた箇所だった。治りかけの敏感な肌を、滑らかで温かい指先が何度も何度も執しつ拗ように撫でてくる。その未知の感覚に意識を吸い寄せられてしまっていると、身体からだ全体が柔らかい感覚に包まれた。


    「今回の情報の報酬は、おにーさん先輩本人ということで」


    　俺の身体に覆おおい被かぶさってきた芽依が、耳元で蠱こ惑わく的に囁ささやいた。湿り気を帯びた熱い吐息がぞわぞわと肌に染みこみ、理性がもっていかれそうになる。


    　しかしそのとき、芽依が身体全体を重ねてきたことで、俺はあることに気づいた。そしてかろうじて冷静さを取り戻す。


    「……芽依、お前なんか……震ふるえてね？」


    「え？」


    「もしかして、無理してるんじゃあ……」


    「そ、そんなわけないでしょう！　……いやあるわけないじゃないですか！」


    　いややっぱり無理してるだろ。なんか口調がおかしくなってるし。


    「俺のこと心配してくれるのはありがたいけど、だからってお前がこんな無理すること──」


    「だからっ、芽依は無理なんてしてません。おにーさん先輩を見事にリードしてみせましょう」


    　などと言いつつ、芽依は「がおー」と荒ぶる虎のポーズをとる。なんか誤ご魔ま化かしてるけど、顔真っ赤だぞお前……となんだか俺のほうまで顔が熱くなってきたときだ。


    「──っ」


    　顔を真っ赤にしてあわあわしていた芽依が、急に明後日あさつての方向を振り向いた。


    「……ちっ。思ったより早いですが、まあナイスといえばナイスなタイミングでしょうか」


    　なにやら呟つぶやくと、芽依は俺から離れて乱れた制服を整える。


    「さて。用件は済みましたし、おにーさん先輩をからかうのはやめて、芽依はそろそろお暇いとまします」


    「からかうってお前……」


    　こっちは仮にも一人暮らしの男子高校生だぞ。


    「あ、それとですね。今回の情報は監査部も関わってるものでして。さすがに監査部関連の情報を漏らしたのがバレるとヤバいので、芽依が今日ここに来たことは他言無用でお願いします」


    　芽依は一方的に告げると、そそくさと部屋を出て行くのだった。嵐みたいな後輩である。


    「ったく、勘弁しろよな……」


    　どこまで本気かわからないが、あんな風にからかわれるのはこっちも困る。同世代の男どもに比べてそっち方面の欲求が妙に薄いという自覚はあるものの、皆無ってわけじゃないんだ、俺だって。


    　気持ちを落ち着けるため、室内に備え付けられているパソコンでネットサーフィンでもしようかと考えていたとき。


    　ドダダダダダダッ！　ドガンッ！


    「おにい──古ふる屋や晴はる久ひさ！」


    「うおわっ!?　なんだ!?」


    　凄すさまじい足音がしたかと思うと、鍵をかけ忘れていたらしいドアが吹き飛ぶような勢いで開け放たれた。自分家ちかよ……という躊ちゆう躇ちよのなさでずかずかと踏み込んできたのは桜さくら。くりっとした瞳が怒いかりに燃え、血色の良い唇は牙を剥むいた獣のように歪ゆがんでいる。いまにも噛かみついてきそうな剣幕だ。ど、どうした、なにがあった？


    「あの女がここに来なかった!?」


    「あ、あの女？」


    「葛くず乃の葉は楓かえでに決まってるでしょ！　いつまで経っても待ち合わせ場所に来ないから、まさかと思ってこっちに戻ってきたの！」


    「なんでそれでここに来るのか全然わかんねーんだけど……とりあえず楓は来てねーよ」


    　定期検診はこの前すませたし、楓がここに来る理由なんてない。


    「あんの女め狐ぎつね……っ。ってことは嫌がらせのためだけに私を呼び出したってわけ？　あの女はほんとに昔っから！　いつか目に物見せて…………ん？」


    　なにやら楓に対する怒りを爆発させていた桜がいきなりぴたりと停止した。


    　かと思うと、その小さくて可愛かわいらしい鼻をすんすんと動かし、


    「ねぇ。なんかこの部屋、女臭くない？　しかもなんか、知らない匂においのような」


    「え!?」


    　なにその超感覚!?　それも修行で身につけた術式かなにか!?


    　困惑する俺をよそに、桜はまずベッドに顔をうずめ、それから俺の胸元に顔を寄せて匂いを嗅かいできた。そしてそのまま胸ぐらを締め上げると、瞳孔ガン開きの真顔で詰め寄ってくる。


    「……まさか、私がちょっと目を離した隙に、また別の女の子を連れ込んでたってわけ……？」


    「ち、違う！　誤解だ！　別にそんなんじゃあああああああぎゃあああああっ!?」


    「吐け！　誰を連れ込んでなにをやってたのよこの変態！」


    　その後。


    　一時間に及ぶ関節技地獄に耐え、二時間にわたる家宅捜索をやり過ごして芽め依いのことは誤ご魔ま化かしたものの。心身共にズタボロになった俺は次の日の授業で居眠りを繰り返しては先生に怒られまくるのだった。


    



    　　　　　　５


    



    「うーっ！　どうなってるのこれ！」


    　午前中の授業をなんとか乗り切り、宗そう谷や、烏からす丸まとともにロリコン捜しに繰り出した午後。


    　いつものように春はるヶが原はら駅の周辺でロリコンを探していたのだが、しばらく歩き回ったところで宗そう谷やが頭を抱かかえて叫びだした。大きなリボンがふりふりと弾む。


    「やっと本物のロリコンを見つけられたと思ったら……見つかりすぎだよ！　これじゃ誰を尾行すればいいのかわかんない！」


    　つい数十分前まで「見つけた！　あの人を尾つけてればそのうちロリコンスレイヤーが襲いに来るはず！　返り討ちだよ！」と舞い上がっていた宗谷だったが、時間が経つに連れて道行く人を二度見することが増え、いまではこの有あり様さまだった。


    「ほんとにそんなたくさんいるのか？　ついこの間までは全然見つかんなかったのに」


    「そんなこと言われてもたくさんいるんだから仕方ないじゃん……なんだろ、曜日とかが関係してるのかな……まさか急に増えてるってことはないだろうし」


    　宗谷が不思議そうに首を捻ひねった。


    「ロリコンが多いってんならあれだ、一番ヤバそうなやつを選んで尾けてみるとかどうだ？」


    「うぅん、どうだろ……。あの人は専門雑誌の全ページに、その、かけてるし、あの人は道行く幼女を完かん璧ぺきに暗記してそれを元に妄想してるみたいだし……他も同レベルで甲乙付けがたい感じなんだよね……」


    　地獄絵図かよ。ヤベーやつしかいねーじゃねーか。


    　いやまあ、男の性せい癖へきなんてロリコン以外のやつもヤベーのばっかみたいだけどさ。


    「もうっ！　作戦は上う手まくいかないし、ずっと見張られてて窮屈だし、なんかもう最悪だよ！」


    　宗谷が軽く地団駄を踏みながら後ろを振り返る。


    　その視線の先には雑踏に紛まぎれた桜さくらがいた。


    　監視役である桜は授業中だけでなく、仕事中もこうして俺たちを──というか俺を監視している。仕事が終わったあとは俺と一緒に寮に帰宅することになっていて、桜とは就寝時以外ずっと一緒にいるような感じになっていた。それ自体は昔に戻ったみたいで嬉しいが、桜の態度がキツイから胃に穴が空きそうなんだよな……。


    「うううっ。なんかモヤモヤする。桜ちゃんが来てから、ずっとモヤモヤしてる！」


    　宗谷が自分の頬ほおをむにむにと揉もみながらなにやらのたうち回っていた。この前もなんか体調悪そうにしてたけど、病院にはちゃんと行ったんだろうか。


    「ふふふ。ここは私の出番のようだな」


    　烏からす丸まがじゅるり。涎よだれを垂らして桜を振り返る。


    「監視がうっとうしいというのなら手はひとつ。監視員を抱き込んでしまえばいいのだ！　文字通り！　性的にな！」


    　言って、烏丸が桜に向かって突撃を開始しやがった。


    「ちょっと葵あおいちゃん!?　監査部相手になにを──古ふる屋や君も！　放っといていいの!?」


    「あー、ほっとけほっとけ。烏丸は一回痛い目に遭った方が大人しくなるだろ」


    　案の定、数秒後には烏からす丸まの悲鳴が轟とどろき、「なんなのこいつ!?」という桜さくらの罵ば声せいが聞こえてきた。宗そう谷やが慌てて仲裁に入り、関節をキメられて半べその烏丸の耳に指を突っ込みながら桜に謝っている。付き合ってられねぇ……。


    　人目を集めている宗谷たちのほうへわざわざ足を向けるのも億おつ劫くうだなと雑踏を眺めていたときだった。


    　──すってーん！


    「うわっ」


    　不意に視界に入り込んできた赤いワンピースの幼女が、結構な勢いですっ転んだ。あまりに見事な転びっぷりに、思わず俺のほうが軽く声をあげてしまう。


    「……うえぇ」


    　むくりと起き上がった女の子は座り込んだままべそをかきはじめる。


    　ああもう、親はなにやってんだよ……。


    「おい、大丈夫か？」


    「びくっ」


    　見かねて手を差し伸べたところ、幼女から露骨に警戒された。なんか傷つくなこれ……。


    　幼女は半べそのままこちらを警戒の眼めで見上げていたが、やがて口を開いた。


    「……おにーさんは、ロリコンさんですか？」


    「ちげえよ！」


    　転んだ子供に声をかけたらロリコン扱いって……世知辛すぎるだろ。


    「ちがうならよかったです」


    　微妙に舌っ足らずな調子で言うと、幼女は俺の手をとって立ちあがる。


    　そのときだった。


    



    　ずぐんっ


    



    「……？」


    　手から頭、そして股こ間かんにかけて、電流のようなものが駆け抜ける感覚。しかしその奇妙な感覚はすぐに消え失うせてしまう。


    　気のせいか？　っと、それよりいまは女の子のほうが心配だ。


    「大丈夫か？　どっか痛いとこないか？」


    「はいです。ありがとうです」


    　どうやら運良く怪け我がはしなかったらしい。作り物めいたその整った顔には擦かすり傷ひとつなく、可愛かわいらしい笑顔を浮かべている。


    「親御さんは？　はぐれたなら一緒に捜すけど」


    「だいじょうぶです。すぐちかくにいるので」


    　言うと幼女はきびすを返し、たったかたったかと逃げるように雑踏へ消えていってしまう。


    「なんだろ。嫌われたかな」


    　この辺にはロリコンが多いみたいだから親と合流するまで世話してやりたかったが……まあ実際に手を出すようなやつはいないみたいだし、ここで追いかけたら俺がロリコンだ。


    「……昔は桜さくらもあんな風に可愛かわいかったんだけどなぁ」


    　後ろのほうでまだギャアギャアやっている桜や烏からす丸またちを振り返りながら、つい不毛なことを考えてしまうのだった。


    



    　結局その日もロリコンスレイヤーに関する収穫はなく、割りと早めの解散となった。


    「古ふる屋や晴はる久ひさ。あんたなんか疲れてるみたいだけど、ご飯くらいはちゃんと食べなさいよね！」


    　４０６号室と４０７号室の扉前。


    　俺の隣の部屋に住んでいる桜はむすっとした表情で吐き捨てるように言うと、自室へと消えていった。誰のせいで疲れてると思ってるんですかね……。


    　寮部屋に戻った俺は着替える気力さえ湧かず、ベッドへ倒れ込む。


    　もう面倒だからこのまま寝るか。桜から飯くらいちゃんと食えと言われたが……帰りにコンビニでも寄っておけばよかった。


    　そんなことを考えているうちに意識は白濁していき──


    



    　──フルヤさん！　フルヤハルヒサさん！　ダメです！　下半身の気を確かに！


    　な、んだ？


    　それはしばらく聞こえていなかった、あの声だった。絶ぜつ頂ちよう除じよ霊れいの呪のろいに魅み入いられてから、夢の中で聞こえるようになった女の子の声。


    　ああ、俺は久しぶりに夢の中であの声を聞いているのか……とぼんやり自覚する。


    　だが久しぶりに見るその夢は、いつものそれとはまるで違っていた。


    　──フルヤさん！　聞いていますか!?


    　うわっ!?


    　どこまでも続く雲海のような白い景色の中に、見慣れないものがいた。


    　一人の女の子がふわふわと宙に浮き、こちらを見つめているのだ。


    　褐色の肌に銀の髪、明らかに人のものではない光を宿す、金色の瞳。先端がハートマークにも見える奇妙な尻尾しつぽ。


    　身に纏まとっているのは修道服。しかし丈が短いせいか、かなり豊かに実った胸とお尻しりが女性らしいラインを描いているせいか、貞てい淑しゆくを示すための修道服は完全なドスケベ衣装へと変へん貌ぼうしていた。


    　思わず見み惚とれてしまうような、妖よう艶えんでなおかつ可愛かわいらしい不思議な容姿。魔性を思わせる雰囲気の彼女は、その超然とした外見とは裏腹に必死そうな表情を浮かべていた。


    　──いまは私が食い止めていますが、ずっとは無理です！　早く下半身を正気に戻してください！


    　まずはあんたが正気に戻ろうか？　なんだよ下半身の正気って。


    　霞かすみがかった意識の中で褐色少女の声にツッコミを入れる。


    　だがどうやら意識が覚醒しはじめているのか、少女の声はだんだんと遠く、薄く──

  


  [image: ]


  
    「……なんだ、いまの夢」


    　いつの間にか夜が明けていた。


    　ぐっすり眠ったせいかベッドから身体からだを起こした瞬間、意識がぐんぐん覚醒していく。そして俺は、いましがた見た夢を思い返して眉をひそめた。


    「声……はいつも通り、なに言ってたのかいまいち思い出せねぇからいいとして……」


    　なんかぼんやり、女の子が見えたような……。


    　それは複数の夢が混ざっただけで、絶ぜつ頂ちよう除じよ霊れいと女の子の姿は関係ないのかもしれない。だが、


    『絶頂除霊になにか変化があったらすぐに知らせなさい』


    　楓かえでに念を押されていたことを思い出し、俺は早朝にもかかわらずスマホを手に取っていた。


    　しかし次の瞬間、俺の頭の中からは不思議な夢のことなど吹き飛んでいた。


    「……は？」


    　スマホを起動した俺の目に飛び込んできたのは、画面全体を覆おおう肌色。


    　ロック画面の画像が絆ばん創そう膏こうで局部を隠した全裸幼女のものに変わっていて──俺はどういうわけか、その画像からまったく目が離せなくなってしまっていた。

  


  
    



    第三章　それでも俺はロリコンじゃない


    



    



    　　　　　　１


    



    「なっ……んだよこれ!?」


    　おかしなことになっていたのはスマホのロック画面だけじゃなかった。


    　壁紙はスクール水着のぷにぷにした幼女。


    　画像フォルダにはあられもない姿をした二次元幼女たちの痴ち態たいが保存され、その数はゆうに数百枚。


    　ホーム画面にはいつのまにか「ロリコンＧＯ！」なる謎アプリがインストールされ、しかも既にかなりの数の幼女を捕まえていた。なんだよ相棒幼女システムって……なんで幼女を連れ回したらレベルアップするんだ……。


    「意味がわからん……誰かの悪戯いたずらか？」


    　パソコンを立ち上げてみると、そこにはスマホと同様の惨状が広がっていた。


    　壁紙はバナナを食べる幼女の画像。ブックマークバーには数多あまたのロリコンサイトが何十と登録されていて、イラスト投稿サイトのロリイラストには片っ端から「いいね！」をクリックした形跡……いいね！　じゃねえよ！　よくねえよ！


    　誰かの悪戯いたずら？　陰謀？　それとも嫌がらせ？


    　俺がこんなことをするはずはないし、やった記憶もないのだから、第三者がなんらかの目的で行ったと考えるのが自然だった。しかし、


    「なんで……消せないんだ……？」


    　スマホやパソコンの壁紙を変更しようとすると手が止まる。保存された画像を消そうとすると指先が固まる。「ロリコンＧＯ！」をアンインストールしようとすると手からスマホが滑り落ちる。


    　しかも俺の意思とはほとんど無関係に、視線が勝手にロリ画像へと引きつけられていた。


    　男性諸君なら身に覚えのある感覚であろうが、たとえば男はスカートがめくれあがりそうになっているとき、胸元の大きく開いた巨乳を発見したとき、自らの意思とは無関係に、ほとんど反射的に、視線がそこに吸い寄せられてしまう。


    　そしていま、俺はなぜかロリ画像に対してその反射行動を起こしてしまっていた。


    　それもかなり強烈に。激烈に。ロリ画像から目を離すのにいちいち精神力を消費し、かと思えばまた次のロリ画像に視線が引き寄せられてしまう。


    「まさか、マジで俺がやったのか？　このロリ画像収集を、無意識のうちに？」


    　ありえない。だって俺はロリコンじゃないから。


    　最低でも中学生、できれば同級生以上でないとそういう対象に見れないから。


    　けど、だったらこの有あり様さまは一体……。


    　まさかこれまで無意識下で抑えつけていたロリへの欲求が突如わき出したとでもいうのだろうか。


    　もしそうだとしたら……俺は絶ぜつ頂ちよう除じよ霊れいなんて能力をもったロリコンということになってしまう。人聞きが悪いってレベルじゃない。この組み合わせはさすがに擁よう護ごできない。


    「と、とにかく。こんなもん保存しまくってるなんて周りに知られたら人生終わりだ……」


    　パソコンとスマホに保存された画像やお気に入り登録されたサイトを一個一個頑張って消していく……だが一割も消せないうちにかなりの時間が過ぎてしまったらしく、


    「ちょっと古ふる屋や晴はる久ひさ！　まだ寝てんの!?　もう登校時間なんですけど！」


    「っ！！！」


    　監視役である桜さくらがドアを叩たたき、容よう赦しやなく登校を促してきた。


    　くそっ！　さっきからなんで画像削除ごときにこんな精神力消耗してんだ、俺は!?


    　こうなったら仕方ない。スマホとパソコンの壁紙だけでもしっかり変更して、他人が中身を見られないようパスワード設定して、ひとまず時間を稼ごう。


    　こんなもんなにかの間違いに決まってる。俺はロリコンじゃないんだから、少し時間をおけばきっとすぐ元通りだ。そうとも。それまで周囲にこの変態コレクションの存在がバレさえしなければなにも問題は──


    「あ」


    　淫いん魔ま眼がん。


    　チームを組んでいる同級生のえげつない能力を思い出し、一瞬で顔が青ざめる。


    「い、いや待て落ち着け。桜さくらと対たい峙じしたときに宗そう谷やも言ってくれたじゃないか。いまさら自分から離れたりしないって。だからこれくらい、全然許容範囲に決まって……」


    『古ふる屋や君こそロリコンなんじゃないの？』


    　いや厳しそうだ!?　桜との昔話を聞かせたときの宗谷のリアクションから考えるに、さしもの宗谷もロリコンには厳しそうな気がするぞ!?


    　ど、どうすりゃいいんだ……。


    　焦あせった頭ではろくな考えが浮かばず、俺は宗谷とのバッティングに怯おびえながら桜と登校するのだった。


    



    ●


    



    　午前の授業が終わると同時に、俺は宗谷が在籍するＢクラスとは逆方向のトイレに直行した。


    「ちょっと古屋晴はる久ひさ！　なに私から逃げようとしてるわけ!?」


    　Ｄクラスで一緒に授業を受けていた桜が大声をあげて追いかけてくる。それを見た小こ林ばやしや烏からす丸またちから「そうだ逃げるな！」「据え膳廃棄野郎！」「玉無し変質者！」といった支し離り滅めつ裂れつな罵ば詈り雑ぞう言ごんが飛んでくる。あいつら呪のろい返しで痛い目に遭ったっつーのに反省がねえな！


    「って、なんだ。ただのトイレじゃん……。まぎらわしいことしないでよね」


    　ぼやく桜を尻しり目めに個室へ避難した俺は宗谷に電話をかける。


    『あれ？　古屋君どうしたの？　どうせ午後は一緒に仕事なのに、わざわざ電話なんて』


    「あ、ああ。それなんだけどな」


    『？』


    「春はるヶが原はらでのロリコン捜しなんだが、今日は別々にパトロールしてみないか？」


    『別々に？』


    「ほら、お前も言ってただろ？　ロリコンが多くて誰を尾つければいいかわかんねーって。なら二手に分かれたほうが効率あがるし！　それにほら、桜に監視されてるのが窮屈とか言ってただろ？　桜が監視してるのは俺だけだし、別行動したほうが宗谷の負担も減るんじゃねーかな？」


    『え？　ま、まあ、うん、そうかもしれないけど……』


    　それは授業中に必死に練り上げた口実だった。


    　正直なところかなり無理のある理屈なので、もうほとんど勢いだけでまくし立てる。


    「あとな、今日はちょっと急用ができちまったから、春はるヶが原はらには宗そう谷やと烏からす丸まで先に行っててほしいんだ」


    『そうなの？　じゃあどこか合流する場所を先に決めとこっか』


    「ああいや、それもちょっと効率悪いだろ？　俺はあのロリコンを見張ってみる。派手なコスプレで店の宣伝のために練り歩いてた目立つやつ。もしそいつが見つからなかったら宗谷のほうに合流して、尾行するロリコンを教えてもらうようにするよ」


    『[image: ]　うん、まあ、それでいいけど……なんか今日の古ふる屋や君、変じゃない？』


    　ギクッ。


    「き、気のせいだ気のせい！　そんじゃ、今日はそういうことでよろしくなっ」


    　一方的に告げて電話を切った。……かなり怪しまれてたけど、大丈夫、だよな？


    



    　　　　　　２


    



    　そうしてその日は宗谷と顔を合わせることなく一日をやり過ごすことができたのだが。


    「くそっ、なんでだ!?　全然ロリコンから抜け出せねぇ……」


    　翌日の昼休憩。俺は男子トイレの個室で頭を抱かかえていた。


    　一日くらい間をおけばどうにかなるだろうと思っていたが、甘かった。


    　一度開眼した性せい癖へきがそう簡単に鳴りを潜ひそめるわけがなかったのだ。


    　昨日は街を歩く幼女に勝手に視線がロックオンされて何度か事故りかけたし、今朝起きたらスマホとパソコンの二次ロリ画像は倍になっていた。「ロリコンＧＯ！」にいたっては知らない間に課金までしている始末。つーかなんでこのゲームは配信停止にならねえんだよ。


    　いまも気づけば無意識のうちにスマホを手に取り、二次ロリサイトをぼけーっと巡回してしまっている。


    「ぐっ。俺はロリコンじゃない……俺はロリコンじゃないのに……」


    　頭では別にロリを欲していないはずなのに、気づけば手が勝手に動いているのだ。スマホ中毒ならぬロリ中毒。どう考えてもヤバイ。頭おかしい。俺。


    　なによりゾッとしたのは、楓かえでに定期検診されている場面を思い出してもまったくドキドキしない自分に気づいたときだった。


    「ねえちょっと。古屋晴はる久ひさ。あんた昨日からおかしくない？　今日なんて休憩時間全部トイレに直行だし。男子トイレの前に立つ私の身にもなりなさいよね」


    　トイレの入り口から桜さくらが呼びかけてくるが、それどころじゃなかった。


    「やっぱり、どう考えてもおかしいよな……」


    　宗谷に『すまん、今日も用事ができた。仕事は昨日と同じ感じで頼む』とメールを送ったあと、昨日より少しは冷静になった頭で考える。


    　仮に。万が一。百歩ゆずって俺の中に忌まわしきロリコン遺伝子が眠っていたとして。いくらなんでもたった一晩でここまで劇的に趣しゆ味み嗜し好こうが変わるだろうか。


    　性せい癖へきが開眼するにしたってなにか強烈なきっかけがあるはずだ。ロリに関するそんな劇的な体験、ここ最近あったか……？　と記憶を探っていると。


    「……さすがに二日連続で完全別行動を提案したら怪しまれるか」


    　二次ロリ画像を映しだしていたスマホが震ふるえ、宗そう谷やからの着信を知らせてきた。


    　どう言い訳したもんかと考えて電話に出たのだが、


    『あ、古ふる屋や君？』


    「……？　ん!?　宗谷か？　なんかあったのか？」


    　いつも元気な宗谷の声が酷ひどく沈んでいて面食らう。


    　宗谷のこんな声、『もうチームは解散？』と半べそをかいていたとき以来だ。


    『古屋君、なんか、わたしのこと避けてない？』


    「え？」


    『わたし、なんか古屋君に嫌われること、したかなぁ？』


    「なっ、バカっ、そんなことねーって！」


    　ロリコン認定されたら社会的に終わる……ともすれば保身に近い理由で宗谷をないがしろにした罪悪感だろうか。


    　しゅんとした宗谷の声に、俺はなんでか酷く慌ててしまう。


    「全然、そうじゃなくて。完全にこっちの都合なんだ。宗谷は悪くないんだって！」


    　悪いのは勝手にロリを求めてしまう俺の身体からだである。


    『本当？』


    「ああ本当だ。絶対に宗谷は悪くねーから」


    　力強く断言すると、宗谷は『よかったよぉ』とほっとしたように声を漏らした。


    　沈んでいた声がもとの明るい調子に戻り、俺も一緒にほっとする。


    　だが次の瞬間だった。


    『じゃあ、質問を変えるね？』


    　宗谷の声のトーンが急に下がった気がした。


    『古屋君、もしかして文ふみ鳥どり桜さくらちゃんと一線超えた？』


    　……………………What’s?


    「そ、宗谷？　お前、なにいきなり突拍子もないこと言ってんだ？　大丈夫か？」


    『突拍子ないことないよ。淫いん魔ま眼がんとの付き合いが長いとね、直接視みなくてもいろんなことがわかるようになるの』


    　宗谷は妙にフラットな調子でまくしたててきた。


    『たとえばね？　それまで淫魔眼もちのわたしと普通に接してくれてたのに、急に距離をとる人がいるとするでしょ？　で、それって大体、急におかしな性癖に目覚めたか、誰かと一線超えちゃったときって相場が決まってるんだよね』


    　一番！　一番です！　答えは一番の『急におかしな性せい癖へきに目覚めた』ってやつ！　けどそんなこと口が裂けても言えないからどうしようもねえ！


    『ねぇ、桜さくらちゃんと一線超えたの？　だからわたしに顔を合わせづらいんじゃないの？　ねえどうなの？　違うならいますぐわたしと会えるよね？　いまどこにいるの？　Ｄクラスには……いないね？』


    　ちょっ、待て待て待て待て！　なんかすげー怖いぞ!?


    　つーか宗そう谷やのやつ、電話しながらＤクラスに突撃してきてんのか!?


    「落ち着け宗谷！　いいか？　前にも言ったけどあいつは妹みたいなもんなんだって！」


    『つまり古ふる屋や君は妹だと思ってるような相手と一線超えちゃう近きん親しん相そう姦かんシスコン野郎ってこと？』


    「その一線超えたに違いないって前提やめろ！　俺はあいつのことを本当の兄妹みたいに思ってて、そういう目で見たことは一度もねえんだよ！」


    『……桜ちゃんのほうはそう思ってないみたいだけど？』


    「いやまあ、いまはすげー嫌われちゃってるけどさ。お兄ちゃんって呼んでもくれねーし。あ、ほら、だから一線超えるなんてありえねーじゃん。な？」


    『……そういう意味じゃないんだけど』


    　わけのわからんことを言い出した宗谷が輪を掛けて意味のわからんことを呟つぶやく。


    「とにかく！　桜と一線超えたなんて誤解なんだって！」


    『じゃあ、お相手は葛くず乃の葉はさん？』


    　んん!?


    「なんでそこでもっとあり得ない選択肢が出てくんだよ！」


    『古屋君、葛乃葉さんのえっちな夢見てたし。よく葛乃葉さんの腕とか見てるし。絶ぜつ頂ちよう除じよ霊れいの定期検診でよく会ってるみたいだし。……下の名前で呼んでるし』


    「根拠が乏しすぎるだろ！」


    　なにをどうしたらそれだけの情報であの楓かえでと一線超えたなんて話が出てくるんだ。


    『葛乃葉さんも違うっていうなら、いますぐわたしと会えるよね？』


    「………………………………………いやそれは、ちょっと用事があって」


    　せめて変態ロリコレクションを一掃したあとか、宗谷がロリコンについてどのくらい許容してくれるか確認してからじゃないと……かなり厳しい。


    『……』


    　歯切れの悪い俺の言葉を聞いた宗谷はふと黙りこむ。


    『古屋君がそのつもりなら、こっちにも考えがあるから』


    　ツーツーツー。電話が切れた。


    「なんだ、考えって……」


    　猛烈に嫌な予感がする。


    　宗そう谷やがなにをするつもりか知らないが、とにかく校内にいるのはまずい。いつどこで宗谷にバッティングするかわかったもんじゃない。あいつには四体の式神がいるし、本気で捜索されたらかなり厄やつ介かいだ。霊級格スケール１ワンとはいえ、空飛べるからな。あいつの式神。


    　俺はトイレを飛び出した。


    「ねえちょっと古ふる屋や晴はる久ひさ。そんなに慌ててどこ行くつもり？」


    「わからん！　とにかく学校の外に逃げる！」


    「はあ？　なにそれ。あんた昨日からほんとにどうしちゃったの？」


    　昇降口に向かってしばらく走ったところで、なぜか桜さくらが俺の進行方向に立ちふさがってきた。


    「あんた、私になにか隠してない？」


    　なんか俺の周り、勘の鋭いやつが多すぎない？


    「なんでもねーって！　とにかくいまは早く学校を出ないといけなくてだな」


    「……またそうやって誤ご魔ま化かすんだ」


    「え？」


    「私、まだそんなに頼りない？　いっぱい修行したし、実力もつけた。いまならあの女め狐ぎつねとだって対等にやりあえる。家事だって勉強だって、なんでも一人でできる。呪じゆ詛そ精霊のときみたいにあんたが呪のろわれたりしてたら、助けてあげることもできるのに」


    　なぜか。


    　桜は怒鳴るのでもなく敵意を向けてくるのでもなく。


    　悔しげな声で、泣きそうな顔で、こっちを睨にらみ付けてきた。


    「桜？　お前なんの話を……」


    　突然のことに戸惑いながら、桜が口にした「呪い」という言葉にふとひっかかりを覚えた。


    　呪い。それは俺の絶ぜつ頂ちよう除じよ霊れいや宗谷の淫いん魔ま眼がんみたいにイカれた能力を強制発動させるものだけじゃなく、対象の健康状態や認識能力、果ては運勢や人間関係といったあらゆる事象に悪影響を及ぼす霊現象や術式の総称だ。


    　あらゆる事象……と、俺が自らのひっかかりに気をとられていたときだった。


    「あれ？　古屋じゃん。お前こんなとこでなにしてんの？」


    　廊下の向こうからＤクラスの男子どもが歩いてきた。


    　母乳百％ジュースの小こ林ばやしを先頭に三人、なんだかやけに友好的な表情で近づいてくる。


    「なんかさっき美み咲さきちゃんがＤクラスに来てたけど、行かなくていいのか？」


    「いやそれは、ちょっとな」


    　言葉を濁しながら、俺はじりじりと小林たちから距離を置く。


    　だって、おかしい。


    　こいつらが俺に対してこんな爽さわやかな笑顔を浮かべて近づいてくるなんてあり得ない。


    　……ちょっとかまかけてみるか。


    　──ダッ！


    「あ！　逃げたぞ！　追え！　追ええええっ！」


    「Ｂ班に連絡！　古ふる屋やは西棟二階の第二実習室前から体育館方面へ逃走！　物理結界はれるやつは回り込んで出口を封鎖だ！　絶対逃がすな！」


    　やっぱりなあああああ！


    「ちょっと古屋晴はる久ひさ！　なんなのこれ!?　なんの騒ぎ!?　あんたなんかやらかしたわけ!?」


    　突発的な俺の全力疾走にも余裕で併走してきた桜さくらが困惑の声をあげた。


    



    　　　　　　３


    



    「おい待てよ古屋！　俺ら友達だろ!?　だから大人しく捕まってくれ！」


    「うるせえ！　お前らなんか友達じゃねえ！」


    「頼むよ！　お前を捕まえられたら、性せい癖へきがベストマッチな女の子を紹介してくれるって美み咲さきちゃんが約束してくれたんだよ！」


    　やっぱり宗そう谷やの差し金か！


    「そんな目で見るなよ古屋！　協力しないなら校内の女子に性癖をバラまくとまで言われたら……女の子紹介してもらえるほう選ぶに決まってんじゃん！」


    　宗谷のやつ悪魔かよ！　俺なんかより宗谷のほうがずっと能力を濫らん用ようしてんじゃねえか！


    　意地でもこいつらには捕まってやらねえからな！


    「なんであの巨乳女があんたを捕まえようとしてんのよ!?　人まで使って！　事と次第によっては、私も監視役としてあんたを……」


    「待て待て！　お願いだからちょっと待て！」


    　併走していた桜が捕ほ縛ばく用らしき護ご符ふを取りだしたのを慌てて止める。


    「なんかよくわかんねーけど、宗谷のやつ、俺とお前が一線超えたんじゃないかって誤解してんだよ！　それで俺を霊視しようとしてんだ！」


    「はあ!?　な、なんで私とあんたが！　バッカじゃないの!?　バッカじゃないの!?」


    　顔を真っ赤にした桜がおもっくそ体重の乗った拳を放ってくる。走りながら。器用なやつ……。


    「あれ？　でもだったらなんであんた逃げてんのよ。誤解なんだから逃げる必要ないじゃない」


    「……そ、それは」


    「……まさか、ほんとはあの女め狐ぎつねあたりと一線超えたとか……？」


    「だーかーら！　なんで俺が楓かえでと一線超えるなんてことになるんだよ！」


    　一番あり得ない相手だろうが！


    「だったらなんで逃げてるわけ？」


    　桜さくらが半眼で睨にらみ上げてくる。くっ、ここはなにか納得のいく理由を挙げないと、男子どもではなく桜に捕まってしまう。


    　やむを得ない。ロリコンよりはずっとましで、なおかつそれらしい言い訳を……。


    「……実はこの前、宗そう谷やの滅め茶ちや苦く茶ちやエロい夢を見ちゃって、顔を合わせづらいんだ」


    「死に晒さらせド変態！」


    「うぼあ!?」


    　顔面！　いくらなんでも顔面にグーはだめだろ桜！


    「……でも、ふーん、あの巨乳女、そんな勘違いしてるんだ」


    　な、なんだ？　桜のやつなんか悪い顔して笑ってるけど……。


    「よしわかった。この私があんたを助けてあげる」


    「え？」


    「か、勘違いしないでよね。別にあの女の誤解を長引かせたいとかじゃなくて、霊力違法使用すれすれの方法であんたを捕まえようとしてるのを阻止するのは、監査部として当然なんだから！」


    　なんかよくわからんが、いまの桜が味方になってくれるなら百人力だ。


    　なにかお礼しなきゃな、と考えながら走っていた俺の足になにかが引っかかった。


    　バビュンッ！


    「「なっ!?」」


    　それは一瞬の出来事。気づけば俺と桜さくらは荒縄に身体からだを縛られて宙づりにされていた。しかもこれは……亀甲縛り!?


    「なっ、なんなのよこれ！　誰がこんな頭のおかしいワイヤートラップを……んっ」


    　桜が顔を真っ赤にしてもぞもぞともがく。縄が食い込むのか、変な声が漏れていた。
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    　こんなクソトラップを仕掛けるようなやつ、心当たりは一人しかいない。


    「くっくっく。ふははははははっ！　古ふる屋やだけでなく桜嬢まで捕まるとは！　なんたる僥ぎよう倖こう！」


    　高らかな笑い声とともに校舎の陰から現れたのは、案の定、烏からす丸まだった。


    「どうだ私の亀甲縛りワイヤートラップの味は！　いつか役に立つと思って自主制作していたかいがあったというもの！」


    　こいつはほんと除霊に使えねースキルばっか覚えやがって！


    「あああっ。私が丹精込めて作り上げた荒縄が桜嬢の股こ間かんに食い込んで……もう我慢ならん！　私の手でもっと食い込ませたい！　その悔しげな顔をもっと私に見せてくれ！」


    「こんの変態女……っ。監査部ナメてんじゃないわよ！」


    　ぶちっ。


    　桜を縛っていた縄が解ほどけ、桜がすたりと地面に降り立った。


    　怪力？　いやあれは、


    「仕込みナイフ……だと……？」


    「残念だったわね。監査部にこんな即席トラップ、通用しないっつーの」


    　驚きよう愕がくする烏丸へ強気に言い放ち、桜が俺の縄にも刃を入れてくれる。


    「すまん桜、助かった」


    「ふふん、頼りになるでしょ？」


    　なんだかもの凄すごく得意気な桜。こういうとこは昔の面影があってとても可愛かわいい。


    「ぐっ、どうやら古屋を捕まえるためには、桜嬢が邪魔ということか……かくなるうえは」


    「「はあ!?」」


    　亀甲縛りワイヤートラップ以上の驚愕が俺と桜を襲った。


    　烏丸が術式を発動し、桜の眼前に光の縄を出現させたのだ。


    　除霊に必要なわけでもないのに人に向けて術式を放つのはルール違反。


    　しかも監査官相手に術式発動とか、警察署に強盗しに行くようなもんだ。


    「烏丸お前、マジでなにやってんだ!?」


    　俺の呼びかけに烏丸は引きつった笑みで応える。


    「く、ふ、ふふ。美み咲さき嬢は私に言った。古屋晴はる久ひさを捕まえられたなら美咲嬢のことを一回だけ縛ってもいいと……一回縛られたらどうなるかも知らずに……だからここは譲れん！　なにをしてでも古屋を捕まえてやる！　……さすがに監査部への術式行使はちょっとまずいと……思わなくもないが……しかし美み咲さき嬢が縛らせてくれるって……」


    「お前頭おかしいよ！」


    　いや烏からす丸まも大概だが、一番ヤバいのは宗そう谷やだ。烏丸にそんな条件出すなんて、ガチで俺のこと捕まえにきてやがる！　なにがあいつをそうさせるんだ!?


    「ちょっと古ふる屋や晴はる久ひさ！　あの変態女、目が正気じゃないわよ!?　洗脳系の術でもかけられてんじゃないの!?」


    　うん、まあ、あいつは大体普段から正気じゃないよ？


    「なんにせよ、監査官相手に術式ちらつかせてくるなんて良い度胸してんじゃないの……っ」


    「うぐっ……い、急げＤクラスの男子ども！　私が桜さくら嬢を牽けん制せいしている間に古屋を捕まえて、薔ば薇ら色いろの学園性活を我らの手に……うっ、おげえええええっ！」


    　烏丸が突如リバース。


    　Ｓ気質のくせに打たれ弱い烏丸のことだ。桜から放たれる殺気と、監査官に対してヤバイことをしているというプレッシャーに負けたのだろう。


    　もうほんと、誰かこのピーキーな変態どうにかしてくれ……。


    「なんだったのよこいつ……ちっ。このド変態のせいで時間食っちゃった」


    　見れば元々俺たちを追いかけてきていた小こ林ばやしたちをはじめ、多数の男子が左右の廊下から詰めかけてくる。階段下からも大勢の気配がするし、窓から外に目を向ければ、さらにたくさんの男子が押し寄せてくるのが見えた。


    　おいこれ、さすがに逃げきれないだろ……。


    　つーか宗谷のやつ、何人懐かい柔じゆうしたんだ？　執念がこえーよ……。


    「こうなったら、上しかない」


    「上？」


    　もうほとんど観念しかけていた俺の隣で、桜が不敵に呟つぶやいた。


    



    　俺と桜が追い詰められるように逃げこんだのは屋上だった。


    「いたぞ！　観念しやがれ！」「お前ばっか女の子に恵まれやがって！」「お前さえ美咲ちゃんに差しだせば、俺たちにだって春が……」


    　宗谷に唆そそのかされた亡者たちが俺めがけて殺到してくる。


    「おい桜！　ほんとに大丈夫なのか!?」


    「いいから。黙って見てなさいよ」


    　かつんっ。


    　桜が金具を屋上の地面に差し、印を結んだその瞬間。


    「「「ぐえっ!?」」」


    　男子たちが見えない壁にぶつかり、潰つぶれたカエルみたいな声を出す。屋上へと至る階段を囲むようにして、円形の結界が張られていた。


    「な、なんだこれ!?」


    「おい誰か結界破りを！」


    　Ｃクラス以上の男子たちもいるのか、何人かが護ご符ふを取りだして結界に投げつける。


    　しかし結界はびくともせず、桜さくらは余裕の表情でさらに四枚の護符を取りだした。


    「これ。霊級格スケール１ワン未満の伝令用だけど」


    　ボンッと護符が変化して現れたのは、四羽の白い鳥だった。ばさばさと羽を広げると、なぜか俺の肩と頭を鷲わし掴づかみにしてくる。


    「えーと、これ、まさか……」


    「そっから逃げて」


    　桜が屋上のフェンスの向こう側を指さした。


    「いやいやいや！」


    　本気で言ってる!?　危ないし、俺たちのやり取りを見た男子たちが早くも引き返して下から待ち受けようとしてるし！


    「大丈夫だって。この子たち結構力持ちだし。この校舎からはもう誰も出られないから」


    「は？」


    「校舎全体に物理結界を張ったの。学生ならまあ、この数相手でもしばらくはもつでしょ」


    　妹の成長がちょっと怖いレベル。


    「ただし。結界の固定に少し手間がかかるし、早くしないと校舎外の追っ手が集まってきちゃうから、あんただけ先に逃げといてってこと。ほら、早くする！」


    「ちょっ、まっ、心の準備がああああああああっ!?」


    　桜に投げ飛ばされた俺は空中で鳥さん達にキャッチされ、どうにか無事地面に降り立つのだった。


    



    「桜のやつ無茶苦茶するな……けど、そのおかげで」


    　無事に追っ手を振り切って走ること数分。どうにか他の追っ手に遭遇することもなく、俺は退たい魔ま学園を脱出しようとしていた。あとはあの塀へいを越えれば学外だ。


    「にしても、こっからどうすっかな……」


    　いちおう、目指すべき場所にあたりはついている。春はるヶが原はらだ。


    　桜から「呪のろい」という言葉を聞いて、俺はひとつの可能性に気づいていた。俺が急にロリコンのような行動をとるようになってしまった、その理由。


    「スマホのロリ画像全消ししてから桜に相談してみるか……なんか桜のやつ、急に協力的になってくれたし」


    　ロリコンの言い訳にしか聞こえない荒こう唐とう無む稽けいな仮説にも耳を傾けてくれるかもしれない。


    　そんなことを考えながら塀へいに手をかけたときだった。


    　ドゴォン！


    「っ!?」


    　俺のすぐ隣の塀が轟ごう音おんを立てて吹き飛んだ。


    「なんだ!?」


    　慌てて塀から距離をとる。


    　塀の陰から現れたのは──巨大な金属の塊だった。


    　それまでどこに身を潜ひそめていたのか。身の丈三メートルはあるだろう漆黒の鎧よろい。身長よりもさらに大ぶりなロングソード。顔全体を覆おおう兜かぶとの隙間からは赤い光が眼光のようにひとつ瞬またたき──俺を見下ろしていた。


    　そしてそいつは男女の判別のつかない濁った声で、確かにこう言ったのだ。


    『ロリコン……滅ぶべし……』


    　……おい、まさかこいつ……ロリコンスレイヤー？


    



    　　　　　　４


    



    　ゴッッッ！！！


    「ぎゃあああああああああああああっ!?」


    　俺めがけて振り下ろされたのは、刃物というよりも鉄塊に近い巨大なロングソード。


    　かろうじて直撃は避けられたものの、剣の振り下ろされた地面が爆発したように弾け、大量の土砂が俺を襲った。


    　土砂の勢いに押されて何度も地面を転がる。


    　咄とつ嗟さに両手のブレスレットを外す。両手が人外化していき、視界も少しずつ普段のものとは変わっていった。だが絶ぜつ頂ちよう除じよ霊れいが使えるようになるまでは、まだ少し時間がかかる。


    　ガシャンッ、ガシャンッ。


    『ロリコン……消えるべし……』


    　ドッゴオオオオオオオオッ！


    　その重厚な見た目の割りに俊敏な動きを見せた甲かつ冑ちゆう巨人が真っ直ぐ俺に向かってきて、再び剣を振り下ろした。爆発する地面。その余波だけで全身をぼろぼろにされる。


    「くそがああああっ！」


    　俺は走った。全力でいま来た道を引き返す。こんな化け物を引き連れて市街地に出るわけにはいかなかったから。


    「よりにもよって、なんでこんなタイミングで出てくんだよ!?　しかも俺を狙ねらって！」


    　そんなのまるで俺が本物のロリコンみたいじゃねーか！


    　……あ、わかった！　こいつ実はロリコンスレイヤーに見せかけて別の怪かい異いかなんかだろ!?　だって俺ロリコンじゃねーもん！


    　実に論理的な結論に俺がひとりで納得していたところ。


    　ガシャンッ、ガシャンッ。


    　すぐ後ろに甲かつ冑ちゆうの音が迫る。続いて、ブオンッ。巨大な質量が風を切る音。


    「うおっ!?」


    　甲冑巨人の身長ほどもあるロングソードが、横に一いつ閃せん。凄すさまじい速度で振り抜かれる。


    （これは……よけられねえ!?）


    　反射的に両腕で胴体を庇かばっていた。


    　完全に人外化しきった両腕がギリギリのところでロングソードを受け止めるが……。


    「うぎゃあああああああっ!?」


    　凄まじい衝撃が全身を襲った。武器を使っているせいか、その一撃は乳避け女に食らったものよりも重い。まったくふんばりが効かず、俺は大きく吹き飛ばされていた。


    「うっ、ぐっ」


    　ぼろ雑ぞう巾きんのようになって地面を転がる。かろうじて残った意識で周囲を見まわすと、そこは退たい魔ま学園の実習用グラウンドだった。何メートル吹っ飛ばされたんだよ……。


    「ん？　あれ古ふる屋やじゃねーの!?」


    「おいみんな！　古屋がいたぞ捕まえろ！　……ってあいつ、なんであんなボロボロなんだ？」


    　俺を捜すために学園全体に散っていたのだろう男子どもが駆けよってくる。


    「バカお前ら！　逃げろ！　こっち来んな！」


    　上位クラスらしい男子が応急処置用の護ご符ふを手に、Ｄクラス男子が縄を手にこちらへ駆けよってくるのとほぼ同時。


    　ガシャンガシャンガシャンガシャンッ


    『ロリコン……駆逐すべし……』


    　俺が吹き飛ばされてきた方角から、甲冑巨人が大股で近づいてきた。


    「なんだあいつ……霊級格５スケールフアイブの怪かい異い!?」


    「学内だぞ!?　どっから現れたんだ!?」


    　霊力探知を行った男子たちが戦おののき、俺を引きずって甲冑巨人から距離をとる。


    　が、相手の足が見た目以上に速い！


    「「「六ろく芒ぼう多重結界！」」」


    　追いつかれる直前。騒ぎを聞きつけて集まってきた上位クラスの男子たちが護符を投とう擲てきし、即席の結界を発動させる。甲冑巨人は壁にぶつかって一瞬足が止まるも、


    『ロリコン……駆逐すべし……っ』


    　ゴッ！　ロングソードが結界を紙切れのように消し飛ばした。


    　だがその一瞬の足止めに対し、集まった男子どものリアクションは驚きよう愕がくではなかった。


    「最初っから霊級格５スケールフアイブにそれが効くとは思ってねーよ！　いまだ！　爆・破魔札！」


    　ドドドドドドドドッ!!


    　集まってきた男子たちが一斉に放ったのは、凝縮された霊力を利用する護ご符ふ爆弾だった。威力は術者本人の扱える霊力量で大幅に差が出るが、込められた霊力が爆発する瞬間の光は目め晦くらましにも使える。汎用性の高い術式だ。


    　チーム実習の成果だろうか。緊急時への対応が春先の式神暴走時とは比べものにならない。


    「……悪い、助かった」


    　校舎近くまで引っ張られてきた俺は男子たちに礼を言う。


    「へへっ。いいってことよ。お前は美み咲さきちゃんへの貢ぎ物だからな」


    　感謝した俺がバカだった。


    「よしっ、古ふる屋やの回収は完了！　余力のあるやつは高位捕ほ縛ばく術の準備！　応援が来るまでの時間稼ぎを──」


    　ドッッッ!!　ゴッッッ!!


    「っ!?」


    　指揮を執っていた男子の声が轟ごう音おんにかき消された。


    　爆・破魔札の光に包まれていた甲かつ冑ちゆう巨人の周囲に砂さ塵じんが巻き上がり、投とう擲てきされる護符をすべてはじき飛ばしたのだ。ガシャンッ！　巻き上がる土砂をものともせずに一歩踏み出した甲冑巨人は、前傾姿勢で一直線に爆進をはじめた。その鎧よろいには傷ひとつついていない。


    『ロリコン絶滅への道を……邪魔するなああああっ！』


    「なんだあいつ!?」


    　男子たちが攻撃用捕縛用問わず護符を投げつけるも、そのことごとくを甲冑巨人はロングソードで切り落とし、避よけ、コンマ一秒のロスもなく俺めがけて真っ直ぐ突っ込んでくる！


    「やばい！　俺から離れろ！」


    「あっ！　おい古屋!?」


    　近くにいた男子を突き飛ばし、人ひと気けの少ないほうに走った。応急札のおかげで多少は動きが回復したが、逃げ切るのはまず不可能だ。となれば、校舎に逃げこんで時間を稼ぐ！


    　ヒュッ──ドゴシャアアアアッ！


    「うわっ!?」


    　頭上ギリギリのところをロングソードがかすめ──校舎の入り口が瓦が礫れきで塞ふさがる。


    　ガシャン。すぐ背後に迫る金属音。その手元にはいま投擲したはずのロングソードが戻っており、俺の頭をかち割らんと大きく振り上げられていた。


    　その巨きよ躯くに快かい楽らく媚び孔こうは見当たらない。


    　男子たちが必死になって放つ祓ふつ魔ま術も効いておらず。結界は気休め以下。


    （どこまで耐えられるかわかんねぇけど……っ）


    　ボロボロの身体からだを庇かばうように人外の両手で守りを固めた。


    　だが次の瞬間。強烈な一撃に見舞われたのは俺ではなく、


    「どりゃあああああああああっ!!」


    　ボッ！　ゴオオオオオオオンッ！


    「っ!?」


    　甲かつ冑ちゆう巨人が地面とほぼ水平に吹っ飛び、隣の校舎に激突した。どこぞの教室が崩壊し、甲冑巨人が瓦が礫れきの山に埋まる。


    「ったく。なんの騒ぎだよ。補習くらい静かに受けさせろよな」


    　見事な跳び蹴げりで巨大な西洋騎士をぶっ飛ばしたのは、ポニーテールの女子生徒。


    「ま、これで少しは借りも返せるってもんか」


    　かつて東雲しののめ市で乳避け女と恐れられた怪力剣道小町、南な雲ぐも睦むつ美みだった。
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    「「「「うおおおおっ！　姉御ぱねええええっ！」」」」


    　一気に盛り上がったのはＤクラスの男子たち。


    　追って他クラスの連中も南雲の身体能力に目を丸くしていた。


    　十数人がかりの術式をものともしなかった甲冑巨人が素手にやられたのだ。そりゃ驚く。


    「南雲！　マジで助かった、ありがとう」


    「いや、まだだ」


    　南雲が崩壊した教室に鋭い視線を向ける。


    　ガラッ。瓦礫を押しのけて立ちあがる甲冑巨人。鎧よろいの一部が大きくひしゃげてはいるものの、大ぶりのロングソードを構えてよどみない足取りでこちらに迫ってくる。


    「ちっ。さすがにこの身長差で素手は無茶かな」


    　南雲は入り口の崩壊した校舎に目を向け、剥むき出しになっていた鉄骨を掴つかんだ。ボゴッ。一メートル以上ある鉄骨が抜き取られ、南雲はそれを正眼に構える。


    「うん、竹刀に比べるとちょっと太いけど。まあこんなもんか」


    　いやちょっと太いっていうか……こいつ本気か？


    「だりゃあああああっ！」


    　本気だった！


    　南雲は鉄骨を竹刀に見立て、甲冑巨人に真正面から切り込んだのだ。


    『ロリコン……処すべし……』


    「ああ？　んな寝言は──」


    　南雲の鉄骨と、鉄骨よりもなおでかいロングソードが交差する。


    「もっと腕磨いてからほざきやがれ！」


    　荒々しい口調とは対極。魔法を思わせる滑らかさでロングソードを受け流すと、南な雲ぐもはそのまま甲かつ冑ちゆう巨人の懐ふところにもぐり込む。


    「どおおおおりゃあああっ！」


    　鉄骨を横に一薙なぎ。


    　足に強烈な一撃を食らった甲冑巨人は回転しながら大きく宙を舞った。


    「……おっかねぇ」


    　俺、あんなやつが「乳ちち裂さかせろ」とか正気失ってたときに戦ったのかよ。今更ながらビビるわ。つーか、あいつが今後本気で絶ぜつ頂ちよう除じよ霊れいねだってきたら断りきれないだろこれ……。


    　南雲のあまりの戦闘能力に唖あ然ぜんとしていたのだが……それでも甲冑巨人は沈まなかった。俺に赤い瞳を向け、性しよう懲こりも無く立ちあがる。


    「頑丈だな。おい古ふる屋や！　怪かい異いってのは素手でも倒せるんじゃなかったのかよ！」


    「怪異にしちゃあ身体からだがでかすぎるから……特殊な霊的物質エクトプラズムで身体を覆おおってんのかも」


    　もしそうならかなり厄やつ介かいだ。


    　南雲は身体能力こそ人外だけど、退魔術を使えるわけじゃない。霊的物質で構成された鎧よろいに有効なダメージを与えるのは難しいだろう。


    「んだよそれ。……でもまあ、先生たちが来るまでの足止めくらいはできるか」


    　ドゴォ！　グシャァ！　バキバキバキ！


    「わはははっ！　久々に全力で試合してる気分だ！」


    「うわぁ……」


    　金属塊と金属塊が激しくぶつかり会い、物理的に激しい火花が散る。なんかもう怪獣大戦争の様相を呈してきた南雲と甲冑巨人のぶつかり会いにドン引きしつつ、俺は甲冑巨人の背後に回り込もうとしていた。いざというときのために快かい楽らく媚び孔こうを探しておかないと。


    「なんなのこれ！　なんで霊級格５スケールフアイブの怪異がこんなとこにいんのよ！　しかもあの外見って……」


    　と、俺たちの背後から桜さくらの声が聞こえてきた。


    　霊級格５襲撃はかなりの騒ぎになっていたのか、駆けつけたのは桜だけじゃない。クラス、男女を問わない生徒たち。ちらほら先生たちの姿も見えた。そ、宗そう谷やはいない、よな？


    　これだけの人員が揃そろい、さらに甲冑巨人本体は南雲が抑えている。これで除霊完了だと確信したときだった。


    「……あ？　れ？」


    　がくんっ！


    　それまで豪快に甲冑巨人と打ち合いをしていた南雲が突如膝ひざをついた。


    「南雲!?　どうした大丈夫か!?」


    「いや、なんか急に力が……ぐっ……うわっ!?」


    　大きな隙を作った南雲をロングソードが襲う。それまで簡単に受け止めていたはずの攻撃を食らい、南な雲ぐもは鉄骨ごとやすやすと吹き飛ばされてしまった。こちらに飛んできた南雲を人外化した両手でなんとか受け止める。


    「おい大丈夫かよ！　なんなんだ急に」


    「いやそれが……」


    　南な雲ぐもが自分の両手を不思議そうに見下ろした。やがてその視線はこちらに駆けよってくる桜さくらに向かう。


    「巨乳が揺れて……力が出ない……？」


    「頭でも打ったか!?　大丈夫か!?　おい！　しっかりしろ南雲！」


    「いや間違いない……お前の妹が近づいてくるたびに、身体からだから力が……抜けて……く」


    　言葉通り、俺の両腕の中で南雲の全身がぐにゃりと弛し緩かんしていく。


    　信じられないが……いくらなんでもこんな状況で南雲が貧乳一発ギャグを披露するわけがない。本気で言っているのだ。南雲は。巨乳が揺れて力が出ないと。


    　だから俺は全力で叫んだ。


    「下がれええええっ！　巨乳は全員ここから消えろおおおっ！」


    「はあ!?　あんたなに言ってるわけ!?」


    「いいから！　Ｃ……いやＡカップ以上の女子は全員退避だ！　特に桜！　お前はいますぐ！」


    「意味わかんないんですけど！」


    「俺だって意味わかんねーよ！」


    　けど南雲がそう言ってんだから仕方ねーじゃん！


    　南雲の怪力を制御する方法がわかって俺としては僥ぎよう倖こうだが……いまはそれどころじゃねえ！


    『ロリコン……殺す……』


    　言い争っている間に、甲かつ冑ちゆう巨人がこちらに走ってきた。くそっ、あいつが俺を狙ねらっている以上、南雲はここに置いておいたほうがむしろ安全か!?


    　甲冑巨人の殺気が俺にだけ向けられていると改めて確認し、南雲からできるだけ引きはがすように走りだす。


    　そのときだった。


    「邪魔よ古ふる屋や君」


    　氷のように冷たい声とともに、暖かくてもこもことした感触が俺を包みこんだ。


    　それは幼少の頃から俺と桜を何度も吊し上げてきた白銀の獣尾。狐きつねの尾。


    「まさか件くだんの怪かい異いが向こうから飛び込んできてくれるなんてね」


    　腰の辺り。制服の上の空間から複数の尻尾しつぽを生やした楓かえでが俺と甲冑巨人の間に降り立ち─そこから先はあまりにも一方的な展開だった。


    『ロリコン……ロリコン……』


    「消えなさい」


    　しゅん──ぐしゃっ！


    　四本の白銀が目にもとまらぬ速度で甲かつ冑ちゆう巨人を捉え、なぎ倒す。甲冑巨人は起き上がる間もなく四し肢しを巻き取られ、ぶん！　空中で弧を描き、ゴミクズのように地面に投げ出された。


    　間髪容れず、甲冑巨人の落下した辺りの地面が青白い光を放つ。


    「──四し肢し壊え死し捕ほ縛ばく、彼ひ我が遮しや断だん陣じん」


    　甲冑巨人を投げ飛ばす前に下準備を終えていたのだろう。


    　楓かえでがなんかすげー怖い呪言を唱えた瞬間、甲冑巨人の両手両足がみしみしとえげつない音を立てて地面に固定される。その周囲はドーム状の結界で覆おおわれたのだが……結界には一箇所だけ穴があいていた。


    「怪かい異いの相手は苦手だわ。……火加減が難しいから」


    　ゴオオオオッ！


    　尻尾しつぽを利用して結界のそばまで跳んだ楓が生み出した狐きつね火び。霊体にも作用するその青白い炎が結界内部に充満した。結界の穴は炎をぶち込むためのものだったのだ。


    　結界内に充満する青い炎。甲冑巨人の姿は炎に呑のみ込まれてすぐに見えなくなる。


    『ぎいいいいいいいっ!?』


    　蒸し焼きにされた甲冑巨人の断末魔。


    　俺はもう楓のやり口にドン引きである。こいつの除霊エグすぎだろ……。


    　ほら、集まってきた生徒だけじゃなくて先生もちょっと引いてるぞ？


    「あ、あの、葛くず乃の葉は先輩……？　中の人は大丈夫なんでしょうか？」


    「心配ないわ。死んではいないはずよ」


    　自然と敬語になってしまった俺を一いつ蹴しゆうし、楓が結界と狐火を解除する。


    　──果たして、そこには骨すら残っていなかった。


    「う、うわっ!?　楓がついに人を殺し──あいた!?」


    「黙りなさい。それと、『ついに』ってどういう意味？」


    　楓がビンタで俺を黙らせてくるが、だったらどうして結界の中に怪異の核になったはずの人間がいないんだよ。跡形もなく燃え尽きてるだろこれ。


    「……おかしいわね。燃え尽きたにしては人肉の燃えた匂においがしないし」


    　なんで人肉が燃える匂いを知ってるんですかね……。


    「……彼我遮断陣の中から逃げた？　それともまさか、遠隔操作型の怪異……？」


    　ドン引きしている俺の隣で考え込んでいた楓の表情が次第に深刻なものへと変わっていく。


    「いずれにせよ普通の霊級格５スケールフアイブじゃないわ。協会に警戒レベルを上げるよう報告しないと……」


    　なんだかよくわからんが、さっきの甲冑巨人はまだ健在ということか。


    　とはいえ現状の脅威はどうにか取り除くことができたか……と俺が一息つき、南な雲ぐもの様子を見に行こうとしたときだった。


    「ところで古ふる屋や君」


    　さきほど甲かつ冑ちゆう巨人をゴミクズのように扱った楓かえでの尻尾しつぽが、俺の逃げ道を塞ふさぐようにわさわさと蠢うごめく。あ、あれ？　なんで俺が囲まれてるんですかね……。


    「私にはどうも、ロリコンスレイヤーがあなたを狙ねらっていたようにしか見えなかったのだけど、どういうことか説明してくれる？」


    　あ。


    「私もそう見えたんだけど。まさかあんたが宗そう谷や美み咲さきを避けてたのって……」


    　駆けよってきた桜さくらが俺の手首とベルトを掴つかむ。


    　あの、なんかガチで逃げられないようにする掴み方やめてもらっていいですか？


    　俺は人殺しの目をした楓と真顔の桜に向けて、かっさかさの唇を開いた。


    「……俺、思うんだ。あの甲冑巨人はロリコンスレイヤーとは別の怪かい異いだったんじゃないかって」


    「小娘。宗谷美咲に連絡を取りなさい」


    「わかったわ女め狐ぎつね。ついでに尋問場所も確保しとくから」


    　あああああああああああああああああああああっ！！！
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    　証言その一


    『いや完全に古屋のこと狙ってましたよ。全員でどんだけ攻撃してもずーっと古屋一直線で』


    　証言その二


    『あのロリコンスレイヤーってやつ、古屋を追って校舎のほうまで侵入してきましたからね』


    　証言その三


    『まあ前々からあいつはおかしいって思ってましたよ。葛くず乃の葉は様や美咲ちゃんに囲まれて涼しい顔してたのはそういうことだったんですね。母乳も出ない幼女なんかのどこがいいんだか』


    



    「──さて。以上の聞き込み情報によって古屋晴はる久ひさがロリコンスレイヤーに狙われていたというのは客観的な事実であると証明されました」


    　モザイク処理の施ほどこされた音声データを再生し終えた桜が粛しゆく々しゆくと口を開いた。


    　ここはカーテンの閉め切られた俺の部屋。


    　両脇には険しい顔をした桜と楓が立ち、部屋の主であるはずの俺は椅い子すに縛り付けられていた。逃げ場はない。希望もない。俺への容よう赦しやなんてあるわけない。


    



    「それではこれより、ロリコン疑惑のもちあがった古屋晴久の性せい癖へき裁判をはじめます！」


    



    　魔女裁判より酷ひどい裁判の開廷を宣言した桜さくらに、俺は無駄と知りつつ叫んだ。


    「やめろぉ！　せめて弁護人をつけてくれ！　烏からす丸まとか南な雲ぐもとかでいいから！」


    「ロリコンに弁護人がつくわけないでしょ！」


    　裁判がはじまる前からロリコンが確定してるんですが!?


    「だから！　俺はロリコンじゃねーんだって！」


    「だったらこれはなんなのよ！！！」


    　バンッ！


    　桜が机の上に叩たたき付けたのは、俺のスマホとパソコン。


    　一瞬ドキリとしたが、それにはパスワードが設定されている。拷ごう問もんされたってパスワード入力はしねぇからな、と思っていたのだが……なんか既にパスワード画面が突破されてる!?


    「ふんっ。誕生日と好きな食べ物の組み合わせなんて、昔から短絡的なんだから」


    「小娘のストーカー気質が役に立ったわね」


    「誰がストーカーだ！　って、いまはそんなことより！」


    　桜は楓かえでに噛かみついてからスマホとパソコンを操作し──二次ロリ画像でいっぱいの画面をつきつけてきた。


    「こんなもん集めといて、どう言い逃れしようっての!?」


    「……っ！」


    「画像だけじゃなくて怪しいアプリまでダウンロードして……この『ロリコンＧＯ』とかいうクソキモいゲームなんて課金までしてるじゃないの！」


    　生き恥変態コレクションを次々と発掘され、全身から変な汗が吹き出した。


    「ち、違うんだって！　それは俺の知らない間に保存されてて……」


    「ほー？　あんたの知らないうちにねぇ」


    　汚物まみれのブタを見るような桜の目。


    「出番よ！　宗そう谷や美み咲さき！」


    『はい！』


    　桜が合図すると、部屋の中に元気いっぱいな宗谷の声が響いた。


    　それは、宗谷との対面を頑かたくなに嫌がったらしい楓のスマホの中から。


    　宗谷はビデオ電話モードのスマホ越しに、じーっと俺をガン見していた。あらゆる性情報が浮かび上がる地獄の呪のろい、淫いん魔ま眼がんで。


    『うん！　たくさんのロリ画像をめちゃくちゃ見てる！　「よく目がいく女の子の部位ランキング」も小さい女の子のむちっとした短い手足になってるね。完全にロリコンだよ！』


    　不思議なことに。


    　宗谷は満面の笑み。超絶ご機嫌で俺をロリコン認定していた。


    『古ふる屋や君、ロリコンに目覚めて恥ずかしがったからわたしのこと避けてたんだね。なーんだ、そんなことだったんだ』


    　そんなことって……。


    　なんだよそのリアクション……超ニッコニコじゃん。


    　俺があんな必死になって宗そう谷やを避けてたのはなんだったんだ……。


    　宗谷のやつ、めっちゃロリコンに優しいじゃん。天使じゃん。


    　俺が宗谷のリアクションに困惑してると、なにやら桜さくらが俺よりもずっと混乱した様子で宗谷のうつったスマホに詰め寄っていた。


    「ちょっと!?　あんたはあいつがロリコンでもいいっての!?　なによその呑のん気きな反応！」


    『え？　まあちょっとヤバイかなぁとは思うけど、実際に手を出さない限りは犯罪じゃないし、チームメイトとして仕事するのに問題はないよ？』


    「あ、あれ？　あんたほんとに古ふる屋や晴はる久ひさをチームメイトとしてしか見てないわけ？」


    　なにやらこそこそと宗谷に食ってかかっていた桜が首を傾かしげていると。


    「それじゃあ、次は私ね」


    　スマホを制服の胸ポケットに入れた楓かえでが俺に近づいてきた。


    「まず最初は……十二歳ってところかしら」


    「っ!?」


    　楓の姿が蜃しん気き楼ろうのように歪ゆがむ。


    　そこに現れたのは、絶世の美女である楓を一回り幼くしたような女の子。目つきは鋭く、まとう雰囲気は楓そのものだが、見た目は完全に小学生だ。


    　こいつまさか……。


    「ふむ。十二歳は微妙ね。じゃあ次は、十歳でどう？」


    　再び楓の姿が歪み、さらに幼くなった楓の姿が現れる。


    　やっぱりそうだ！


    　楓のやつ、お得意の変身術を利用して、俺が何歳の姿に反応するかチェックする気か!?


    　冗談じゃない。ロリ画像収集も宗谷の霊視も「なにかの間違いだ！」としらを切り通せるが、ここで幼女に変身した楓をガン見したりしたらもう言い逃れできない。だって身体からだが反応してんだぞ？　目が口ほどにもの言っちゃってんだぞ？　俺だってロリコン認定するわそんなやつ。


    　絶対、楓の幼女姿なんかに反応したりしない！


    　確固たる決意を胸に、色々と豊かに成長した桜のほうへ視線を固定していたのだが……。


    「古屋君のストライクゾーンは九歳みたいね」


    「……」


    　視線を、逸そらせなかった……。


    　理性では桜をガン見しようと思っているのに。別に楓の幼児姿に興奮してもいないのに、視線だけが吸い寄せられる。マジでどうなってんだよこれ……。


    　打ちひしがれる俺をよそに、楓かえでは桜さくらのほうへ一瞬だけ視線を向けてから。


    「じゃあ次は胸を大きくしてみようかしら」


    　九歳姿のまま胸だけを徐々に大きくしていき──。


    「なるほど。古ふる屋や君の好みは九歳のＡカップ以下ね。完全にロリコンだわ」


    　そう結論づけた楓はつるぺた幼女に変身し、冷え切った目で俺を見上げてくる。


    「ねえ古屋君。恥ずかしくないの？　どう考えてもあなたはロリコンよ？　気持ち悪い。あなたみたいなド変態の欲望を合法的に満たせるパートナーなんて、変身術が使える葛くず乃の葉はの直系くらいでしょうね。まあうちにそんな物好きがいるはずもないけれど。だとしたら小学生しか恋愛対象として見ることのできないあなたはこの先どうなるのかしら」


    　楓が幼女姿のまま嗜し虐ぎやく的な笑みを浮かべ、その小さくてぷにぷにした手を俺の頬ほおに当ててくる。「ぐっ……」と俺が楓の言葉責めに反論できないでいると、
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    「ちょっと女め狐ぎつね！　ロリコンを刺激してんじゃないわよ！」


    　桜がロリ楓を無理矢理引っぺがし、


    『やっぱりさっきのナシ！　ロリコンなんてサイテー！　古屋君超キモいよ!?　早く治して！　ロリコン治して！』


    　宗そう谷やが画面の向こうでブチ切れていた。


    　え、ちょっ、宗谷のやつ、さっきまでロリコンでもいいとか言ってたのに……なんかいまは親の仇かたきでも見るような目で俺のこと罵ば倒とうしてんだけど……味方が消えて心が折れそう……。


    「ほら！　だから言ったでしょ!?　古ふる屋や晴はる久ひさがロリコンだとあの女の一人勝ちになんの！」


    『うん、よくわかったよ！　すごくイライラして嫌な気持ちになった。だからロリコンってこんなに世間で嫌われてるんだね！　ロリコンスレイヤーが生まれるはずだよ！』


    「……ん？　なんか話がズレてるような……あれ？　もしかしてあんた、自覚が……」


    　またしても桜さくらがスマホ越しに宗そう谷やとこそこそやっていると、楓かえでが「まあ冗談はこのくらいにして」と大きな溜ため息いきを吐ついた。


    「宗谷の娘の言う通り、一刻も早く古屋君の性せい癖へきをどうにかする必要があるわ」


    　ゆらっ。楓の周囲が霞かすみ、その姿が十七歳に戻る。


    「ただでさえロリコンスレイヤーの一件で協会内部が色々と過敏になっているのに。こんな能力の持ち主がロリコンだなんてことになったら……どれだけ面倒なことになるか」


    「……確かに。あんな派手にロリコンスレイヤーの襲撃を受けたわけだし、このことは私が報告するまでもなく監査部の耳に入る。もしかしたら、私よりもずっと厳しい監視役と交代なんて話が出てもおかしくないし……」


    　楓の言葉に桜が深刻な表情で同調する。


    「……こうなったら、なにがなんでもこのド変態のロリコンを治療しないと！　監視役っていうのは監視対象がなにかやらかす前に防ぐのも仕事なんだから！」


    　桜はなんだか言い訳じみた調子で言うと、楓に向き直る。


    　なんか、俺を置いてどんどん話が進んでるぞ……？


    「で？　どうやってこいつのロリコンを矯正するの？」


    「拷ごう問もんをしましょう」


    　あの、楓さん？　ちょっと？　だめですよ名家のご令嬢が拷問なんて。ね？


    「ロリを見せると同時に痛みを与えて、普通の女性を見せると同時に飴あめを与える。ひとまずこれを繰り返してみましょう」


    　真顔の楓が指先に狐きつね火びを灯す。


    「古屋君、私たちであなたを真人間に戻してあげるわ」


    



    　　　　　　７


    



    「ちょっ、待て待て待て待て！　ちょっと待てええええええっ！」


    　ロリコンスレイヤー襲撃からのロリコン裁判で完全に平静さを失っていた俺は、そこでようやく気づいた。このまま流されていたら殺される。楓のあの冷め切った目。ロリコン矯正のためなら金玉まで摘出しかねない危険な目だ。


    　そんな恐怖に駆られた俺は必死になって訴える。


    　ロリコンスレイヤーに襲われる直前、桜から聞いた「呪のろい」という言葉で気づかされた可能性。俺が急にロリコン化した、その理由らしきものについてだ。


    「聞いてくれ！　俺はあの幼女に触れてからおかしくなったんだ！」


    　それは自分でもちょっとどうなのと思う仮説ではあった。


    　けれどこんな急激かつ不可解なロリコン化。他に理由は考えられなかった。


    「一昨日おとといの春はるヶが原はらで、変な子に会ったんだよ！　赤いワンピースの子で、『おにーさんはロリコンですか？』とか聞いてきてさ、その子に触れたときに頭と股こ間かんに変な違和感があって──」


    　そこまで言ったところで、桜さくらと楓かえでがなんかもうドン引きの表情を浮かべていることに気づく。


    「つまりあんたは」


    「その幼女との接触でロリに目覚めたということかしら」


    「違う違う！　ちょっと表現が変だったのは認めるけどそうじゃなくて！」


    　息を整えてから、ゆっくりと告げる。


    「あの子、なにかの呪のろい持ちか、さもなきゃ怪かい異いだと思うんだ。触れた人間をロリコン化するとか、そういう感じの。だから俺を霊視してくれれば、俺がロリコンだって疑いは晴れるはず」


    「「……」」


    「おい！　無言で拷ごう問もんの準備を進めるな！　や、やめろ！　外に声が漏れないよう窓とドアを目張りするのやめて話を聞いてくれ！」


    　俺の幼おさな馴な染じみ二人の拷問準備の手際がスムーズすぎて漏れそう。


    「桜！　ほら、俺に言ってくれただろ!?　呪われてたら助けてくれるって！　いまがそのときだ！」


    「はあ？　死ねロリコン」


    　慈悲はない……。


    『……確かに。言われてみればなんかおかしいかも』


    「そ、宗そう谷やっ」


    　恐ろしい幼馴染二人が黙々と拷問準備を進めるなか、机の上に置かれていたスマホから救いの声が届いた。


    『古ふる屋や君の顔は毎日視みてたけど、ロリコンの片へん鱗りんなんて全くなかったし……』


    　画面の中の宗谷はハートマークの浮かんだ瞳で俺を凝視しながら首を捻ひねる。


    『いま視ても、小さい女の子で全然妄想してない……あと集めた画像も使ってない。でも視線はばっちり小さい女の子に向いてたり……なんていうか、意識と行動がチグハグなんだよね。怪異のせいで、っていうのもなくはないかも』


    　様々な人間の性情報を視てきた宗谷が言うのを聞いて、楓と桜が顔を見合わせる。


    「ほらな!?　やっぱりおかしかったんだよ俺のロリコン化は！」


    　俺の頭と下半身がおかしいわけじゃなかったんだ！


    　こうなるとますます宗谷を避けまくっていたのがアホらしく感じるが、この際それはもうどうでもいい。


    「……仕方ないわね。バカみたいな仮説だけど、もしロリコンスレイヤーとは別に人をロリコン化する怪かい異いまでいるとすれば……どこまで被害が拡大するかわからないもの」


    　スマホに映り込まない角度から、楓かえでがしぶしぶといった様子で近づいてきた。俺の頭に手をかざして目を閉じる。


    　これでようやくロリコン疑惑も解決かと胸を撫なで下ろしていると。


    「…………異常は見当たらないわ」


    「え？」


    「まったくもって正常よ。怪異の影響も、呪のろいの痕こん跡せきもまったくないわ」


    「は!?　いやそんなはずないだろ!?　誤診だ誤診！」


    「万年成績最下位のあなたが私の霊視を疑うの？」


    　お、俺の成績は関係ないだろ！　というか、


    「あれだ、いつもの定期検診みたいに直接触れてないから精度がうぶぎゅっ!?」


    「黙りなさい」


    　な、なんでだよ!?　定期検診のときは触れたほうが精度あがるって……。


    「あれは定期検診用の特別な霊視だから直接触れるほうがいいというだけでこの場における通常の霊視とはまったく関係ないからそれ以上言及するのはやめなさい焼き殺すわよ」


    　楓が耳元で一息に言う。あまりの剣幕に俺が大人しく頷うなずいていると、


    「女め狐ぎつねの霊視が信用できないっていうなら、私がセカンドオピニオンしてあげる」


    　桜さくらが得意気な顔で俺の頭に手をかざす。と、その手を楓が掴つかんだ。


    「は？　なによ女狐」


    「いえ、監査部の人間はどういう術式で霊視するのかと思ってね」


    「はあ？　そんなの霊れい障しよう診断用の甲式汎用か、怪異化チェック用の魂響式くらいしかないでしょ」


    「そうね。ならいいわ。ストーカーはどさくさに紛まぎれてどんな霊視をしてくるかわかったものじゃないと思っただけだから気にしないで」


    「だから！　ストーカー扱いすんなクソ女！」


    　謎のやりとりをしたあと、桜が真面目な面持ちで霊視をかけてくれた。しかし、


    「……うん、確かに異常なし。あんたのロリコンは完全に素ってことね」


    　桜が完全に汚物を見る目で診断結果を告げた。


    「そんなバカな……っ」


    　だったら俺は、ガチのロリコンということに……？　そんな……そんなはずは……。


    『……うーん？』


    　絶望に打ちのめされる俺と、なお首を傾かしげる宗そう谷やを置いてけぼりにしたまま、ロリコン矯正という名の拷ごう問もん準備は再開されるのだった。


    



    「ほら、これでどう!?」


    「……」


    　首まで真っ赤になった桜さくらが、シャツのボタンを二つほどあけて迫ってくる。


    　豊かに実った二つの果実が立派な谷間を形作り、鼻先に突きつけられる。女の子の匂においが濃厚に漂ってくるなか、俺は真顔で桜に言った。


    「女の子がそういうことするのは、お兄ちゃんどうかと思うぞ」


    「子供扱いすんなああああっ！　あとその真顔が腹立つ！」


    　桜が俺の口に角砂糖を突っ込んで来た。ゲロ甘である。


    「それじゃあ次は私ね」


    　近づいてきたのは九歳の姿になった楓かえでだった。


    　桜のように服をはだけて迫ってきたりしないのに、俺の視線はガンガン引きつけられてしまい……バチン！　楓の全力ビンタが頬ほおに決まった。椅い子すに縛り付けられているので衝撃を逃がすこともできず、頭の芯にガンガン響く。


    『……うーん、特に変化なしかなぁ』


    　そして宗そう谷やがスマホ越しに俺を観察し、ロリコンが緩和されていないかチェックする。


    　まったくもって効果のないロリコン矯正は延々と続き、時刻はもう夕方だ。


    　宗谷が腫はれ上がった俺の頬を見て、懐疑的な声を漏らした。


    『このままじゃロリコンが治る前に別の性せい癖へきに目覚めちゃいそうだけど。マゾとか』


    「ロリコンとマゾヒスト……最悪の合併症ね」


    　ロリ楓が疲れ切った表情で呟つぶやく。心身共にボロボロなのは俺のほうなんですが……。


    「てゆーか、納得いかないんだけど！」


    　と、桜が胸元を隠しながら吠ほえた。


    「なんでずっとその女め狐ぎつねがロリ担当で、私が真顔を向けられる役どころなわけ!?　不公平じゃん！　交代だよ交代！　そしたら効果も出るかもしれないし！」


    「なに言っているの？　無駄に育ったあなたがロリ役をやれるわけがないでしょう？　あなたはずっと古ふる屋や君に真顔で見られていればいいわ」


    「二次ロリ画像を使うとか、葛くず乃の葉はの変身符を使うとか、色々手はあるもん！　とにかく私だけずっと真顔はイヤ！」


    「却下ね。無駄なことをしている時間はないのだから。適材適所よ」


    「うううううっ！」


    　涙目の桜の主張を一切聞き入れずに楓が断言する。容よう赦しやなしだ。


    「……こうなったら水着……いや下着で……」


    　さ、桜？　なんか目が据わってるけど大丈夫か？


    　監視役としてのプレッシャーとか責任とかあるのだろうかと心配していると、


    　ピピピピピ。


    　宗そう谷やの姿が映っていたスマホに着信があった。楓かえでがそれをとり、何度か相づちを打った直後。疲れ切っていた彼女の表情がさらに険しさを帯びた。


    「……さすがに、これ以上ロリコン矯正に時間をかけても埒らちが明かないわね」


    　一体なんの電話だったのか。


    「私はやり方を変えることにするわ。あとは頼んだわよ小娘」


    　楓は十七歳の姿に戻ると、ドアの目張りを剥はがして俺の部屋を出て行ってしまった。


    「いや頼んだって……いきなりなんなのよあの女」


    　桜さくらが訝いぶかしげに呟つぶやくも、それに答えられる者は誰もいなかった。


    



    　その後。


    　楓がいなくなったことで合流してきた宗谷と桜の二人によって、ロリコン矯正は続いていた。


    「ちょっと桜ちゃん!?　なに制服脱ごうとしてるの!?」


    「あんたがいつまでもロリ役を変わらないからでしょ!?　もう耐えられない！　ここまですればいくらこいつが真性のロリコンでも少しは反応するでしょうよ！」


    「ダメだよ！　そんなの絶対わたしが許さないよ！」


    「だったらその目障ざわりな二頭身式神ひっこめて私にロリ役ゆずりなさいよ！」


    「葛くず乃の葉はさんも言ってたけど適材適所だよ？　桜ちゃんはずっと古ふる屋や君に真顔を向けられてればいいんだよ？」


    「こんのクソアマ……っ」


    「わあああっ！　桜ちゃんが痴女だ！　古屋君見ちゃだめ！」


    　しかし冷静な司令塔である楓がいなくなったことで場は一時間も経たないうちにカオス極まる状況になり、なんの成果もないまま俺の顔には宗谷の式神が張り付いていた。


    　いったい俺がなにをしたっていうんだ……あの赤いワンピースの幼女を助け起こしてからなにもかもがおかしい……と世をはかなんでいたときだった。


    「……あれ？　こんな時間に電話？」


    　楓に続き、桜のスマホにも着信。


    　服を着直したらしい桜が宗谷との諍いさかいを中断して玄関のほうに向かう。


    「……ねえ古屋君」


    　と、宗谷が桜のほうを少し気にしながら話しかけてきた。周囲には四体の二頭身式神がふよふよと浮いて俺の視線を迷わせる。くっ、俺はロリコンじゃないはずなのに……っ。


    「一応わたしも葛乃葉さんたちの霊視結果に納得してロリコン矯正をやってきたけど……やっぱり変だよ。古屋君の性情報、なにかに固定されてるみたいに変わらないし。それに、よく考えたら春はるヶが原はらでロリコンが急に増えたのだって──」


    「は!?」


    　宗そう谷やの言葉を途中で遮さえぎったのは、驚きよう愕がくに満ちた桜さくらの声だった。


    「い、いえちょっと待ってください。なにかの間違いでは？　監視対象はいまだ霊力の不正使用と断罪されるようなことはなにひとつ……いえ仮に違反があったとしてもその措置はどう考えても異常です！」


    　それは本来、監査部として俺たちに漏らしてはいけない内容なんじゃないかと察せられた。しかし桜はそんなことを気にしている余裕はないとばかりに電話の向こうへ声を張り上げている。


    「書類上のミスとか、別件との取り違えとか──ああもう！　連絡係じゃ話になんない！」


    　桜が荒々しく不満を爆発させて電話を切った。


    　しかしその攻撃的な雰囲気とは裏腹に──桜の顔色は真っ青だ。


    「桜ちゃん？　ええと、なんの電話だったの、かな？」


    　ついさっきまで桜と争っていた宗谷ですら気遣うように声をかける。


    「……」


    　しばらくの間、桜はそれを俺たちに話していいのかどうか迷っているようだったが、やがて唇を震ふるわせながら乾ききった声を発した。


    「……あの女め狐ぎつねがやり方を変えるって出て行った理由がわかった。多分、監査部に所属してる葛くず乃の葉はの人間からこの情報を知らされたんだと思う」


    　桜はまったく納得がいかないという怒気を発し、続きを口にする。


    「監査部幹部会が開かれることになった。あんたを被告人にして」


    「え？　それってまさか……」


    　監査部幹部会。通称、断頭台裁判。


    　それは本来、有罪確定の特級霊能犯罪者に具体的な沙さ汰たを言い渡すためだけに開かれるはずの、協会内裁判の名前だった。

  


  
    



    第四章　ロリコンに明日はない
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    「霊能テロの現行犯でもないのに断頭台裁判なんて、いくらなんでもありえない……絶対なにかの間違いなんだから、部長に直談判して……」


    　混乱しきった様子の桜さくらが、監査部のトップであり師匠でもあるらしい人物に落ち着かない様子で電話をかけていた。しかしなかなか繋つながらないようで、「いくら出張中ったって！」と焦じれたように端末を操作し続けている。


    　……しかしまあ、監査部が俺に下した結論も当然といえば当然のものなのかもしれない。


    　芽め依いも忠告してくれたように、退たい魔ま師し協会はいま、マスコミに情報をリークする内通者とロリコンスレイヤーの存在により、世間からの風当たりが非常に強くなっている。


    　そんな中で「絶ぜつ頂ちよう除じよ霊れいなんて意味不明な猥わい褻せつ能力をもったロリコンが除霊活動してます！」「既に生身の女の子を絶頂させてます！」なんてことが知られれば、協会は終わりである。


    　俺みたいな変態退魔師を秘密裏に処分しておきたいという気持ちはよくわかる。


    　楓かえでや桜にも「お前のロリコンは素だよ」と診断されてしまったいま、世間様に不安を与えるだけの変態絶頂男は座して罰を受け入れるのみ──


    　って、んなもん納得できるか！！！　なんだよいきなり断頭台裁判って！


    　最初から有罪が決まってるっていうなら大人しくしておく理由もない。一か八か、俺をロリコンにした怪かい異い（？）を捜しにいってやる！


    　桜さくらも納得していないみたいだし、どうにか見逃してもらって──と椅い子すに縛られた状態で考えていたときだった。


    　──ガチッ！


    「うわっ!?　なにこれ、物理結界!?」


    「なっ!?　現場の私に確認もとらずに、早すぎる……っ」


    　宗そう谷やと桜が窓の外を見て叫ぶ。振り返れば、確かにそこには半透明の分ぶ厚あつい壁が出現していた。桜が以前、男子たちを校舎に閉じ込めるために使ったのと同じ術式だ。


    「流石さすがは文ふみ鳥どり桜監査官。連絡が入ってからこの短時間で既に監視対象を拘こう束そく済みとは」


    「念のために物理結界をかけましたが、必要ありませんでしたね」


    　と、二人の男がいきなり室内に押し入ってきた。


    　黒のスーツに隙の無い足運び──監査部の人間だ。


    　桜への連絡とほぼ同時に動けるよう待機していたのだろう。


    「古ふる屋や晴はる久ひささん。あなたには監査部幹部会への出頭命令が出ています。ご同行願えますね？」


    　終わった……。一か八か怪異を捜しにいってやるという悪巧みが一瞬で頓とん挫ざした……。だってお前、玄関のほうまで物理結界張られてるし、監査官二人だし、俺縛られてるし。


    「ちょっと待ってください！」


    　そのときだ。容よう赦しやなく迫ってくる監査官二人の前に、桜が立ちはだかった。


    「は？　文鳥桜監査官？」


    「先輩方はおかしいと思わないんですか!?　いくらこいつが度しがたい変態でも、いきなり幹部会なんて！」


    「妙だとは思うが上からの命令は──んっ!?」


    　言葉の途中で監査官二人がギョッと固まる。


    「「宗谷美み咲さき!?」」


    　二人は我先にと押しのけあいながら玄関の外まで逃げ出すと、


    「文鳥桜監査官!?　なぜ君は宗谷家のご令嬢と一緒の部屋にいて平気な顔をしているのだ!?」


    「君がいるから安心して部屋に入ってしまったではないですか！」


    　桜に向かってなにやら抗議しはじめた。監査官も人の子……。


    「そんな全力で逃げなくても……」


    　そしてまた宗谷が一人で凹へこんでいた。つくづく不ふ憫びんな能力だ。淫いん魔ま眼がん。


    「私にはやましいことなどなにひとつないので」


    　言いつつ、玄関先まで逃げ出した監査官二人を桜さくらが追いかける。


    「やましいことがないなんて君は人間か!?　い、いやいまはそんなことどうでもいい。宗そう谷や家のご令嬢と顔を合わせても平気だというなら、いますぐ彼女を結界の外へ連れ出してくれ。そのあとは私たちが古ふる屋や晴はる久ひさを協会本部まで護送する」


    「現場の私に事前通告なくこんな命令が下るなんて異常です。内通者の話もありますし、師匠──いえ部長から直接話を聞くまでは納得できません！」


    　猛烈な勢いで監査官二人に噛かみつき続ける桜。


    　俺のことを庇かばってくれてる、のか？


    『呪のろいだって解いてあげられる』と言ってくれたときもそうだったが、普段の厳しい態度とはまるでちぐはぐ。そんな桜の言動に俺が呆あつ気けにとられていると、


    「いまのうち！」


    「え!?　宗谷!?」


    　宗谷が俺を縛っているロープの結び目に飛びついてきた。


    「やっぱりどうしても古屋君のロリコン化には違和感があるの。葛くず乃の葉はさんたちの霊視じゃなにも出なかったけど……わたしは古屋君を信じる！　どうせ有罪確定なら、その前に逃げてロリコン化の怪かい異いを捜そう！」


    　どうやら宗谷も俺と同じことを考えてくれていたらしい。


    　それはすっげーありがたいんだが……。


    「やめとけ！　桜以外に監査官が二人もいる状況で俺の逃亡に協力なんかしたらヤバイだろ!?」


    「そこは実家に全力でかばってもらう方向で！」


    　宗谷がむふーと鼻を鳴らす。


    　そういや楓かえでと違って威厳めいたものがないから忘れがちだけど、こいつも一応霊能名家の跡取り娘なんだよな。淫いん魔ま眼がん以外は完全なポンコツだけど。


    「かばってもらうったって、完全無罪にはならないだろ」


    「古屋君はわたしに言ったよね？」


    　宗谷がロープを解きながら俺の言葉を遮さえぎる。


    「わたしのせいで絶ぜつ頂ちよう除じよ霊れいの能力が周囲にバレたんだから、責任とって地獄の底まで付き合えって」


    　それは乳避け女討伐の数日後、「チーム解散？」と半べそだった宗谷に俺が言ったことだ。


    「ここはまだ地獄の底じゃないんだから、助けるのは当たり前でしょ」


    「……」


    「それに古屋君はこうも言ったよ。どこまでもわたしに付き合ってくれるって。だからこんなとこでドロップアウトするなんて許さない。わたしは古屋君と一緒に呪いを解きたいんだから」


    　ロープを解ききった宗谷はどこまでも真っ直ぐに言い切った。


    「……悪い。助かる」


    「いいのいいの、チームメイトだからね！」


    「で？　こっからどうすんだ？　手助けしてくれるってことは作戦があるんだろ？」


    　この部屋は現在、強力な物理結界で完全に覆おおわれている。宗そう谷やは術の威力こそ低いが扱える術の幅は広いらしいので、なにか俺の知らない術でもあるのかもしれない。


    「……ええと、わたしの式神で撹かく乱らんしてる間に、古ふる屋や君の絶ぜつ頂ちよう除じよ霊れいで監査官をひと突きとか」


    「アホかあああ！」


    　罪を重ねてどうすんだ！


    　というかそれ以前に、桜さくらと同じかそれ以上と思われる実力者二人に真正面から絶頂除霊はハードルが高すぎる。あと万が一上う手まくいっても桜に殺されそう。


    　かといってこの強力な物理結界を突破する方法なんて他にないし……詰んでる！


    「あ！　あいつらロープを解いてますよっ」


    「いかん！　逃がしたら部長に殺されるぞ！　社会的に！」


    　監査官にも気づかれたしいいいいっ！


    　物理結界への高い信頼と淫いん魔ま眼がんへの恐れからかすぐにこっちを取り押さえにはこないが……これで不意打ちも不可能になった。


    　くっそ、やっぱり大人しく有罪になるしかないのか？


    　──フルヤさん。


    「っ!?」


    　──いまいちど、精神を研とぎ澄ませるのです。


    　それは、乳避け女を除霊したあの日以来、はじめてはっきりと聞こえてきた声。


    　──チャンスは一度。絶頂除霊の力を解放します


    「……おいおいまさか」


    　久方ぶりに聞こえたその声に驚くよりも先に、俺は両手のブレスレットを外していた。


    　宗谷が「監査官をひと突きだね!?」と式神を待機させるが、そうじゃない。


    　俺は逆に監査官たちに背を向けていた。人外化した視界にうつるのは──窓ガラスと同化した物理結界の快かい楽らく媚び孔こう。


    「あいつなにをっ!?　もう淫魔眼なんて気にするな！　拘こう束そくだ！」


    　監査官が桜を押しのけて踏み込んでくる。


    　だが俺の指先は既に結界の快楽媚孔を突いていた。


    　瞬間、結界に包まれていた部屋全体がビクンと胎動し、


    　ビビビクン！！！


    　部屋全体が──いや、物理結界が絶頂していた。


    「これは──報告にあった地震能力!?　うわっ!?」


    　ゴゴゴゴゴゴッ！


    　微震動、下から突き上げるような揺れ、激しい痙けい攣れん。


    　様々な揺れがランダムで部屋全体を襲い、まともに立っていられない。


    「無機物だけじゃなくて結界まで絶頂させるとか……」


    　もはやなんの能力だよこれ、と自分の能力にドン引きしていると揺れがおさまり、


    「んっ!?」


    　宗そう谷やが叫んだ。


    「物理結界がゆるゆるのがばがばだよ!?　これならうちの子たちでも……いける！」


    「やめろ！　物理結界をそんな強引に──」


    　監査官の叫びは届かなかった。宗谷の式神たちがヒビだらけの窓と一緒に物理結界を突き破った瞬間──ドンッ！　凄すさまじい衝撃が発生した。


    「「「「うわああああっ!?」」」」


    　桜さくらたちは咄とつ嗟さに結界を張ってこれを凌しのいだようだが──俺と宗谷にそんなことができるわけもなく、なすがままに窓の外へ放り出される。


    　追って発生した浮遊感に「あ、死んだ」と思った瞬間、


    「っと、危ない危ない」


    　宗谷の式神が俺と宗谷をキャッチし、へろへろとした動きで地面に着地した。


    「……お前、無茶苦茶するな」


    「古ふる屋や君の能力ほどじゃないよ！　物理結界をあんな風にしちゃうなんてどういう原理!?」


    「……俺にもよくわからん」


    　そうして監査官から逃れた俺たちは夕闇に紛まぎれ、一目散に春はるヶが原はらを目指した。


    　……それにしても。


    　再び聞こえてきたあの声。そして絶妙なタイミングで使えるようになった無機物絶頂。


    　楓かえでは色々と忠告してきたが、やっぱり俺たちを助けてくれているようにしか思えなかった。
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    「その変な女の子がいたっていうのはこの辺だよね？」


    「ああ。赤いワンピースの黒髪。人形みたいに顔が整った子だ」


    　日没直前の春ヶ原。


    　俺と宗谷は人混みを見渡し、俺をロリコン化したと思おぼしき幼女を捜していた。


    　あの幼女がこんな時間に、まして同じ恰かつ好こうで同じ場所をぶらついている可能性は低いが、それでもいまは他に手がかりがなかった。


    　監査部の追っ手を警戒しつつ見通しの悪い人混みをしばらく歩き回るが、案の定そう都合よくは見つからない。時折親子連れに俺の視線が引き寄せられてしまうくらいだ。


    　せめてもう少し人手があれば。しかし俺と宗そう谷やが監査部から逃げたって話がどれだけ広まってるかわからないし……と思っていたときだった。


    「む？　美み咲さき嬢に古ふる屋やではないか。今日の春はるヶが原はらパトロールは中止ではなかったのか？」


    「烏からす丸ま!?」


    　ばったりと。


    　春ヶ原のメインストリートで出くわしたのはパンツスーツ姿の烏丸だった。


    「お前なにしてんだよこんなとこで」


    「それはこっちのセリフだが。まあなにをしているかと言われれば、暇だったので運命の出会いを捜していた、といったところか。パトロールの最中に結構美人が多いなとこの街には注目していたのだ」


    　ナンパかよ。


    　しかしまあ、烏丸のアレなプライベートはいいとして、これは渡りに船だ。


    「烏丸。いきなりで悪いんだが、俺たちと一緒に幼女を捜してくれないか？」


    「なに？　幼女だと？」


    「いきなり何言ってんだって気持ちはわかる。けど事情を説明させてくれ。俺たちは──」


    　人をロリコン化させる怪かい異いを捜していて、と続けようとした俺の言葉が途中で遮さえぎられる。


    「素晴らしい！　頼まれるまでもなく最高の幼女を捜し出してみせようではないか！」


    「……は？　烏丸？」


    　幼女捜しに異様な張り切り具合を見せる烏丸に俺は面食らい、そして宗谷はぎょっと目を見開いていた。


    「あ、あれ？　葵あおいちゃんが……幼女を縛る妄想をしてる……？」


    　宗谷の言葉を証明するように、烏丸が興奮しきった様子でまくし立てる。


    「幼女はいいぞ……未成熟の身体からだにぷにぷにした手足。成熟しきった大人の女には決して出せないあの柔肌に荒縄が食い込む様子を想像するだけでエア絶頂できるほどだ。大人にすがるしかないか弱い生き物……彼女らの泣き顔を想像すると……良心と心のちんちんがどうしようもなくうずく二律背反……手を出してはいけない禁断の青い果実……だが」


    　なんかもう擁よう護ご不可能な戯ざれ言ごとを口走ったかと思うと、烏丸がいきなり走り出した！


    「古屋が幼女を捕まえてこいというのなら仕方がない！　これは仕方がないのではないか!?」


    　などと叫んで、人混みの向こうの親子連れへと一直線。ヤバイ!!


    「葵ちゃんが完全にロリコンになってる!?」


    「殺してでも止めるぞ！」


    　ドＳなロリコンなんて絶ぜつ頂ちよう除じよ霊れい持ちのロリコンより危険だろ！　隔離指定生物レベル。


    「はじめましてだ幼女先輩。私のハチミツをまぶした飴あめをあげるから一緒においでぶぎゅ!?」


    「すみませんすみません！　この子ちょっと頭がアレで！　たまに発作が出るんです！」


    「ちゃんと繋つないでおきますんで！　すみません！」


    　俺と宗そう谷やで烏からす丸まを組み伏せ、目を丸くする親子に全力で頭を下げる。


    「なぜだ!?　幼女を捕まえてこいと言ったのは貴様ではもがぁ！」


    「俺は捜せっつったんだよ！」


    　烏丸の口を塞ふさぎ、人ひと気けのない路地裏へと引きずり込む。


    　そこでようやく烏丸の口から手を放し、


    「おい烏丸！　お前もしかして、赤いワンピースの女の子に会わなかったか!?」


    「それならついさっき、目の前で転んだのを助け起こしたが……」


    「「……っ」」


    　俺と宗谷は顔を見合わせる。


    　やっぱり、俺は間違ってなかった。人をロリコン化させるなにかが確実に存在するのだ。


    「でもなんでだろう。葵あおいちゃんはなんかもう骨の髄までロリコン化してるみたいで、古ふる屋や君の状態とは随分違うみたい……」


    「烏丸が骨の髄まで変態だから、ロリコン化の呪のろいと相性がよかったんじゃねーの？」


    　っと、いまはそれよりも。


    「おい烏丸、どこだ!?　どこでその女の子と会ったんだ!?」


    　烏丸が女の子と会ったのはついさっき。ならまだ近くにいるに違いない。


    「……教えたら幼女を縛らせてくれるか？」


    「宗谷、やってくれ」


    「了解だよ！」


    　宗谷が常備している耳かきを烏丸の耳に突っ込んだ。


    「ひゃいいいいいっ!?　しゃべりゅ、しゃべりゅからそこコリコリしちゃらああっ!?」


    　責められるのに弱い烏丸が涙目になって情報をゲロった。


    　それによると赤いワンピースの女の子がいたのはここからしばらく歩いた先にあるコンビニ付近。


    　ドＳロリコンモンスターと化した烏丸を四体の式神で取り押さえ、宗谷が言う。


    「葵ちゃんはわたしが拘こう束そくしとくから、古屋君は先にそっちに！　幼女が遠くに行く前に！」


    「ああ、わかった！」


    



    「このあたりだな」


    　烏丸が教えてくれたあたりで視線を巡らせる。


    　赤いワンピースならかなり目立つはずだが……日も落ちてきたし厳しいかもしれない。


    　それでも必死に周囲を捜し回っていたとき。


    「……っ」


    　人混みの中に、小さな赤い影が見えた。


    　突き動かされるように走る。近づくにつれてそれは確信に変わっていく。


    　あの目立つ服。この時間帯に保護者らしき人も連れずに歩く異様さ。間違いない。


    「君っ。ちょっと待って」


    　退たい魔ま学園の学生証を片手にその女の子の肩に触れた、その瞬間。


    　がしっ。


    　幼女のぷにぷにした手が、待っていたとばかりに俺の手首を掴つかんだ。……え？


    「やっと見つけたわよ、このロリコン」


    　こちらを振り返ったその幼女は。


    「監査官から逃げ出すなんて……最初に発見したのが私じゃなかったらその場で処分されているところよ」


    　怒気と殺気の入り交じった凄すさまじい声を発して俺を睨にらみ上げてきた。


    「か、楓かえで……？」


    　幼女の正体に気づいたその直後。


    　楓の周囲で身を潜ひそめていた監査官だろうか。


    　黒スーツの人影に取り押さえられ、俺の意識はそこでぶっつりと途絶えた。
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    「……うっ、かはっ!?」


    　それは目が覚めたというより、無理矢理覚醒させられたような感覚だった。


    　意識がぼんやりして……ということもなく、俺はすぐに周囲と自分の状況を察する。


    　無機質な廊下。目と口以外まったく動かせない完全な金縛り状態。にもかかわらず視界にうつる景色はゆっくり後ろへと流れていき、念力のような術式で勝手にどこかへ運ばれていることがわかった。まあ行き先は十中八九、断頭台裁判の会場だろうから、ここは協会本部の地下に違いない。俺の周囲は黒スーツの監査官らしき人間たちが固め、その傍らには──いつも以上に冷たい表情の楓がいた。


    「おい楓！　聞いてくれ、人をロリコン化させる怪かい異いは本当に──ぐっ!?」


    「無駄口を叩たたくな」


    　突如、喉のどの辺りの圧迫が強まって声が詰まった。俺の身体からだに金縛りをかけた監査官の仕し業わざだ。


    「大人しくしてなさい。監査部の人間は私と違って容よう赦しやがないわよ」


    　楓が静かにたしなめてくる。楓より容赦がないとなるとこのまま絞め殺されるに違いないのだが、ただ単に声が出なくなるだけで済んだ。


    　なんだ、監査部の人って優しいじゃん……って、いま声が出せないのはかなりマズイぞ!?


    　せっかく人をロリコン化させる怪かい異いの存在がほぼ確定したってのに！


    　このままでは俺がロリコンとして処されるのと同時に、ロリコンじゃない人間までロリコンスレイヤーに襲われる！


    　あと烏からす丸まみたいなヤツがロリコン化したらそれだけでヤバイ！


    　楓かえでや監査部の連中を説得して対処してもらわなければ……ともがいていたところ、


    「心配しなくても、春はるヶが原はらに調査隊を出すよう葛くず乃の葉はの人間に要請しておいたわ」


    　楓が予想外のことを口にした。


    　あ、あれ？　お前、俺のことガチのロリコンだって判定してなかったか？


    「監査官から逃げ出すくらいだもの。人をロリコン化させる怪異がいるというあなたの話はただの言い逃れというわけではないのでしょう。ただ……」


    「……？」


    「人をロリコン化させる幼女とやらが見つかったとして。監査部があなたへの厳しい態度を緩ゆるめるとは限らないわ。覚悟しておいて」


    　は？　それってどういう……。


    「ごめんなさい。こうなったのは私の責任だわ」


    「……っ!?」


    　か、楓が謝った!?


    　しかも楓がなにに責任を感じているのかまったくわからない。怖い。


    　なんだ？　もしかして俺はこれから死ぬよりも酷ひどい目に遭うのか……!?


    　あまりの恐怖にガクガク震ふるえていると、目の前に現れた巨大な扉が音もなく開いた。


    「……っ」


    　威圧的なまでの霊力の奔ほん流りゆう。ただ射い竦すくめられただけでなんらかの術式をかけられてしまいそうな複数の視線。


    《九の旧家》の人間が多く所属する監査部。その中でも指折りの実力者が集うという監査部幹部会は、異常なほどに重く冷たい空気に支配されていた。


    



    「──以上、ざっと見ていただいた三百六十点の画像は主に『美幼女倶楽部』というサイトから収集されたものになります。次に、被告のスマートフォンにダウンロードされていた『ロリコンＧＯ！』ですが、これは位置情報サービスを利用したゲームであり、道行く幼女をお菓子やお小遣いによって収集するという犯罪者を養成するためとしか思えない下劣な内容となっております。これらのデータから、被告人の好みのタイプは九歳の黒髪、明るく素直なタイプであると推察され、彼がロリコンであることに疑いの余地はありません」


    　……シテ……コロシテ……。


    　大きな法廷を思わせる空間のど真ん中に立たされた俺は、なんかもう心がバッキバキに折れていた。


    　俺が逃げ出したあと、俺の部屋にあったパソコンとスマホが押収されていたようで、しかも中身は完全に分析済み。


    　それらのデータを淡々とプレゼンして俺を地獄の底に突き落としているのは、細身の中年男性だった。スーツに眼鏡、整髪料で固めた頭髪と、生真面目を絵に描いたような人物だ。


    　裁判官のいない法廷であるこの場では、主に彼が中心となって裁判が進んでいた。


    　傍らに控えた楓かえでが説明してくれたところによると、彼は監査部部長の懐ふところ刀がたな。旧家の一角である《鬼の多た々た羅ら刃ば》出身者で、かなりの実力者なのだという。


    　そんな多々羅刃の口から語られる俺のロリコン遍歴の数々。


    　俺の意思で収集したわけじゃない、あの幼女のせいでロリコン化させられた結果なのだといくら心の中で唱えても脂汗が止まらない。


    　多々羅刃が閲えつ覧らん履歴を開示すると脇汗がじょっ！　検索履歴を開示すると股こ間かんからじょっ！　全身汗まみれで脱水一歩手前である。死ぬより辛つらいよ……。


    　法廷の壁には人が一人入れるくらいの空洞がいくつもあり、御み簾すに遮さえぎられたその向こう側には旧家出身の監査官たちがこちらにじっと視線をくれている。御簾のせいでこっちからその姿は窺うかがい知れないが、なんかもうすげー目で見られているのはわかる。性犯罪者を見る目ですわ。


    「また、彼は以前の報告にあったように霊級格６スケールシツクスの怪かい異いを一撃で除霊するほどの力を有しており、なおかつその異能は対象の性的な絶頂を伴うという耳を疑うものとなっています。さらに今日の昼過ぎ、退たい魔ま学園に出没したロリコンスレイヤーが彼を追っていたという証言も多数。これまでの情報に間違いはないですね、文ふみ鳥どり桜さくら監査官」


    「……はい」


    　小さな声で返事をしたのは、裁判がはじまってからずっと悔しげに俯うつむいていた桜だった。もしかすると、ずっと俺のことを庇かばっていてくれたのかもしれないが……実力者が集う厳粛な場で性せい癖へきを羅列されるという精神陵りよう辱じよくのせいでちょっとそっちまで気が回らない……。


    　一通りの情報を開示し終えた多々羅刃は法廷全体を見渡すと、


    「以上のことから、被告人が尋常ならざる猥わい褻せつ能力を持ったロリコンであることに疑いはありません。監査部としては彼を厳重な封印の下、半永久的に幽閉すべきであると考えます」


    　どんだけロリコンに厳しいんだよ！


    　有罪確定の裁判とは聞いてたけど、いきなり色々すっ飛ばして終身刑とか聞いてねえぞ!?


    「賛成の方は挙手を」


    　めっちゃすげえ勢いで御簾の向こうの方々が手ぇ挙げてるし！


    「……っ！」


    　その様子を見た桜が凄すさまじい勢いで立ちあがる。だが桜が声を上げるよりも前に、静かな声が議場に響いた。


    「決を採る前に、祖母から伝言があります」


    　俺の傍らでじっと佇たたずんでいた楓かえでだ。


    「……会長はなんと？」


    「神しん出しゆつ鬼き没ぼつのロリコンスレイヤーを確実に仕留めるため、古ふる屋や晴はる久ひさを囮おとりに使えとのことです」


    「《葛くず乃の葉は》は彼を庇かばうということですか」


    「利用価値があると言っているのです」


    　多た々た羅ら刃ばと楓が真っ向から睨にらみ合う。


    「ロリコンスレイヤーは瞬間移動能力を有しています。これはロリコンを襲撃するときだけでなく、退たい魔ま師しからの逃亡にも使われています。このことからロリコンスレイヤーの除霊はロリコンを囮にし、なおかつ一撃で仕留める必要があると考えられますが、その場合、古屋晴久以上の適任は考えられないでしょう」


    　言外に俺のことを真性のロリコン扱いする楓。まあ一度ロリコンスレイヤーに狙ねらわれてるからなんも否定できないんだが。


    「彼を中心に作戦を立てれば人員は最低限で済みます。ロリコンスレイヤーを擁よう護ごする世間の目を盗んで秘密裏にロリコンスレイヤーを除霊することも可能。これだけの人材をみすみす牢獄送りにするのは協会全体の損失かと」


    「彼の有用性は認めよう。なにせ霊級格６スケールシツクスを一撃で除霊したという規格外の力だ。だがそれゆえに、彼を野放しにしておくのはとてつもないリスクに思える」


    　多々羅刃の口調が厳しいものに変わる。


    　そして再び提示してきたのは二次ロリ画像満載のパソコンとスマホだった。もうやめて!!


    「応酬されたデータを見るに、彼の幼児画像収集はほんの二、三日前から始まっている。しかもそれ以前は年頃の男子高校生としては異常なほどにその手のものを集めていなかったようだな。同じ男性として言わせてもらえば、この変化は急激に過ぎる」


    　すげー真面目に性生活を分析されて頭が沸騰しそうなんですけど。


    　だがその沸騰しそうな頭は、多々羅刃の次の言葉で一気に冷やされた。


    



    「この急激な性せい癖へきの歪ゆがみと性的欲求の増大。これが彼の腕に宿った呪いの悪化を示すものではないと証明できますか？」


    



    　呪のろいの、悪化？　この腕の？


    　ロリコン化や性欲の増大が、なんで絶頂除霊テクノブレイカーのせいだなんて話になるんだ？


    「彼の性癖が急変したことについては現在、人をロリコン化する怪かい異いの存在が疑われており、至急葛乃葉の者で調査を進めることになって──」


    「私は証明できるのかと訊きいたのだ！　そんな妄もう言げんが訊きたいわけではない！」


    　多た々た羅ら刃ばの怒声が響く。


    　そしてその唐突にも思える激げき昂こうを、楓かえでは「想定内」とばかりに受け止めていた。


    「証明、ということなら、そもそも彼の呪のろいがあなた方の想定するものかどうかもまた、現時点では証明できないといえますが」


    「……確かにそうだ。監査部でも彼を霊視したが、彼の能力が謎の呪じゆ具ぐによるものとしかわからなかった……だからこそ恐ろしい。最大限の警戒を行う必要がある」


    　こいつらは一体、なにを知ってるんだ？


    「そうすると監査部は無実の退たい魔ま師しを、それもロリコンスレイヤーという協会全体の不利益に直結する怪かい異い討伐に有用な人材を罪状なく処罰するということになりますが？」


    「無実と断定できるのは、人をロリコン化する怪異とやらが実在した場合に限るだろう。……いや、仮にそんな怪異が存在するとしても、被告はなんの抵抗もできずに洗脳系の霊れい障しようを受けたということになる。実際、彼は退たい魔ま学園で万年成績最下位なのだろう。霊級格６スケールシツクスを一撃で除霊するような力、それも性的絶頂を伴うという猥わい褻せつ極まりない能力の持ち主がそんな危うい無能であること自体が問題だ」


    「尖とがった力であることは認めますが、霊能力はもとより不安定で歪いびつなもの。それゆえに退魔師はチームを組んで欠点を補い合うのです。そうした原則もお忘れですか」


    　困惑する俺を置いてけぼりに、議論は平行線のままで進んでいく。


    　だがその論戦は楓が若干押しているようにも見え、このままいけば有罪確定の裁判が多少はマシな結論に落ち着くのではと思えてきたときだった。


    



    『ったく、まどろこっしいな』


    



    「……っ!?」


    　ふわりと。


    　俺のすぐ隣に半透明の女が舞い降りた。なんの気配もなく、唐突に。


    （なっ……！　協会本部に浮遊霊が侵入してる!?　いやあり得ねぇ、なんだこいつ!?）


    　監査官たちと同じようなスーツに、自身の身長よりも長い黒髪。


    　死んだ魚のような目をしていてわかりにくいが、かなりの美人だ。


    　驚きよう愕がくする俺の隣で不敵な笑みを浮かべたその女は、あまりにも堂々と議場に視線を巡らせる。


    『こいつの呪いがなんなのか。ロリコンになった原因は呪いの悪化か、それとも別のなにかか。あたしが霊視してやるよ。徹底的にな』


    　彼女がまるで退魔師のようなことを言うと。


    「師匠!?　出張中じゃあ……」


    　桜さくらが声を漏らし、


    「なんでここに……元十じゆう二に師し天てん《術式潰つぶしのナギサ》……っ」


    　それまで堂々と論戦を繰り広げていた楓かえでの額に、一筋の汗がつたっていた。


    



    　　　　　　４


    



    　噂うわさには聞いたことがある。


    《九の旧家》の出身でもないのに凄すさまじい才覚を発揮し、若くして十二師天まで上り詰めた天才の話だ。


    　その女性はある仕事の最中に大怪け我がを負って植物状態となるのだが、彼女の才能はその程度では止まらなかった。幽ゆう体たい離り脱だつの要領で魂だけの長期活動を可能とし、肉体の治療に専念しながら退たい魔ま師しとして働き続けているというのだ。


    　世にも珍しい、生き霊の退魔師である。


    　代わりに一部の術式が使えなくなり、それが原因で十二師天からは降格したものの、それを補ってあまりある実力と特殊能力で業界のトップに君臨し続けている──。


    



    「部長。出張のほうはよろしかったのですか？」


    『アホか。その呪のろいの悪化よりも優先度の高い仕事なんてそうそうねえよ』


    　監査部部長。術式潰しのナギサ。


    　彼女は多た々た羅ら刃ばの問いに適当な調子で答えると、優雅に空中へ舞い上がる。


    『まあこいつの呪いがなんなのかはまだ確定してねーわけだが……十中八九クロだろ』


    「……っ」


    　死んだ魚の目が上空から俺の目を覗のぞきこんだ。


    　以前、昇天サポートセンターで悪あく霊りよう化したショタコンお姉さんに身体からだを狙ねらわれたときとは比べものにならないプレッシャー。狙われたら絶対に逃げられないし抗あらがえない。そう確信できるだけの圧が、その死んだ魚の目から発せられている。


    　その圧が、不意に俺とは別の人間に向けられた。


    『と、その前にだ』


    「「……っ！」」


    　身体を強こわばらせたのは楓とともに俺をここまで運んできた監査官。


    　一度俺を取り逃した二人組だ。


    『てめえら、こいつを捕まえ損ねたらしいな。何年監査部やってんだ？　あ？』


    「そ、それは古ふる屋や晴はる久ひさが未知の力を発揮して……っ」


    「文ふみ鳥どり桜さくら監査官の抗議と宗そう谷や美み咲さきの存在もありっ」


    『うるさい。粛しゆく正せい』


    「「い、いやだああああああっ!!」」


    　ナギサが宙を走りはじめると同時に、監査官二人が悲痛な表情で術式を展開した。六ろく芒ぼう多重結界。瞬時に展開される防御隔壁は学生のそれとは比べものにならない強度と枚数だ。しかし、


    『学生に後おくれを取るわ、このあたしにその程度の術式が通じると思うわ』


    　結界をすり抜けた!?


    　……いや。よく見れば、結界はナギサに触れるやいなや融解しており、それがあまりにも一瞬で行われたがためにすり抜けたように見えたのだ。


    『少しキツめのお仕置きにしとくか？　ん？』


    「ひっ!?」


    　しゅるり。


    　結界をほぼ素通りしたナギサの霊体が中年監査官の身体からだに入り込んだかと思うと、


    『「さて、覚悟しろよお前ら」』


    　中年監査官の口からナギサの声が響いてきた。プロの退たい魔ま師し相手に完全憑ひよう依い!?


    「い、いやだ！　お願いです部長！　それだけはどうか──うぐっ!?」


    　若い方の監査官がナギサin中年監査官に対して抵抗を試みるが──ドゴンッ！


    　その身体が宙を舞い、地面に叩たたき付けられた。


    　中年監査官に憑依したナギサが若い監査官に一本背負いを決めたのだ。


    　それは桜さくらの流麗な体術がまだまだ未熟だったのだと即座に思い直してしまうほどに鮮やかな投げで、若い監査官はぴくりとも動かなくなる。


    　ナギサはそんな監査官の胸ぐらを掴つかみあげると、


    『「ほら、感謝しろよ。部長様からの熱いキッスだ」』


    「～～～～っ!?!?!?!?!?」


    　ぶちゅ～～～っ。パシャパシャパシャパシャッ。


    　中年監査官の身体で若い監査官の唇を奪い、そのうえスマホでその様子を連続撮影。


    『写真はしばらく協会本部の掲示板に張り出しとくからな。反省しろよ』


    　中年監査官の身体から抜け出したナギサは一切の情け容よう赦しやなく断言した。


    　あとに残されたのはいまにも自害しそうな表情でぐったりと横たわる監査官二人……。


    　監査部長こええええええええええっ！


    　なんだよあれ！　術式が通じない浮遊霊とか性質が悪いってレベルじゃないだろ！


    　……はっ！　さ、桜は大丈夫なのか？　俺を庇かばったせいであんな酷ひどい目に遭わされたら……と俺が心配していると、


    「文ふみ鳥どり桜監査官にはお咎とがめなしでよいのですか？」


    　多た々た羅ら刃ばがナギサに余計なことを申告していた。眼鏡割るぞてめえ！


    『あいつはいーの。可愛かわいい弟子だからな』


    　えこひいき万歳！


    　上司としてはちょっとアレだが、桜さくらが酷ひどい目に遭わないならなんでもいい。


    　と、桜の安全が保障されてほっと胸を撫なで下ろしたのも束の間。


    『さてそれじゃあ、ようやく本命。次はこいつの霊視だな』


    　先ほど監査官二人を無理矢理キスさせたナギサの魔の手が俺に迫ってきた！


    「待ってください、ナギサさん」


    　それまで押し黙っていた楓かえでが声をあげ、ナギサの手を止めた。


    　けれどその表情にはいつもの怜れい悧りな余裕はなく……なぜか酷く青ざめていた。


    「彼には既に監査部の人間が複数の霊視をかけました。いまから新しく霊視をかけても──」


    『ああ？　てめえらのあっさい霊視でどんだけのことがわかるってんだ？』


    　楓の言葉を遮さえぎり、ナギサがぶわりと髪を逆立てる。


    『それとも、深く視みられたら困るものでもあるのかい？　《化け狐きつねの葛くず乃の葉は》様よ』


    「……っ。あなたの憑ひよう依い霊視には、強力すぎるがゆえに使用制限がかけられているはず。公式な申請もなく使うとなると、これは明確な規律違反です」


    『監査部長に規律違反を説くとは。釈しや迦かに説法だな、お嬢様』


    　ナギサは楓の指摘を軽くいなすと、その指先を俺の頬ほおにうずめてきた。


    「……っ!?」


    　ざわっ、と。魂を直接なぶられるような怖おぞ気けが全身に走る。


    「なにを……っ」


    『憑依霊視の無断使用でペナルティーを受けるのは、対象が無実無害だったときだけだ。あたしを止めたいなら、さっさと十じゆう二に師し天てんレベルにまで出世しとくべきだったな、お嬢様』


    　ず、ずず。自分の意識になにかが入り込み、だんだんとわけがわからなくなってくる。


    『最年少十二師天確実の逸材と謳うたわれたお前が停滞してんのは、仕事や修行と並行してこいつの世話を焼いてるせいだろ。葛乃葉の跡取り娘様がそうまでしてこいつに構う理由。叩たたけば確実に埃ほこりが出るはず』


    「そっちがその気なら……っ！」


    　楓の周囲に大量の青い炎が出現した。だが、その炎がナギサを襲うことはなかった。


    「楓様。こらえてください」


    　狐の面をつけた女性が楓の前に立ちふさがったのだ。


    「この状況も想定はしていたはず。楓様の実力ではまだ彼女を止めることはできませんし、ここは他の旧家の目もある。なんの利もなく、葛乃葉が立場を危うくするだけです」


    「でも！」


    「ここは神父殿の封印を信じるほかありません」


    「でも……っ」


    　あの楓が泣きそうな表情を浮かべているのは、幻想だろうか。


    　意識も視界もぼやけ、法廷に響く音も遠のいていく。


    『さて、鬼が出るか蛇が出るか』


    　意識の中にはっきりと響いてくるのはナギサの声だけで、それ以外は、もうなにも──


    



    　──いや！


    



    　バチィ!!


    　頭の中にもう一つの声が響いた瞬間だった。


    『なっ!?』


    　それまで完全にぼやけきっていた意識が唐突に現実へと引き戻される。


    　目の前には異質極まる化け物とでも遭遇したような表情のナギサが浮いており、それまで静せい謐ひつさを保っていた法廷は落ち着きのないざわめきに包まれていた。


    「ナギサ殿の憑ひよう依い霊視が弾かれた!?」「なにが起きた!?」「霊視の結果は!?」


    　わけがわからず呆あつ気けにとられていると、


    『この気配……天人降ろし……っ!?』


    　あま……なんだ？


    　ぐしゃぐしゃと自分の髪をかきむしるナギサの声は喧けん噪そうの中に紛まぎれてしまう。


    『いやしかし、これは……なんだ、わけがわからん……っ。おい葛くず乃の葉は！』


    　ナギサが俺から離れ、この場の誰よりも混乱しきった様子の楓かえでのほうへ飛んだ。


    『あの古ふる屋や晴はる久ひさってガキ、本当にただの霊災遺児か？』


    「……は？」


    　質問の意味がわからないというような楓の声。


    　その表情は安あん堵どと混乱、予想外の事態に遭遇した思考停止が混じったなんともいえないもので──。


    　誰も彼もが状況を理解できず、法廷の空気が混こん沌とんとしはじめたそのときだった。


    　ドゴ───ン！


    　法廷を大きく揺るがす衝撃が上のほうから轟とどろき、


    　──緊急事態発生！　緊急事態発生！


    　スピーカーから慌てた様子の声が鳴り響く。


    　──協会本部を出入り禁止となっているはずの宗そう谷や美み咲さきが敷地内に侵入！　職員は速やかに身を隠してください！　退たい魔ま師しの方々は結界の展開をお願いします！


    　……あいつも俺に負けず劣らず理不尽な扱い受けてんな。


    　あまりの情報過多に疲れ切った頭では、そんなことを考えるのが精々だった。
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    「うわっ!?　壁をぶち抜いて回り込んできた!?　なんだあのポニーテール!?」「おい逃げるな！　さっさと次の結界を張れ！」「無理ですって！　顔視みられたら終わりじゃないですか！」「仮にも宗そう谷や家のご令嬢なんですから手荒な術式は使えませんし！」「家庭があるやつは下がれ！」


    　大扉の向こうからそんな騒ぎが聞こえてきて、しかもその音は少しずつこちらへと近づいてきていた。


    『……なんだぁ？』


    　言いつつ、ナギサは楓かえでに詰め寄るのをやめ、すっ……と床に沈んでいく。


    「いけません楓様。こちらへ」


    　狐きつねの面をした女性が楓を促し、御み簾すの向こうへと退避した。


    　多た々た羅ら刃ばは無言で大扉に物理結界を張ると、法廷の物陰に隠れてしまう。


    　俺と桜さくら以外、全員の宗谷対策が完了してから数秒後。


    「その裁判ちょっと待ったああああああああっ！」


    　ドガッシャアアアアアアン！


    　宗谷の声とともに大扉の物理結界が吹っ飛び、砂さ塵じんの中から複数の人影が現れる。


    　先頭に立っているのは、多々羅刃の物理結界ごと大扉を粉砕した南な雲ぐも。その脇には何故かぐるぐる巻きの烏からす丸まが抱かかえられて目を回していた。


    「……なるほど。元霊級格６スケールシツクス相手では分が悪い」


    　物理結界を破られた多々羅刃が悔しげに呻うめき、床の底からナギサが言った。


    『で？　なんのつもりだ宗谷のとこのアホ娘が』


    「監査部の人たちに見せたいものがありまして！」


    　アホ呼ばわりされたのも意に介さず、法廷の真面目な雰囲気とは真逆の明るい声を張り上げる。南雲の能力に配慮したのか、晒さらしかなにかでおっぱいを小さくした宗谷が一歩踏み出し、


    「幼女を捕まえてきました！」


    　……球体状の結界に閉じ込められた幼女を得意気に掲げた。


    「旧家の跡取りが未成年者略りやく取しゆ誘ゆう拐かい……だと!?」「おい宗谷の！　どうなってるんだお前らのとこの本家筋は毎度毎度！」「いやぁ、お嬢は昔からあの調子なんで諦あきらめるしか」


    　御簾の向こうの旧家出身監査部の方々がめっちゃどよめいてる。


    　そりゃまあ、退たい魔ま師し業界の顔とも言える旧家の跡取り娘が霊力使って幼女捕まえてくればどよめきもするだろう。


    　けどこの場合、宗谷がグッジョブすぎる。


    「ちょっとあんた!?　幹部会に幼女もって殴り込みとかなに考えて……って、ん？」


    　動きを封じられている俺以外で唯一宗谷の前に出られる桜がいち早く異変に気づいた。


    「なにこの子……人間じゃ、ない？」


    　宗そう谷やが掲げていたのは赤いワンピースの幼女。


    　その無機質な表情を間近で見た桜さくらが眉をひそめる。


    「うん。人間じゃない。だから淫いん魔ま眼がんに性情報が浮かび上がらなくて、すぐ見つけられたよ。古ふる屋や君が捕まっちゃったときは焦あせったけどね！」


    　宗谷が得意気に胸を張り、法廷に向かって主張する。


    「この子は人をロリコン化させる怪かい異い……の末端かなんかです！　よって古屋君はロリコンじゃないので、この裁判は中止してください！」


    「なっ、バカな！　そんなもの怪異に偽装した宗谷の式神かなにかだろう！」


    　真っ先に声をあげたのは物陰に潜ひそんだ多た々た羅ら刃ばだ。なにがなんでも俺を幽閉したいご様子。


    「でも、うちの班員も被害に遭ってますし」


    　言って、宗谷がぷにぷにと烏からす丸まの頬ほおをつつく。


    「……む？　おおっ、幼女だ！　幼女がいるぞ！　縛らせてくれ！　ハム幼女というタイトルで写真を……あれ？　縛られているのは私ではないか!?」


    　烏丸は目を覚ますやいなや一人で勝手に盛り上がる。


    　なにがハム幼女だよ。あいつやべぇよ。


    「その女は普段から素行に難ありと報告がある！　証拠にはならん！」


    　一刀両断の多々羅刃。


    　班員三人のうち二人が監査部に目を付けられてるってどういうことだよ。そして最後の一人は協会本部出入り禁止である。これもう俺の疑いが晴れても業界に居場所なくね？


    「うーん、信じてもらえないとなると、誰かで実践するしか……あっ」


    　小首を捻ひねった宗谷が床に転がる監査官二人を発見して目を輝かせた。


    　ちょっ、宗谷？　その人たちはもう勘弁してあげて？


    「ほいっ」


    　しかし声をあげられない俺の祈りは届かなかった。


    　宗谷は球状結界の一部を解除すると、監査官二人の手をとって赤いワンピースの幼女に触れさせた。問答無用。事前確認などあるわけない。次の瞬間。


    「うっ、ぐっ!?　な、んだこれは!?　やめろ！　静まれ俺の身体からだ……っ」


    「俺には妻子がいるのに……こんな、バカな!?」


    　監査官二人が赤いワンピースの幼女をガン見し、下半身を押さえはじめた。


    　しかも宗谷はあらかじめこの事態を想定していたのか、印刷してきた二次ロリ画像を監査官二人の前にバラまく。鬼ですわ。


    「「……っ！」」


    　監査官二人は上司や同僚が見ているにもかかわらず、砂漠に放り出された人間が水を求めるかのごとく二次ロリ画像をかき集め、頬ほおずりまでしはじめる始末。


    　その有あり様さまを見て、俺は「人をロリコン化する怪かい異いの存在が証明されたぜやった！」と思うよりも先に、強烈な違和感を抱いていた。


    　なんかこの人たち、ロリコン化が激しすぎない？　と。


    「な、なんだこれは……古ふる屋や晴はる久ひさどころじゃないぞ、この変へん貌ぼうぶりは……どうなってる」


    　多た々た羅ら刃ばが唖あ然ぜんとした声をもらす。


    　それは俺とまったく同じ疑問だった。


    　烏からす丸まの変貌は、彼女が元々ド変態だからとスルーしていた。だが監査官の二人ともが烏丸と同様かそれ以上の変貌ぶりを見せているとなると……異常なのはむしろ俺のほうだ。


    　なんで俺は、この程度で済んでるんだ？


    「……いささか強引に過ぎますが、どうやら人をロリコン化する怪異の存在は証明されたようですね。ロリコンメーカーとでも名付けておきましょうか」


    　御み簾すの向こうに避難していた楓かえでの声が法廷に響いた。


    　先ほどまでの動揺は時間をおくことで緩和されたのか、いつもの冷静な調子だ。


    「また、理屈はわかりませんが、古屋晴久は元十じゆう二に師し天てんの憑ひよう依いを退け、ロリコンメーカーの霊れい障しようをなんらかのかたちで緩和していると推察されます。最早彼を幽閉する理由はなく、残ったのは利用価値だけと考えますが、どう思われますか、ナギサさん」


    『……ちっ、好きにしな。今回は見逃してやる』


    「なっ、部長!?　そんな簡単に……先の霊視でいったいなにが──」


    『ただし、一つだけ条件がある』


    　この期に及んでまだ不服そうな多々羅刃の抗議を遮さえぎり、ナギサが床の中から楓に告げた。


    『ロリコンスレイヤーの件が片付いてからでいい。あたしのとこに顔出しな、葛くず乃の葉は』


    「……応じましょう。こちらからも、あなたには聞きたいことがあります」


    　それはきっと、この腕の呪のろいに関するなにかだ。


    　俺の知らないところで、この両手に関するなにか重大なことが判明した。


    　だがいまはそれを確認するすべはなく、


    「やったあああ！　古屋君の無罪確定！　勝訴！　協力ありがとう睦むつ美みちゃん！」


    「お前らに協力すんのは当然だろ」


    　自分のことのように喜ぶ宗そう谷やや南な雲ぐもに感謝するのが先のようだった。


    



    『それとそこのアホ』


    「ふぇ？」


    　裁判が終わった直後。舞い上がる宗谷に、ナギサが地下から呼びかけた。


    『てめえ、協会本部の修繕費は宗谷家に請求しとくからな、覚悟しとけよ』


    「え、やだ、怒られる……」


    　……さすがにそれは俺も一緒に怒られに行ってやろう。


    　凹へこんだ様子の宗そう谷やを見てそう思っていたとき。


    　俺の視界の端で、俯うつむいたままの桜さくらが法廷を足早に出て行くのが見えた。


    「桜……？」


    　咄とつ嗟さに追いかけたが、無機質な地下の廊下に桜の姿は見当たらず。


    　気のせいだろうか。


    　涙の跡のような水滴が転々と、廊下にかすかな染みを作っていた。
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    　この両手は、一体なんなんだろうか。


    　断頭台裁判から一夜明け、俺の頭の中にはたくさんの疑問が渦巻いていた。


    　霊級格６スケールシツクスどころか霊級格７スケールセブンさえも一撃で除霊する力。


    　俺を助けるようなタイミングで聞こえてくる女の子の声。


    　そして、監査部の有力者たちの異常とも言える厳しい態度。


    　あれは絶ぜつ頂ちよう除じよ霊れいという猥わい褻せつ能力の持ち主がロリコン化したから、なんて域を遥はるかに超えた警戒態勢だった。


    　さらに、その警戒態勢が急に保留となったのは……宗そう谷やがロリコンメーカーを捕まえてきたからだけではないように感じた。


    『……それに関しては私もまだ状況が整理できていないから、軽率なことは言えないわ』


    　裁判の直後。念のためにと施ほどこされた定期検診の最中に疑問をぶつけてみるも、楓かえでの口から出てきたのはそんな曖あい昧まいな返答だった。


    『いまはとにかく、ロリコンスレイヤーを除霊してあなたの有用性を協会に示すの。……そのあとなら、あなたに話せることもあるかもしれないわ』


    　そう語った楓はロリコンスレイヤーの被害拡大を防ぐべく、ロリコンメーカーの宿主を探しにいってしまった。宗谷が捕まえた人外幼女から伸びた霊力の糸を探り、本体を特定するのだ。


    　ああいった遠隔操作型の怪かい異いは末端が複数体いることも多いので、人外幼女を一体捕まえただけでは安心できないのだ。


    （まあ、ロリコンスレイヤーを倒すってのは元々俺たちの班の目的だったわけだし、ひとまずそっちに集中するけどさ）


    　そうは思いつつ、気になって繰り返し思い起こされるのはナギサと楓のやり取りだ。


    （前からそうだったけど、楓のやつ、なーんか俺に隠してんだよな。この腕の封印について）


    　半ば無理矢理行われてきた定期検診。


    　声については絶対に知られないようにしろという忠告。


    　なんとなく当たり前になっていたからスルーしていたが、監査部が俺に向ける並々ならぬ警戒を体験したあとだと……楓かえでの態度はどうも不可解に感じる。


    　そういえば宗そう谷やの淫いん魔ま眼がんに関してもそうだったが、呪のろわれた本人に呪いの詳細が伏せられてるってのがそもそも不自然だ。医者が患者に病気の説明をしないようなもんだぞ？


    （つってもなぁ。楓は確かに怖いし容よう赦しやもねーけど、俺を利用するとかそういうやつでもないわけで、話せないってならそれなりの理由があるんだろうが……あいつの真意がわからん）


    　もやもやと考えても仕方ないことを考え続け、思考がループしはじめたときだった。


    「おい古ふる屋や！　集中切れてっぞ！」


    「ぐえっ!?」


    　脳天に竹刀が振り下ろされた。


    「はい死んだ。お前いま、ロリコンスレイヤーに頭かち割られて死んだぞ」


    　頭を押さえてうずくまる俺を呆あきれたように見下ろしてきたのは道着姿の南な雲ぐもだ。


    「ったく。退魔術がからっきしってのは聞いてたけど、体術のほうもこれとか。よくあたしを除霊できたよな」


    「いやお前、ぶっ続けで二時間も訓練してたら集中力も体力も限界だっての」


    　俺が南雲とそんなやり取りを交わしているのは、協会本部近くにある屋内訓練場だった。


    　武器を持った怪かい異いであるロリコンスレイヤーとの対決を前に、剣道のスペシャリストである南雲を仮想敵として訓練を積んでいるのである。


    　実際にロリコンスレイヤーが出現した際にはプロの退たい魔ま師しによる捕ほ縛ばく術や南雲の怪力によって敵の動きを止める予定だが、ロリコンスレイヤーはなにをおいてもロリコンを──すなわち俺を狙ねらってくるわけで。こうして相手の武器を躱かわす訓練というのは必須なのだった。


    　だが、


    「はあ？　二時間なんて準備運動だろ」


    　ロリコンスレイヤーよりも前に体育会系全開の体力お化けに殺されそうだった。


    「部活の練習ならいざ知らず、お前の命がかかった訓練だからな。手は抜かねーぞ」


    「お前な、そう言って本番で筋肉痛とか肉離れとかになったら元も子もねーだろ」


    「そりゃまあそうだけど。ったく、化け物と戦う商売してるならもっと体力つけとけよな」


    　南雲が思いっきり溜ため息いきを吐つく。


    　まあそれに関しては反論できねーなと思っていると、


    「……お前さ、そんなに休憩したいわけ？」


    　ぽそりと南雲が呟つぶやいた。


    「それだったらほら、アレだよ。あたしもアレされたら休憩せざるをえなくなるなー。不本意だけどなー」


    　などと嘯うそぶきながら、南雲がさりげなく俺のブレスレットを外そうと──


    「ってバカ！　なにしようとしてんだお前！」


    　せっかく監査部の断頭台裁判から逃れたばっかだってのに！


    　なに別の意味でご休憩しようとしてんだ！


    「事故！　これは訓練中の事故だから大丈夫だって！」


    「明らかに故意だろうが！」


    　つーか南な雲ぐものやつ忘れてないか？


    　この場は別に俺と南雲の二人っきりってわけじゃない。


    　ちゃんとお目付役がいるってことを。


    「おい桜さくら！　ぼーっとしてないでこいつ止めるの手伝ってくれよ！」


    「……え？」


    　訓練場の隅で下を向いていた桜は、俺の声を聞いてぼんやりと顔をあげる。


    　引き続き俺の監視役として働いているのだ。


    　ちなみに現在、宗そう谷やは淫いん魔ま眼がんの能力を買われ、協会が緊急編制したチームとともにロリコン化させられただろう人を特定・保護する任務についている。烏からす丸まは二人の監査官と同様、ロリコンが治療できなかったために軽く幽閉されていた。どうやらロリコンメーカー本体をどうにかしないことにはロリコン化も解除できないらしい。呪のろい系の怪かい異いあるあるだ。


    「……あ!?　ちょっとあんたらなにやってうぶっ!?」


    「桜!?」


    　俺と南雲の取っ組み合いにようやく気づいてこちらに駆け寄ってきた桜が盛大にすっ転んだ。南雲が力加減を間違えて壊してしまった竹刀の残ざん骸がいにつまずいたらしいが……。


    「やっぱりお前、昨日から変だって。どうしたんだよ」


    　かなり高いレベルで体術を修めているはずの桜が受け身もとれずに転ぶなんて絶対におかしい。昨日からずっと上の空だし、定期検診してくれた楓かえでといがみ合うこともなかった。


    「巨乳が揺れて力が出ない……」などと軟体生物のようにぐったりと地面に崩れ落ちた南雲を放置して桜に駆け寄る。助け起こそうと手を伸ばすが、


    「一人で立てるし！」


    　桜は俺の手を振り払い、顔を真っ赤にして立ちあがる。


    　その表情はいまにも泣き出してしまいそうなほど歪ゆがんでいて。


    　心配になった俺はもう一度「大丈夫かよ」と口を開こうとしたのだが、


    「……あんたら、休憩もせずにぶっ続けで練習とかバカじゃないの？」


    　桜は唐突にそんなことを言うと、くるりと俺に背を向けた。


    　泣きそうな顔を見られまいとするかのように。


    「私が飲み物買ってきてあげるから、少し休みなさいよ。休憩だって修行のうちなんだから」


    　言って、足早に訓練場を出て行ってしまう。


    　その言葉自体は正論だったが……。


    「監視役が監視対象から逃げてどうすんだよ……」


    　ひとまず南な雲ぐもはその場に捨て置き、俺は桜さくらを追いかけた。


    　煙たがられているのはわかってる。嫌われているのも知っている。


    　けど、あんな様子の妹を放っておけるわけがなかった。
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    　桜はすぐに見つかった。


    　訓練場から出てしばらく廊下を歩いたところにある自動販売機のすぐ隣。柱の陰に隠れるように設置されたベンチに腰かけていた。


    　その傍らにはスポーツドリンクが二本、言い訳みたいにおかれている。


    　項うな垂だれている桜の表情は髪の毛に隠れて、窺うかがい知ることはできなかった。


    「ええと」


    　とりあえず追いかけてはきたものの、どう声をかけてよいのかわからない。


    　恰かつ好こう悪く視線を泳がせていると、ふと自動販売機に懐かしいものを見つけた。


    「……あー、お前、これ好きだったよな」


    　それは缶入りの温かいココアだった。


    　一緒に暮らしていたころ、寒い季節に外出するとよく桜にねだられた。


    　たまたまポケットに残っていた小銭でココアを購入し、


    「とりあえず、これでも飲んで落ち着けって」


    　さすがにこれを弾かれたりしたら泣くなぁ、と覚悟しながら桜にココアを向ける。


    　しかし俺の予想に反して、桜はココアを弾いたりはしなかった。


    「やめてよ……」


    　代わりに聞こえてきたのは、桜の小さな震ふるえ声。


    「そんな風に、私に優しくしないで！　甘やかすのはやめて！」


    　怒いかりや苛いら立だち、ではなく。


    　それは桜の切実な訴えだった。


    「……」


    　だからそれ以上どうすることもできず、季節的には少し温かすぎるココアを握ったまま、なんとなく桜の隣に腰を下ろす。長い沈黙が続く。


    「……私、あんたの監視役なのに、なにもできなかった」


    　やがて、ぽつりと、桜が口を開いた。


    　漏れ聞こえてきたのは、とても悔しげな声。


    「女め狐ぎつねはしっかり下準備して、多た々た羅ら刃ばさんたちと真正面からやりあってた。宗そう谷や美み咲さきはロリコンメーカーを見つけてきてあんたがおかしいんじゃないって証明した。けど私は、あんたがおかしな扱いを受けてても、子供みたいにギャンギャン喚わめいて、駄々をこねてただけで」


    「いやそれは……」


    　意外な桜さくらの告白に、俺はどう応えたものかと逡しゆん巡じゆんする。


    　監査官が部屋に踏み込んできたとき、桜は俺を全力で庇かばってくれた。


    　けれど桜は俺のことが嫌いなはずで、絶ぜつ頂ちよう除じよ霊れいなんてクソ能力持ちのド変態だと毛嫌いしてるはずで。だから桜がなにをそんなに気に病んでいるのかがわからない。


    「気にすることないだろ。俺はこうして無罪放免になったし。あの二人がおかしいだけなんだから」


    　楓かえではまあ生まれつき規格外な氷の女だし、宗そう谷やは淫いん魔ま眼がん持ちのアホである。ロリコンメーカーの存在を信じて捕獲してきてくれたのは感謝だが、協会本部に突撃してくるのはなぁ。


    「気にするに決まってんでしょ!!」


    　俺の何気ない慰めが火をつけたのか。


    　顔を上げた桜の瞳に宿っていたのは、いつも以上の怒いかりと苛いら立だちだった。


    「だって……私が小さい頃からもっとしっかりしてたらきっと、あんたも、お養父とうさんも、私の知らない間に大変なことになったりしなかった！」


    「……っ」


    　いきなり飛びだしてきたのは、俺たちの育ての親の話。


    　当たり前のように人を救い、仕事で得たお金のほとんどを俺たち霊災遺児のために使っていた。大変な仕事のあとでも疲れた様子を一切見せずに俺たちと遊んでくれて──その末に過労で倒れ、パンツお化けとなった俺たちの親。


    「私がもっとしっかりしてたら、お養父さんは倒れるまで無理しなかったかもしれない。少しくらい愚痴ったり頼ったりしてくれて、死んだあと、ああはならなかったかもしれない」


    「いやそれは、俺たちも同罪で……」


    　あと養父さんがパンツお化けになったのは百％本人の責任というか運命だったと思うし。


    「お養父さんだけじゃない！」


    　俺の言葉に聞く耳もたない様子で、桜が悔しげに歯を軋きしませる。


    「私、知ってるんだよ。お養父さんがあんなことになっちゃったとき、あんたが葛くず乃の葉はの人たちとなにかしてたって」


    「え……」


    　それは、俺が霊級格７スケールセブンの悪あく霊りようと化した養父さんを除霊したときのことだ。


    「いまならなんとなくわかる。きっとあんたは、その頭のおかしい力を使って、女め狐ぎつねたちと一緒にお養父さんを止めたんだよね」


    「……」


    　俺はなにも言えない。あの除霊は協会にも秘密で、俺と葛くず乃の葉はが独どく断だん専せん行こうした作戦だったから。けど桜さくらは確信を持ったまま続ける。


    「けどあのときは、なんにもわからなかった。私はなんにもわからず呆ぼう然ぜんとしてただけで……いつの間にかお養父とうさんの騒動は収まってた。あんたは憔しよう悴すいしきった状態で戻ってきて、なにがあったのか訊きいても、誤ご魔ま化かすばっかで。そのあとは、あの女め狐ぎつねとばかりこそこそしてた。私にはなんにも教えてくれなかった。お養父さんの除霊のことも、それよりずっと前からつけてたブレスレットのことも……私が、弱くて守られるだけのお荷物だったから」


    「いやそれは……普通に恥ずかしくて」


    　だって誰が言えるんだよ。「俺にはひと突きで人を絶頂させる力があります。その力で育ての親を絶ぜつ頂ちよう除じよ霊れいしました」なんて。普通の人間のメンタルじゃ無理無理。


    「でもきっと、私があの女狐くらい退魔術が使えてたら……あんたに甘えるんじゃなくて、甘えられるくらい頼りになる存在だったら……蚊か帳やの外にはならなかった。大切な人が知らない間に大変なことになってて、なんにもできないなんてことにはならなかった」


    「桜……」


    　それは違うと言いたかったが、でも実際にそうしてきたのは俺で。


    「その心配するような目をやめて！　私を妹扱いしないで！」


    　言葉を続けられないでいると、桜が跳ねるようにベンチから立ちあがった。


    　叩たたき付けるように、全ぜん身しん全ぜん霊れいで叫ぶ。


    「そうやって私のことを子供扱いして、大事なことはなんにも教えてくれなくて、頼ってもくれないあんたなんて嫌い！　大っ嫌い!!」


    　そうして肩で息をしながら服の裾すそを握りしめ、


    「……そんで、あんたにそうさせてた弱くて泣き虫の自分は、もっと嫌い……っ」


    　消え入るように漏らすのだ。


    「だからいまだって、あんたに甘えたりなんかしない……っ」


    「……そうか」


    　俺はそこでようやく、桜の本心を悟った。


    　そりゃ怒るよな。


    　桜はずっと、自分の無力を気に病んでいたのだ。


    　だから二年前、あのおっかない監査部部長のもとへ一人で修行しに行った。


    　実際になんでも一人でできるようになって、監査官として立派に働いていて、それを必死に主張していた。それなのに俺がいつまでもこいつを半人前みたいに扱ってたら、そりゃ怒るよな。俺だって同じ立場なら怒る。舐なめんなと反発する。


    　桜のキツイ態度も当然のことだった。


    　うんまあ、それとは別に絶頂除霊に関する嫌悪は本物っぽかったけどな！


    　まあとにかく、だから多分、ここでするべきは安直な慰めなんかじゃない。


    「あのさ、桜さくら」


    「……なに」


    　下へ手たなことを言ったら承知しないという様子で桜が睨にらんでくる。


    「あー、なんつーか、俺にその、身体からだの動かし方を教えてくれよ」


    「え？」


    「ほら、南な雲ぐもは仮想敵としては優秀だけど、あくまで剣道のスペシャリストだからな。生身での戦いはあんま詳しくないみたいなんだよ」


    　あと思っくそ体育会系だし。


    「素人から二年でそこまで動けるようになったお前にも指導してほしい」


    　これはこれで桜に対する甘やかしかもしれないが。


    　俺は本心から桜にそう告げる。


    「……っ」


    　俺の言葉を聞いた桜は目元をごしごしとこすり、


    「ふ、ふんっ。しょうがないわね」


    　再会したときみたいに強気な表情で、俺の手からココアを奪い取った。


    「あんたがそう言うなら、頼まれてあげるんだから。感謝しなさいよね！」


    　それは多分に空から元げん気きを含んでいたが、それでも多少は調子を取り戻してくれたみたいだった。


    



    「だから、武器に対しては基本的に半身で挑むの。あと脇は締めて身体を小さく。相手から見える自分の体面積を減らす感じね」


    　訓練場へと戻る道すがら、桜は早速身体の動かし方を口頭でレクチャーしてくれた。


    「あと、武器の利点は威力よりもリーチにあったりするから、怖がらず懐ふところに飛び込むのも結構大事。あとで実際に見せてあげる」


    　当然ながらこれがまた本格的かつ実践的で、本当に修行を頑張ってきたんだと実感できる。


    「はー、知らねえことばっかだよ」


    　俺が本心から感心して言うと、桜はぷいと顔を明後日あさつてのほうへ向けて、


    「ふ、ふんっ。大体あんたがおかしいんだから。あんたの最低能力は体術と相性が良いのに、まったく訓練してないなんて」


    「それはまあ、返す言葉もねぇな」


    　こんな能力を使いまくることになるなんて思ってなかったから、身体も全然作ってないし。


    「……けど」


    　訓練場へと続く扉を押し開きながら、桜がぽそりと言う。


    「あんたがどうしてもっていうなら、今回だけじゃなくて、ずっと私が面倒見てやっても──」


    　そのときだった。


    



    「古ふる屋や君。その子から離れて」


    



    「……え？」


    　その場にいるはずのない人物の声がした。


    　ロリコンメーカーを追っていたはずの楓かえでが、二人のチームメイトやプロの退たい魔ま師し数人を連れ、訓練場で待ち構えていたのだ。


    　南な雲ぐももその背後に控え、戸惑いの表情を浮かべている。


    　そして楓は呆あつ気けにとられる俺と桜さくらを──いや、桜を見据え、


    「その子はロリコンメーカーよ」


    　護ご符ふを、構えた。


    



    　　　　　　８


    



    　怪かい異いは自分が怪異であるという自覚がない。


    　自分がイカれていることを周囲に悟らせない。


    　怪異の核は魂の奥深くに潜ひそみ、深い霊視をかけなければ判別できない。


    　そんなことはわかっている。


    　乳避け女事件のとき、嫌と言うほど思い知らされたから。


    　だがそれでも信じられない。桜が、怪異？


    「灯台もと暗しとはよく言ったものね。けど間違いないわ。宗そう谷やの娘が捕まえてきたロリコンメーカーから伸びる霊力の糸は、あなたに繋つながっている」


    「うそ……」


    　桜が愕がく然ぜんと呟つぶやくが……集まった退魔師たちのまとう空気が嘘うそでもなんでもないと伝えている。


    「でも、だって、怪異墜おちの対策はしっかりしてた！　メンタルコントロールだって……ちゃんと修行の通りに……セルフチェックだって……」


    「それでも、あなたがロリコンメーカーの宿主であることは間違いないわ」


    　じりじりと、楓が護符を手にこちらに迫る。


    「大人しくしなさい。万が一怪異墜ちしてしまったとき、一人前の退魔師ならせめて、できるだけ抵抗せずに被害の拡大を抑えるのが努めよ」


    「……っ」


    　楓からの厳しい、しかし桜を一人前だと暗に認める言葉に、桜が黙って頷うなずいた。


    「それでいいわ。……ただ、悪いけれどすぐに除霊というわけにはいかないの」


    　楓が桜の足あし下もとに護符を投とう擲てきする。


    　発動した術式は桜さくらの動きを拘こう束そくするためのものだ。


    「ロリコンスレイヤーをおびき寄せるには古ふる屋や君がロリコン化したままでないと困るから。まずはあなたを深く霊視して、怪かい異いの進行度をチェックしてから封印を──」


    　楓かえでが今後の措置を説明しながら拘束術を発動しようとしたそのとき。


    　バチィ!!


    「「っ!?」」


    　なんの前触れもなく。


    　楓の投とう擲てきした護ご符ふが発動しかけた術式ごと弾け飛んだ。


    　それは一瞬、桜が術式を無効化したようにも見えたが──


    「──っ!?　うああああっ!?」


    「桜!?」


    　桜の口から悲鳴が轟とどろいた。


    「な、に……これぇ……っ!?」


    　桜が頭を押さえ、もがき苦しむように表情を歪ゆがめている。


    　やがてその瞳から光が消え失うせ、かつて経験した霊級格６スケールシツクスの怪異とはまったく異質の瘴しよう気きが溢あふれ出した。


    「『あーあ、もうバレちゃった』」


    　表情の消失した桜の口から聞こえてきたのは、桜のものとはまったく違う謎の声。


    　甘ったるく、どこかふざけているような。場違いなほどに可愛かわいらしい、少女の声だ。


    　なんだこいつ……!?


    「『ならもういいや。全力全開で♥』」


    　謎の声が、桜の口を借りて投げやりに宣言したかと思うと。


    「うあああああああっ!?」


    　──ずず。


    　意識を取り戻したのか。


    　悲鳴をあげる桜の身体からだから数人の幼女が産み落とされ、俺の視線が釘付けになる。だが続いて起こった光景は半ロリコン化した俺の視線を幼女から引きはがすほどのものだった。


    　──ずわっ。


    　桜の全身から、黒いなにかが吹き出したのだ。


    　それは徐々に金属のような光沢を帯びていき、桜の全身を覆おおっていく。


    　その姿はまるで──


    



    「ロリコンスレイヤー!?」


    



    　なんだこれは。


    　なにが起きてんだ。


    「いつまでぼーっとしてるの、古ふる屋や君！」


    　誰もが呆あつ気けにとられる中、即座に動いたのは楓かえでだった。


    　もふもふの獣尾で俺を背後へ放り出した楓は大量の狐きつね火びを桜さくらのもとへ走らせ、二人のチームメイトや退たい魔ま師しにも結界を張るよう指示を飛ばす。


    　だが。


    「……っ！」


    　楓の狐火が、桜を拘こう束そくしようとする高等術式の数々が。


    　まるでなにかの障壁に阻はばまれるかのように弾き返され、漆黒の鎧よろいに飲まれようとしている桜に届かない。昨日はロリコンスレイヤーを一方的に撃退した楓の退魔術が通じない。


    「さっきのふざけた声といい、この異常な力といい……まさかっ」


    　楓の表情が驚きよう愕がくと焦しよう燥そうに歪ゆがむ。


    「ううっ、ぐううっ、こ、んなの……私の……力で……」


    　と、黒い鎧に呑のみ込まれようとしていた桜がくぐもった声を漏らした。


    　苦痛に表情を歪ませながら……抵抗しているのだ。怪かい異いの浸食に。全力で。


    「……っ」


    　ほとんど反射的にブレスレットを外していた。


    　桜の周囲に障壁があるというのなら、監査官の結界を絶頂させた俺の手で。


    　しかし。


    「うううっ、ううううっ！　な、んで……こんな……っ！　全然……っ」


    　桜の抵抗はほとんど意味をなしていなかった。


    「い……や……っ」


    　両手と視界が人外化するまでの間に、桜の身体からだはどんどん黒い鎧に呑み込まれていく。


    　俺は両手の封印が解けるのも待たずに駆け出していた。


    「桜っ!!」


    　黒い鎧に覆おおい尽くされようとしている桜の瞳が、まっすぐ俺に向けられていて──


    



    ●


    



    　一瞬だけ意識が飛んで気がついたとき、文ふみ鳥どり桜は未知の感覚に全身を包まれていた。


    　魂の奥底から否応なく沸き上がってくる真っ黒ななにかに、身体も心も呑み込まれていくようだった。


    　濁流のような負のエネルギーに翻ほん弄ろうされながら、わずかに残った意識の中で、桜は本能的に怪かい異いの浸食を食い止めようとしていた。だが、


    （なにこれ……普通の怪異じゃない……っ!?）


    　それは教わった怪異の感覚とは随分と違っていた。


    　怪異とは、宿主本人の歪ゆがんだ負の感情から発生する霊現象だ。だからどんなに異常で破滅的な怪異でも、怪異に呑のまれた本人には陶酔感にも似た高揚があるという。


    　それはしばしば、怒いかりや復ふく讐しゆう心に身を委ゆだねたり感傷に浸るような感覚だと説明される。


    　だが、いま桜さくらを襲っていたのはただただ圧倒的に不愉快な黒い感情の奔ほん流りゆう。


    　陶酔とはほど遠い、夜の海に放り出されたような感覚。


    　明らかに普通の怪異ではない。しかしそれでも、


    （私の力で、どうにかしてみせる……っ）


    　怪異を完全に抑え込むことはできないだろう。しかし少しでも怪異化を遅らせて、楓かえでたちの負担を減らすことはできる。


    　そう考え、どんどん薄れていく意識の中で必死に術式を組み立て発動させる。だが、


    「うううっ、ううううっ！　な、んで……こんな……っ！　全然……っ」


    　抵抗はまったくの無意味だった。


    　身体からだが、心が、黒い奔流に呑まれてどんどん自分のものではなくなっていく。


    　そのときはじめて、桜の心を圧倒的な恐怖が襲った。


    　まったく知らないうちに発達し、抵抗術式も通用しない怪異。


    　どんどん狭まっていく視界の中では、あの葛くず乃の葉は楓でさえ対応に苦慮し、手が出せないでいる。


    　このままこの怪異に呑み込まれたら、自分は、どうなってしまうのか。


    　人に、戻れるのか。


    　手にはいつの間にか長い剣が握られている。


    　人をロリコン化するなんて甘い怪異ではない。


    　これは、人を殺あやめる怪異だ。


    「い……や……っ」


    「桜っ!!」


    　桜の視界に入り込んできたのは、必死の表情でこちらに駆け寄ってくる一人の少年。


    　絶対に頼らないと決めた。絶対に甘えないと決めた。そうして力を高めてきた。


    　守られるだけのお荷物は嫌だったから。大切な人の力になりたかったから。


    　しかし、底の見えない深い闇に取り込まれる恐怖にさらされ、意識が朦もう朧ろうとしていく中で、桜の口からはほとんど勝手に言葉が漏れてしまっていた。


    「いやだ……助けて──」


    



    ●


    



    「──助けてお兄ちゃん！」


    「……っ」


    　桜さくらが叫び、俺が手を伸ばした瞬間。


    　桜の顔は西洋甲かつ冑ちゆうの兜かぶとに覆おおわれて見えなくなり──三メートルを超えようかというその巨体は、周囲で無機質な表情を浮かべていた幼女たちとともに一瞬でかき消えてしまった。

  


  [image: ]


  
    「──どうなってんだよクソ！」


    　唐突過ぎる出来事の連続に悪態をつくことしかできないでいた、その直後。


    『大変だよ古ふる屋や君！』


    　ロリコン化した人間の捜索と保護をしているはずの宗そう谷やから着信が入った。


    『春はるヶが原はらにいきなりロリコンメーカーが大量発生しはじめて……ロリコンスレイヤーまで出てきてなんかヤバイの！』


    「……っ！」


    　宗谷からの連絡を受けた俺は、ほとんど弾かれるように動きはじめていた。


    　頭も身体からだも、そして心も、焼け落ちてしまいそうに熱いのは。


    　──助けてお兄ちゃん！


    　恐怖に怯おびえる妹の声が、表情が、焼き付いて離れないから。

  


  
    



    第五章　テクノブレイカー


    



    



    　　　　　　１


    



    「南な雲ぐも！　春はるヶが原はらだ！」


    「あ!?」


    「春ヶ原まで俺を背負って行けたりするか!?」


    「……なるほど、任せとけ！　二人くらいまでなら車や電車よりよっぽど早く行けるぞ！」


    　俺の意図を素早く理解してくれた南雲がパッドで膨ふくらんだ胸をどんと叩たたく。


    「それじゃあ、俺と楓かえでをいますぐ春ヶ原に──」


    「いえ、春ヶ原にはまずあなただけ行きなさい」


    　冷え切った声できっぱりと言い切った楓が俺の脇を通り過ぎ、先ほどまで桜さくらがいた空間に膝ひざをついた。


    「私はここでやらなくてはならないことがあるわ」


    　ざっ、と脇に控えた二人のチームメイトから筆らしきものを受け取り、消えかけた瘴しよう気きを取り囲むように魔方陣を描きはじめる。


    「俺だけ先にって……戦力は多い方がいいに決まってんだろ!?」


    「あなたも感じたでしょう、私たちの攻撃を完全に弾いたあの瘴しよう気きを」


    　楓かえでの頬ほおに一筋、汗が伝う。


    　声も表情もいつも以上に冷たい。しかし身に纏まとう雰囲気はいつになく逼ひつ迫ぱくしていた。


    「霊級格５スケールフアイブや霊級格６スケールシツクスどころじゃない。あれは、魔族の気配よ」


    「なっ……!?」


    　いきなり飛び出た霊的上位存在の名前に面食らっていると、楓は自分や周囲に言い聞かせるように早口で続ける。手元はそれ以上に素早く、魔方陣を描きながら。


    「それも恐らく、国際的な懸賞金がかかっているレベルの大物だわ。葛くず乃の葉はともあろう者があの気配を見逃すわけにはいかない。大元の魔族を追尾できるよう、この瘴気を保存しておく義務がある。──金狐！　銀狐！」


    「「はっ」」


    　魔方陣作成のサポートをしていたチームメイト二人に、楓が鋭く指示を飛ばす。


    「いますぐ十じゆう二に師し天てんの緊急出動要請を。スピード重視よ。一秒でも早く来られるなら誰でもいい。戦力としては少し心こころ許もとないけれど、ナギサさんはまだ協会にいるはず。少なくとも彼女は引っ張り出してきて」


    「「承知いたしました」」


    　二人のチームメイトがそれぞれ散っていったのを見届けて、楓が俺を振り返る。


    「だから早く、あなただけでもあの小娘のところに行きなさい！　行ってあげて！」


    「……っ。わかった」


    　柄にもなく声を荒らげる楓の声に背中を引っぱたかれるようにして、俺は南な雲ぐもの手を取った。


    「頼む南雲！」


    「おう！　しっかり捕まってろよな！」


    　人外化した視界の中で光る南雲の快かい楽らく媚び孔こうをうっかり突いてしまわないよう注意して。


    　汗の染みこんだ道着姿のままでいた南雲のしなやかな背中に、俺は身体からだを預けた。


    



    「ええと、春はるヶが原はらは確かこっちの方角だったな……っと！」


    「うおおおおおおおっ!?」


    　それはジェットコースターなんて生ぬるいもんじゃなかった。


    　急激な加速。


    　内臓がひっくり返るような浮遊感。


    　びゅんびゅん流れていく景色。


    　南雲がそのほとんどを受け止めてくれているとはいえ、それでもなお身体を突き抜ける着地時の衝撃。


    　家屋や河川、幹線道路といった障害物を人外の身体能力で横切っていく南な雲ぐもの移動に、俺は数分でグロッキーになっていた。


    「にしても、よくわかんねーよな」


    　移動中、スマホで方角を確認しながら南雲が呟つぶやいた。


    「文ふみ鳥どり桜さくらはロリコンメーカーじゃなかったのかよ。一人にふたつの怪かい異いなんてありえんのか？」


    　退たい魔ま師しの世界、すなわち霊能関連の世界に来てからまだの日の浅い南雲からすれば、それは当然の疑問だった。


    「……俺も勉強不足だからざっくりとしか言えねえけど、ロリコンスレイヤーは多分、通り魔型じゃなくてマーキング型の怪異だったんだと思う」


    「マーキング型？」


    「ああ。ほら、怪談でよくあるだろ。その姿を見たら何日後に死ぬとか、連れ去られるとか。時間差で害を加えてくるようなやつ」


    「あー、いるな、そういう陰険なお化け」


    　古くは死を予言すると言われる首なし騎士デュラハン。最近だと、どこぞの田舎で発生したという八尺様なんてのが例に挙がる。ショタコンをこじらせた怪異だ。


    「ロリコンメーカーはロリコンを襲ってたんじゃなくて、ロリコン化という印をつけた相手を襲ってたんだ。まどろっこしい手順を踏むぶん、霊級格の割りに強力な怪異になってる」


    　正体がバレたからか、さっきは桜本人がロリコンスレイヤーと化していたが……恐らくそれまではロリコンスレイヤーもロリコンメーカーと同様、宿主である桜から離れて人を襲っていたのだろう。極めて珍しい、遠隔操作型の怪異として。


    　その厄やつ介かいな性質のせいで協会が叩たたかれるわ対応が遅れるわ……まるでそうなるようデザインされたような怪異だ。


    　それに加えて。


    　普通なら南雲のときみたいに怪異に呑のまれた本人もイカれた言動をするものだが、桜にそういった様子は見られなかった。楓かえでの言っていた魔族の存在といい、普通の怪異じゃない。


    　それを察していたからこそ、楓は俺を急せかしたのだろう。


    　状況を冷静に考えれば考えるほど、桜の身に起きた異変が心配でいてもたってもいられなくなる。


    「春はるヶが原はらまであとどのくらいだ？」


    　背負われているだけという状況にも焦じれてしまい、南雲に尋ねる。


    　すると南雲は勝ち気な笑みを浮かべ、


    「あと数秒ってとこだな」


    　視線で前方を指し示す。


    「見えてきたぞ、春ヶ原駅だ」


    



    　　　　　　２


    



    「うおっ、なんだこりゃ……」


    　春はるヶが原はら駅のホーム。その屋根にあたる部分に着地した南な雲ぐもがドン引きの声を漏らした。


    　春ヶ原駅のホームは二階部分にあり、そこからは様々な商業施設に挟まれたメインストリートを一望することができる。


    　休日には歩行者天国となり、平日でもいまのような夕刻には人通りの多くなる春ヶ原は、とんでもない大混乱に陥っていた。


    「おにーさーん♥　おねーさーん♥　あそぼーよー♥」


    「たかいたかいしてー♥」


    　赤や青、黄色といったワンピースに身を包んだ幼女の大軍がまったく同じ顔にまったく同じ笑顔を浮かべてぺたぺたと歩き回り。


    「かわいいなぁ♥　小さい女の子は可愛かわいいなぁ♥」


    「お菓子をあげようね」


    「そーれ肩車だーっ」


    　大量発生したロリコンメーカーが手当たり次第に接触したのか。


    　老若男女を問わない一般人たちが量産型幼女、ロリコンメーカーたちと幸せそうな表情で戯たわむれている。メインストリートにはたくさんのイカれた笑顔が花開いていた。


    「みなさん！　ここは危険ですから早く退避を──くそっ！　あのロリコンどもめ！　身の安全よりも幼女を優先して話を聞きやがらねえ！」


    「これ以上ロリコンが増えたら対処しきれん！　まずはロリコンメーカーを除霊して──」


    「あの子たちを攻撃ですか!?　しかしそれは──」


    「心を鬼にしろ！　あれは本物の幼女ではなく怪かい異いだ！　それに、ロリコンメーカーを排除しなければ、ロリコンスレイヤーまで除霊の手が届かん！」


    　ロリコンメーカーとの接触を避けるためだろう。


    　メインストリートから外れたあたりにプロの退たい魔ま師しらしき一団が結界を展開しながら何組か固まっており、対応に苦慮しているのが見て取れた。


    　彼らの視線の先にいるのは──


    



    『ロリコン……滅ぶべし……っ』


    



    「いた！　桜さくらだ！」


    　駅からメインストリートを真っ直ぐ百メートルほど進んだあたり。


    　もう一本のメインストリートと交差するスクランブル交差点の中央に、黒光りする巨大な人影が見えた。ロリコンスレイヤーと化した桜さくらだ。


    　その巨体は駅のホームからでもはっきりわかるほどに目立っている。宿主である桜を取り込んでいるからか、俺を襲ったときよりも身体からだが巨大化していた。二回りはでかい。


    　ロリコンスレイヤーの周囲も酷ひどい有あり様さまになっている。


    　メインストリートと同様、たくさんの幼女とロリコン化した一般人たちが戯たわむれており、ロリコンの楽園で開かれるお祭り騒ぎ、みたいな有様になっているのだ。


    　そしてそのロリコン化した人々に向けて──


    『ロリコン……死すべし……っ』


    　ロリコンスレイヤーの携たずさえるロングソードが横よこ薙なぎに一いつ閃せん。


    「……っ」


    　幼女に夢中でまったく逃げる素振りすら見せない一般人たちが薙ぎ払われるかと思ったとき。


    　がごんっ！


    　ロリコンスレイヤーの剣が壁にぶつかったようにして弾かれる。


    　よく見ればロリコンスレイヤーを中心に半円状の結界が展開しており、ロリコンスレイヤーの凶撃はすんでのところで防がれていた。


    　優秀な退たい魔ま師しがどこか遠距離から堅固な結界を張っているのだ。しかし、


    　ドゴン！　ガガゴン！　ドゴゴゴン！


    　ロリコンスレイヤーの連撃が結界に容易たやすくひびを入れる。そのたびに結界は補修されるが……あれじゃ術士の霊力がいつまでもつか。


    「南な雲ぐも！　あそこまで一気に行けるか!?」


    「建物伝いに接近して、一番近いビルの屋上からミサイル降下ってのが最短だな」


    「それで頼む！」


    「へっ、訓練のときからそのくらいの根性見せとけっての！」


    　言いつつ、南雲が両足にぐっと力を込めたときだった。


    「うお……っ!?」


    　ぐら。


    　南雲の身体から力が抜け、ホームの屋根から俺ごと落下していく──ってこれ俺も南雲も死ぬやつでは!?


    「うぐっ、巨乳がたくさん揺れて力が出ない……」


    　落下中、走馬燈のごとく時間の遅くなった視界で。ロリコン化した群衆の中に、何人かの巨乳が見て取れた。幼女と戯れる際にぶるんぶるん果実が揺れている。


    （こいつの能力、怪力じゃなくて巨乳探知だろ！）


    　くそっ！　こうなったらせめて、人外化した両手を下にして少しでもダメージを減らすしか……と空中で身をよじっていると、


    『『『『キャッチです！』』』』


    「「うおっ!?」」


    　がっ！　急に空中で妙な力が加わり、俺と南な雲ぐもの落下が止まる。


    　俺たちを助けたのは二頭身にデフォルメされた四人の女の子。


    　四神を模した宗そう谷やの式神たちだった。


    　しかし霊級格１スケールワンである宗谷の式神ではパワーが足りないようで、そのまま滑空するように俺と南雲をアーケードの上部へと運んでいく。


    「古ふる屋や君！　来てくれたんだ！」


    　アーケードの上部。


    　看板の裏側に着地した直後。


    　何人かの退たい魔ま師したちとともに制服姿の宗谷が駆け寄ってきた。トレードマークのリボンと一緒に大きな胸もばるんばるん揺れて、南雲の身体からだからさらに力が抜けていく。


    「うぅ、どうやらあたしが協力できるのはここまでみたいだ……」


    　南雲が無念そうに呟つぶやく。


    　まあロリコン化した群衆の中にいる巨乳にさらし巻いたりできないしな……。


    　ここで南雲が離脱するのはかなりの痛手だが、ものの数分で春はるヶが原はらまで連れてきてくれただけで十分だ。


    「あわわ。せっかく古屋君と来てくれたのに、睦むつ美みちゃんがこれじゃあんまり意味が……」


    「宗谷」


    「え？」


    　南雲の介抱をはじめていた宗谷に、現状を正しく把握するために問いかける。


    「お前がここにいるってことは、ロリコン化した人を捜して保護するための特別チームが春ヶ原にいるってことだよな？」


    　ロリコン化した人たちに退避を呼びかけていたのも、ロリコンスレイヤーの周囲に結界を張っていたのも、そしていま宗谷と一緒にいるのも、恐らく特別チームの退魔師たちだ。


    「うん、そうなんだけど、ロリコンメーカーの大量発生で完全に分断されちゃってて……」


    　宗谷が看板の陰からメインストリートを見下ろし、途方に暮れたような表情でロリコン化した群衆へと目をやる。


    「しかも特別チームの指揮をとってた人たちが運悪くロリコンメーカーの発生地点にいたせいで、指揮系統まで崩壊しちゃってるんだよね。あ、ちなみにあそこでロリコンメーカーに頬ほおずりしてるのが元隊長だよ」


    「うわぁ……」


    　宗谷の指さしたほうを見て思わずそんな声が漏れる。


    　群衆のど真ん中、しかもかなり遠目ではあるが、明らかに一般人ではない服装をした目立つおっさんが幼女と戯たわむれていた。


    　四十代の渋いおっさんが幼女に頬ほおずりして鼻の下伸ばしてるのはヤバイ。あそこだけ切り取られて報道されたら協会解体待ったなしである。


    　とはいえ、いまはそんなことどうでもいい。


    「宗そう谷や、頼みがある」


    　俺はロリコンメーカーや二頭身式神をガン見してしまいつつ、


    「実家のコネ使おうが、淫いん魔ま眼がんで弱み握ろうがなんでもいい。この場にいる退たい魔ま師し全員に命令してくれ」


    　宗谷の後ろにいた退魔師たちが「びくっ」と肩を跳ねさせる。


    「全員で協力して、俺を桜さくらのところへ送ってほしい」


    「桜って……もしかしてロリコンスレイヤーのこと!?」


    　宗谷の驚きよう愕がくを肯定して、俺は続ける。


    「結界を張りながらロリコンメーカーを除霊してけば、ロリコン化することなくロリコンの海を進んでいけるはずだ」


    　宗谷なら乗ってくれるはず。


    　そう期待しての提案だったが、宗谷は表情を曇らせながら断言した。


    「……それはわたしたちも考えたんだけど、多分無理だと思う」


    「なんでだ。さっきあっちで見た退魔師チームは同じことやろうとしてたぞ？」


    　だからそれに便乗して戦力を一箇所に集められれば……という作戦だったんだが。


    「え!?　それどこのチーム!?」


    　宗谷は慌てたように目を見開き、俺の肩をガクガクと揺さぶってきた。


    「と、遠目だったからよくわかんねーよ」


    「まずいよ！　また吸収されちゃう！」


    　叫んだ宗谷がスマホを取りだし、片っ端から連絡を取りはじめたときだ。


    「うわああああああっ！！！」


    　ロリコン化した群衆のほうから悲鳴が上がった。


    　まさかさっきの退魔師たちがやられたのか!?　と思い大通りのほうへ顔を向けると、


    「よ、幼女が……幼女が……」


    　悲鳴をあげていたのはロリコン化した一般男性だった。その腕の中には退魔術によって機能停止させられたロリコンメーカーがおり、その姿はぼろぼろと崩れていく。


    　周囲の一般人たちも突然の凶事を前に言葉を失い、やがてその表情が怒いかりに染まる。


    　矛ほこ先さきは、結界の中で臨りん戦せん態たい勢せいを取っていた退魔師たちだ。


    「よくも幼女を……許せねぇ」


    「ＹＥＳロリータＮＯ暴力……」


    　ドドドドドドドドッ！


    　大量のロリコンが結界に押し寄せ、内部で術式を練っていた退たい魔ま師したちが悲鳴をあげる。


    「分隊長！　これは一体……どうすれば!?」


    「怯ひるむな！　相手は一般人だが、憑ひよう依いされたものとみなして退魔術の行使を許可する！」


    「ですがこれは……数が多すぎます！」


    　ドーム状の結界がロリコンたちの突撃を食らってみしみしと嫌な音を立てる。それでもなんとかロリコンの津波に耐えていたのだが、


    　ヒュッ。


    「……は？」


    　それは一瞬の出来事だった。


    　どこからか飛んできた護ご符ふが結界に触れた途端、あまりにもあっけなく結界は崩れ、


    「「「「ぎゃああああああああっ!?」」」」


    　プロの退魔師十数名が、怒いかれるロリコンの群衆に呑のみ込まれた。


    　……やがてロリコンの波が引いたあとに現れたのは、


    「幼女しゅごい……かわいい……」


    「よしよし、一緒に美味しいものでも食べに行こうね♥」


    　ロリコンメーカーとお手々繋つないでだらしない笑顔を浮かべる退魔師の方々！


    「ふっ。退魔師の身でありながら幼女に手をあげるとは言語道断」


    　ドヤ顔で意味不明なことを口走るのは、先ほどロリコンメーカーに頬ほおずりしていた元隊長。


    「まさかあいつが結界を破ったのか!?」


    　いや、あの元隊長だけじゃない。


    　何人かの退魔師らしきロリコンたちが同じように護符を構え、ロリコンメーカーを愛でながら周囲を警戒している。


    「ね？　わかったでしょ？　ロリコンを刺激しちゃいけないの……」


    　沈痛な面持ちで宗そう谷やが顔を覆おおう。


    「中途半端な戦力を投入しても相手に吸収されるだけなんだよ。一気にロリコンスレイヤーのところまでいける能力者を捜すか、確実にロリコンを殲せん滅めつできるだけの応援を待つか……」


    「……」


    　これだけの大事件だ。


    　乳避け女のときと同様、協会も周辺から退魔師を集めてはいるだろう。


    　だが、今回は乳避け女のときのように時間があるわけじゃない。


    　ロリコンスレイヤーの攻撃を防ぐ結界はそう長く保たないだろう。


    　応援が到着するのを待っていたら、犠牲者の数は百や二百ではきかなくなる。


    　そんなことになったらきっと、桜さくらは立ち直れない。


    「……わかった。じゃあ宗そう谷やたちは応援が来るまで待機しててくれ」


    「わたしたちは、って……古ふる屋や君!?　どこ行くつもり!?」


    「俺は、桜さくらのところに行く」


    　宗谷が止めるのも聞かず、俺はアーケードから飛び降りていた。


    「あー♥　おにーさーん♥」


    「いっしょにあそぼー♥」


    　するとこちらにロリコンメーカーがぺたぺたと駆け寄ってきた。


    　俺をロリコン化させようと、その小さな手で俺の腕に触れてくる。


    　だが、


    「悪いな。もうロリコンなんだよ、俺は」


    　視線こそ釘付けになってしまったが、俺は躊躇ためらうことなく幼女を振りはらい、そのまま真っ直ぐ走り続けていた。


    　やっぱりそうだ。


    　原理は不明だが、俺は他のやつらよりロリコン化の呪のろいの効き目が悪い。何回触られても、視線が引きつけられる程度のロリコン化で済む。


    　つまりロリコン化の呪いに怯おびえることなく、生身で突き進むことができるのだ。


    　俺一人なら。


    　そして、手段を選ばなければ。


    「あっ!?　なにあいつ!?　幼女を突き飛ばしたわよ!?」


    「取り押さえろ！　幼女を愛でることは守ることと同じ！」


    　ロリコン化した一般人たちが俺に気づき、ロリコンメーカーを守るべく襲いかかってきた。


    「……」


    　他に穏当で確実な手段があるのなら、それに越したことはなかった。


    　だがそうでないのなら……手段は選んじゃいられない。


    　一刻も早く、桜を助けなきゃいけない。


    　絶対俺に甘えたりなんかしないと悔し涙まで流していたやつが。


    　助けてと言ったのだ。はっきりと。


    「……邪魔だ」


    　両手の中指と薬指を立てる。


    　人外化した視界の中で光り輝く快かい楽らく媚び孔こうを見据える。


    　相手は怪かい異いに操られているだけの一般人？


    　クソみたいな呪いに魅み入いられた身であるからこそ、能力の使い方と素行が重要？


    　絶ぜつ頂ちよう除じよ霊れいを濫らん用ようすれば監査部や楓かえでに殺される？


    　そんなことはなぁ、どうでもいいんだよ！！！


    「邪魔だあああああああ！　どけやロリコンどもがあああああ！」


    「「「んほおおおおおおおおおおおおおおおっ♥♥!?!?!?!?」」」


    　迫り来るロリコンどもを突き倒し、俺はロリコンの海をかき分けていった。
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    　突く。突く突く。突いて突いて突きまくる。


    「んおおおおおおおおおおっ♥!?!?!?」


    　スーツ姿の男が天を仰ぎ見るように膝ひざをつき、腰をガクガクと揺さぶって崩れ落ちる。次。


    「おほおおおおおおっ♥♥!?!?!?!?」


    　メイドの恰かつ好こうをした巨乳お姉さんが白い喉のどを晒さらすようにのけぞり、謎の液体をまき散らしながら痙けい攣れんを繰り返す。次。


    「いひいいいいいいっ♥♥♥!?!?」


    　眼鏡をかけた女子高生がガニ股になって地面に倒れ、びしゃびしゃになった下着を丸だしにしながらかくかくと腰を振っている。次だ。


    「絶頂したくないやつは下がってろやあああっ！」


    　もはやそれは作業だった。


    　迫り来るロリコンどもの身体からだに浮かぶ快かい楽らく媚び孔こうを突き、一撃のもとに絶頂させていく。


    　半ロリコン化しているせいか、年頃の女の子が絶頂していようが惑わされることなく次の相手を絶頂させることに集中できた。


    　俺が進んできた道には既に数十人、下へ手たしたら百人を軽く超える人たちが謎の液体をまき散らしながら倒れている。死し屍し累るい々るいならぬ痴ち々ち累るい々るいである。


    　屋外だというのに男女の体液やフェロモンの入り交じった匂においが立ちこめ、頭がくらくらしてきた。


    「ちっ」


    　手にも顔にも返り血ならぬ返り潮がかかって鬱うつ陶とうしい。


    　だがそんなことを気にしている余裕はなく、行く手を阻はばむロリコンどもを老若男女の区別なく、等しく問答無用に絶頂させていく。


    「な、なんだこいつ!?」


    「変態だ！　変態のバケモンだ！」


    　ロリコンメーカーによってロリコン化させられた人々は完全に洗脳されているわけではないらしく、俺の能力を見て全力でドン引いている。


    　そのせいで俺を取り押さえようという動きにも大きな乱れが生じていた。


    　そりゃそうだ。向こうから見れば俺が適当に身体をひと突きするだけで他人を絶頂させているように見えるんだから。


    　できればそんなやつに近づきたくなんかないだろう。俺だって逃げるわ。


    　その隙を突いてさらに多数を絶頂させる。快かい楽らく媚び孔こうが背中側にあるようなやつには抱きつくようにして肩越しに背中を見て、ハグをするように快楽媚孔を突いてやる。


    「怯ひるむな！　早く取り押さえろほおおおおおおおおおおおっ♥!?!?」


    「こんな変態を可愛かわいい幼女に近づけるわけにはいかない！　私は絶対負けたりなんかあへえええええええっ♥♥♥!?!?!」


    「ダメだ！　せめて幼女だけでも安全なところに逃がせ！」


    「このド変態を幼女に近づけるな！」


    　ロリコンたちが俺に襲いかかってきつつ、率先してロリコンメーカーを遠ざける。


    「逆にありがたいよ」


    　幼女に目がいって快楽媚孔を突きづらかったからな。


    　これでお前らの排除に集中できる。


    　ヒュン──ばしん！


    「っ！」


    　と、俺の前方にいたロリコンの一人に拘こう束そく術が発動した。


    　続けて何枚もの護ご符ふが明らかに俺めがけて投とう擲てきされるが、前方のロリコンたちにぶつかって誤爆に終わる。


    「ちっ。人混みが邪魔だ！」


    　進行方向の少し先にいたのは、最初にロリコン化してしまったという特別チームの隊長たちだった。先ほどロリコンメーカーを除霊した退たい魔ま師したちの結界を破壊したように俺のことも妨害しようとしたらしいが、俺が単騎で人混みに紛まぎれているせいで狙ねらいが定まらないらしい。


    　どうやらロリコンたち全体で高レベルの統率がとれているわけではないようだ。


    （……ちょうど進行方向にいるし、あいつらも早めに排除しておいたほうがいいな）


    　放置しておいたら遠距離からいつ不意打ちを食らうかわからない。


    「「「んぎいいいいいいいいいっ♥♥♥♥!?!?!?」」」


    　冷徹に。淡々と。目標を達成するために必要なことだから。


    　目の前にいた複数人の男女を一度に絶頂させ道を切り開き、身をかがめて人混みに紛れ込む。


    　俺の存在に気づいて妨害してくるロリコンも適宜絶頂させ、元隊長たちへと肉薄する。


    「おい！　近づいてくるぞ！」


    「拘束術を……いやここはいったん結界だ！」


    　元隊長たちの周囲に物理結界が構築され、周囲の人々が押しのけられる。


    （そんな結界、一撃で絶頂させてやる……っ）


    　不定期にしか発現しない無機物絶頂が可能かどうか、確証はなかった。


    　だがさっきから妙に両手が熱いのだ。


    　南な雲ぐもとの訓練の疲れもあって、身体からだのほうはぶっちゃけかなりしんどい。


    　けれど人外化した両手だけは力強く脈打っていて、エネルギーが充じゆう填てんされたかのようにいつの間にか熱を纏まとっている。


    　無機物絶頂が使えるに違いない。いまなら何度でも。そんな予感だけがあった。


    　元隊長たちのところへ走りながら、結界を凝視する。


    （……視みえた！）


    　即座に結界の快かい楽らく媚び孔こうを突く。結界越しに護ご符ふを投とう擲てきしてこようとする元隊長たちから逃れるため、ロリコンの海に再び紛まぎれこむ。


    　──ビクンッ


    「「「ん？」」」


    　結界が揺れ、元隊長たちが首を傾かしげた次の瞬間。


    　ビビビクンッ！


    　強固だったはずの結界が大きく震動し、がばがばのゆるゆるになる。


    　そこに先ほど押しのけられた群衆が寄りかかったことで、物理結界が弾け飛んだ。つい先日、俺の部屋を吹き飛ばしたように。


    「「「なあああああああっ!?」」」


    　結界の元々の強度や規模の違いか、それほど大きな爆発ではない。


    　けれど周囲を混乱に陥れるには十分で──


    「ひっ!?」


    　その場に倒れ込んでいたロリコン退たい魔ま師したちの快楽媚孔めがけ、指先を突き立てた。


    「「「んほおおおおおおおおおおおっ♥♥!?!?!?」」」


    　次だ。


    　物理結界の爆発による混乱で進みやすくなったロリコンの海を、俺は再び走りはじめた。
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    「「「んあああああああああっ♥♥!?!?!?」」」


    　女子大生の一団が宙にお尻しりを突き出すようなかたちで崩れ落ち、大量の潮をまき散らして倒れた。


    　潮が噴出された方角に目をやれば、そこは急に空間が開けていて……


    「はぁ……はぁ……やっとだ」


    　突いて突いて突きまくって、ようやくたどり着いた。


    　たかだか百メートルか二百メートルそこらの道を突っ切るのに何分かかったことか。


    　人混みの中心にあって闘技場のように開けたその場所では。


    『ロリコン……滅ぶべし……』


    　身の丈数メートルに及ぶ黒い甲かつ冑ちゆうの怪かい異いがロングソードを振るい、堅牢な結界にいとも容易たやすく大きなヒビを入れていた。


    　だがそのヒビはすぐに回復し、ロリコンスレイヤーの凶刃からロリコンたちを守っている──はずだった。


    「……あぶねぇ。ギリギリかよ」


    　結界のヒビが、回復しない。


    　術者の霊力がついに尽きたのだ。


    『ロリコン……死すべし……っ！』


    　──バギイイイイイッ！


    　ロリコンスレイヤーの追撃によって、結界が音を立てて崩壊する。


    　兜かぶとから一つ目のように覗のぞく赤い光が、ロリコンメーカーと戯たわむれるロリコンたちへと向いた。


    　もうロリコンスレイヤーの凶刃から彼らを守る壁は存在しない。


    　まともな増援も期待できないいま、誰も傷つけずに事態を収拾するには、もう。


    　俺がこの手でロリコンスレイヤーを除霊するしかない。


    「いま助ける……っ」


    　初めて遭遇したときよりも巨大化したロリコンスレイヤーめがけ、俺は全力で走った。


    　南な雲ぐもとの訓練で身体からだは疲れ切っていた。


    　ロリコンどもをなぎ倒し、ここまで突っ走ってきたことで、全身が悲鳴をあげていた。


    　知らず知らずのうちに身体はボロボロで、多分、一度でも座り込んだらもう立ち上がれない。


    　それでも。


    「ロリコンならここにいるぞおおおっ！」


    　一般人にロングソードを構えるロリコンスレイヤーに俺は叫んだ。


    『ロリコン……殺す……っ』


    　ロリコンスレイヤーがこちらを向き、俺の頭をかち割らんと大上段に剣を構える。


    　一撃食らったら終わりの攻撃に怯ひるみそうになるが──。


    『武器の利点は威力よりもリーチにあったりするから、怖がらず懐ふところに飛び込むのも結構大事』


    「うおおおおおおおっ!!」


    　躊躇ためらうことなく、むしろさらに加速して、ロリコンスレイヤーの懐に飛び込んだ。


    （桜さくら、お前が教えてくれた武器戦の心構えその一だ！）


    　ドゴシャアアアアアアアアッ！


    　俺のすぐ後ろでアスファルトが大爆発を起こす。


    　ロリコンスレイヤーのとんでもない一撃が地面を砕き、粉ふん塵じんを巻き上げたのだ。


    　その爆風に後押しされるかたちでロリコンスレイヤーの股を抜け、俺はその背後に躍り出た。


    　本体である桜を取り込んで巨大化しているせいか、攻撃力はかなり増している。けれどそのぶん動きは大ぶりで、少し鈍重になっているみたいだ。


    （あとは快かい楽らく媚び孔こうができるだけ突きやすい場所にあってくれれば……っ）


    　この体格差。頭なんかに快楽媚孔があったら正直かなり厳しいな……とロリコンスレイヤーの背面に視線を巡らせる。


    （確か前回遭遇したとき、身体からだの前面や側面に快楽媚孔はなかった）


    　快楽媚孔は一度突かない限り、その位置が変わることはない。


    　いま真正面から対たい峙じした際も快楽媚孔は視みえなかったし、背面のどこかにあるはずだ。


    「……あ？」


    　思わず目をこすった。


    　しかし何度確認してみてもロリコンスレイヤーの背面に快楽媚孔は発見できず──


    『ロリコン……許すまじ……』


    　こちらを振り返ったロリコンスレイヤーの前面に改めて視線を巡らせてみるも、快楽媚孔は発見できない。


    「どうなってんだ!?」


    　快楽媚孔が存在しない!?


    　それとも脇の下や足の裏みたいに視認しづらい場所にでもあるのか!?


    「……まさか」


    　嫌な予感がして咄とつ嗟さに目をこらす。


    　絶ぜつ頂ちよう除じよ霊れいは、対象の身体に浮かび上がった快楽媚孔を突くことで相手を絶頂させる能力だ。


    　快楽媚孔は服の上からでも見えるし、服の上から突いても絶頂させることができる。


    　だが。


    　仮に相手が、たとえば着ぐるみのように、指突の届かない分ぶ厚あつい衣装に身を包んでいたら。


    　仮に相手が、身の丈三、四メートルもある巨大な怪かい異いに取り込まれ、そのうえ鎧よろいまで装備しているとしたら。


    「……っ」


    　俺が目をこらすと、視界にうつる快楽媚孔の数が一気に増える。


    　生き物だけでなく、そこらへんにある車や街灯、ビルや地面にも快楽媚孔が見えるようになるからだ。


    　その異常な視界の中で。


    『ロリコン……滅ぶべし……』


    　ロリコンスレイヤーの甲かつ冑ちゆうが、快楽媚孔の光を無数に放っていた。


    　兜かぶと、胸甲板、肘ひじ当て、籠こ手て、腿もも当あて、ひざ当て、すね当て──そして恐らく背甲板や尻しり当てにいたるまで、ロリコンスレイヤーを覆おおう鎧のひとつひとつに快楽媚孔が光っていたのだ。


    　それはつまり。


    「あれを取っ払わねえと桜さくらに届かねえってことか!?」


    『ロリコン……滅ぶべし……』


    「っ!?」


    　困惑して足を止めていた俺の頭上に、ロングソードが振り上げられた。


    「くそっ！　とにかく試してみるしかねぇ！」


    　再びロリコンスレイヤーの懐ふところに飛び込み、攻撃を躱かわす。


    　そしてその傍らを通り抜ける直前、


    「おらああああっ！」


    　腕を伸ばしてギリギリ届く位置。ロリコンスレイヤーの腿もも当あてに光る快かい楽らく媚び孔こうを突いた。


    　しかし快楽媚孔を突くために加えたワンアクションが命取りだった。


    　ドゴシャアアアアアアアアアアッ！


    「うわっ!?」


    　先ほどよりずっと近い位置でアスファルトが爆散し、大量の粉ふん塵じんと爆風に身体からだを呑のみ込まれる。


    　バランスを崩して地面を転がり、限界を迎えていた身体はそれだけで深刻なダメージを受けた。


    「……ぐっ」


    　ビビビクン！　──バギィ！


    　起き上がろうと顔を上げた俺の耳が捉えたのは、人体の痙けい攣れんにも似た不自然な震動音。


    　ロリコンスレイヤーの腿当てが絶頂（？）してはじけ飛び、地面に落下する音だった。


    　そして腿当てを失ったロリコンスレイヤーの腿からは──桜のすねから下が露出していた。


    「予想通りかこんちくしょう……っ」


    　ロリコンスレイヤーをかたちづくる黒い霊的物質にくくりつけられたような桜の足に、快楽媚孔は見当たらない。


    　しかし他の鎧よろいを剥はがしていけば、どこかに快楽媚孔があるはずだ。


    　最悪、すべての鎧を引っぺがせばいつかは見つかるだろうが……。


    「……くそっ」


    　なんとか立ちあがった身体はボロボロだった。


    　いままでノンストップで突き進んできたおかげで分ぶん泌ぴつされていた脳内麻薬が、一度地面に倒れてしまったせいで切れてしまったような感覚。


    『ロリコン……死すべし……っ』


    　ロリコンスレイヤーがロングソードを大きく振りかぶり、今度は横よこ薙なぎに俺を仕留めようとしてくる。


    　すべての鎧を引っぺがしてやるどころか、この一撃を躱せるかどうかも怪しい。


    　ここまで来て、助けを求めた妹を前にして、


    「諦あきらめるわけには……いかねえってのに……っ」


    　一か八か。再びロリコンスレイヤーめがけ、力の入らない足を一歩前に進めたときだった。


    



    「ふはははははははっ!!」


    



    　遠くから、この場にいるはずのないアホの高笑いが轟とどろいた。


    「素晴らしい！　ハム幼女は本当に素晴らしいぞ！　えっちすぎる！　まったく、小学生は最高だな！」


    　声の主の良識を疑うような、二秒で警察がすっ飛んできそうな奇声。


    「……え？」


    　続いて空から下りてきたのは、四体の天女。


    　それぞれ青せい龍りゆう、玄げん武ぶ、朱す雀ざく、鳳ほう凰おうを模したような姿をした八頭身の美女たちが、ロリコンスレイヤーの視界を覆おおい隠すように現れたのだ。


    　そしてその天女の一人が俺を振り返り、


    『もう！　古ふる屋や君は一人で無茶しすぎ！　無茶苦茶しすぎだよ！』


    　宗そう谷やの声で、叫んだ。


    『わたしたちはチームなんだからね!?』
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    『ロリコン……殺すううううぅっ』


    　視界を塞ふさがれたロリコンスレイヤーのロングソードが的外れの空間を薙ないだ。


    　ズガン！　ドガン！　ドゴシャアアッ！


    　その後もロリコンスレイヤーは八頭身の式神たちに翻ほん弄ろうされ、ロングソードを闇雲に打ち下ろす。


    　そんな中、八頭身式神の一人はロリコンスレイヤーの攻撃が届かない位置まで俺を引きずり、


    『来るのが遅くなってごめんね！　ロリコンを引き寄せちゃわないよう、式神の見た目を大きくするのに手間取っちゃって！』


    　宗谷の声で話しつつ、手に持っていた治療用の護ご符ふを俺の全身にぺたぺたと貼り付けてきた。


    『プロの人に譲ってもらったやつだから、それなりに効果はあると思うよ！』


    　宗谷の言う通り、護符を張られたそばから身体からだが少し楽になる。


    　どうやら宗谷のほうも俺が勝手に動いたあと、サポートの準備を進めてくれていたらしい。


    　それはありがたい。とてもありがたいんだが……。


    「ふはははははっ！　可愛かわいいなぁ！　小学生は可愛いなぁ！　部屋のインテリアに欲しい！」


    　あのロリコン化したド変態がなんでここにいるんだよ！


    　なんか表現の自由を飛び越えて逮捕されるレベルのこと叫んでるし！


    　幽閉されてなかったっけ!?


    　声のするほうに目を向けてみれば、メインストリートに軒を連ねるビルの屋上に烏からす丸まが立っており、興奮した様子で喚わめいている。


    　遠目でよくわからないが印を結んでいるようなので、光こう縄じよう乱らん緊きん縛ばくあたりを発動しているに違いないのだが……。


    　いまの烏丸は幼女にしか興奮しないはずなのでロリコンメーカーを一体だけ縛っているということになる。それに一体なんの意味があるというのか。


    　疑問に思いながら護ご符ふでの応急処置を受けていたところ、周囲のロリコンたちがにわかにざわつきはじめる。


    「おい！　幼女が縛られてるぞ！　くっ!?　解けない……というか触れない!?」


    「ここは我々退たい魔ま師しの出番だ！　……は？　な、なんだこの強力な拘こう束そく術!?　化け物の仕し業わざか!?」


    「おいアレ見ろ！　あそこで意味不明なこと騒いでる変態が犯人だ！」


    「三次元の幼女で己の欲望を発散しようなどなんてうら──最低なやつだ！　とめるぞ！」


    　幼女を縛られて目の色を変えたロリコンたちが烏丸のいるビルに殺到しはじめた。


    『ふっふっふ。作戦通り！』


    　と、どこからか状況を俯ふ瞰かんしているらしい宗そう谷やが不敵に笑う。


    　なにがどう作戦道りなのかという俺の疑問に答えるように、音と光が弾けた。


    　バシィ！


    『ぐおおおっ!?』


    　どこからか複数の護符が飛んできて、ロリコンスレイヤーに直撃したのだ。


    　淡い青の光がロリコンスレイヤーを包み込み、わずかではあるがその動きが鈍くなる。


    「これ……誰がどこから飛ばしてんだ!?」


    　ロリコンスレイヤーの周りに結界を張っていた人たちはもう霊力が切れているはずだし、この周辺はロリコンメーカーとそれを守るロリコン達が密集していて近づけないはずだ。


    『ふっふっふ。それはね、葵あおいちゃんがロリコンたちを引きつけてくれたおかげで道ができたんだよ！　途中までだけど！』


    　わざわざ八頭身式神にドヤ顔をさせて宗谷が語る。


    　振り返れば、確かに烏丸めがけてロリコンたちがビルに殺到しているぶん、メインストリートの端の人混みが薄くなっている。


    　そこを伝って近づいてきたのだろう。烏丸のいるビルよりずっと近い建物の窓から複数の退魔師たちが身を乗り出し、俺たちを援護するように護符を投とう擲てきし続けていた。


    『へへー。監査部にいる宗谷家うちの人に無理言って、葵ちゃんを連れ出してきた甲斐があったよ！　春はるヶが原はらにいたら役に立てないからってお迎え役を引き受けてくれた睦むつ美みちゃんにも感謝！』


    　宗そう谷やは得意気に作戦の裏側を語る。


    　一方、恐らく事前説明なく囮おとりにされた烏からす丸まはといえば、


    「……え？　え？」


    　ビルに殺到する怒いかりのロリコン達を見下ろして目を丸くしていた。


    「なぜみんなハム幼女の素晴らしさがわからないのだ！　ロリコンはみな仲間ではないのか！」


    　バリケードでも作るのか、どこかに身を隠すのか。


    　大慌てで屋上の奥に引っ込んでいってしまう。


    『さっ。葵あおいちゃんが無事なうちにロリコンスレイヤーを除霊しよう！』


    「鬼か！」


    　いやまあ、どのみち長期決戦なんて体力的に難しいから別にいいんだが……それ以前に。


    「お前な、幽閉中の危険人物を連れ出してくるやつがあるかよ」


    『緊急事態だからしょうがない！』


    　コンマ一秒で断言された。


    「……ったく、いい退たい魔ま師しになるよお前は」


    　皮肉半分、本気半分で言ってやる。


    　真面目な良い子じゃ緊急事態に対処できねーっていうしな。


    『というか、古ふる屋や君にだけは言われたくないよ！』


    　と、応急処置を終えた宗谷が、式神の表情さえも赤面させながら言った。


    「いくら桜さくらちゃんが心配だったからって……一体何人絶頂させてここまで来たの!?」


    「……」


    　責めるような宗谷の視線から逃れるように振り返る。


    　ロリコンたちやロリコンメーカーが歩き回っているせいですべてを見通せるわけではないが、それでも駅からここまでの間に倒れている人の数はとても数え切れない。


    　何百人って数だ。


    「……緊急事態だったんだから仕方ねーだろ」


    『でしょ!?　でもって、ここまでやって除霊失敗しましたですむわけないし──』


    　宗谷の操る式神が前を向く。


    『なにがなんでも桜ちゃんを助けよう！』


    「……おう」


    　立ち上がり、目を凝らす。


    『ロリコン……ロリコン……死すべしっ』


    　拘こう束そく術で動きが鈍り、八頭身式神三体に翻ほん弄ろうされるロリコンスレイヤーの鎧よろいに快かい楽らく媚び孔こうが浮かび上がる。


    　わずかながら回復した身体からだに力を込めて、駆けた。


    「おりゃああああっ！」


    『ロリ……コンッ』


    　ロリコンスレイヤーがこちらに気づいてロングソードを闇雲に振りまわす。


    　ドゴシャアアアアアアアア！


    「……っ！」


    　アスファルトの破片と爆風に吹き飛ばされそうになりながら、今度はもう片方の腿もも当あてに指先を突き立てた。


    　ビビクン！　バキィ！


    　腿当てがはじけ、桜さくらの足がもう片方露あらわになる。だが、そこに快かい楽らく媚び孔こうはない。


    「ちっ、次だ！」


    『あれ？　一発突いたら終わりじゃないの!?』


    「桜が鎧よろいに守られてるせいで、本体の快楽媚孔が視みえねーんだよ！」


    『なにそれズルい！　それじゃ葵あおいちゃんの安全が無事で手遅れだよ!?』


    　どうやら俺よりもさらに短期決戦で済ませるつもりだったらしい。パニックのあまり宗そう谷やの日本語がおかしくなっていた。


    「いいからとにかく手伝え！　上のほうに手が届かねーんだ！」


    『うぅん……や、やってみる！』


    　ロリコンスレイヤーからわずかに距離を取り、なんとか攻撃を避よけて背後に回る。


    　そこからすぐ反転し、ロリコンスレイヤーの背中に走った。


    『よしこい！』


    　待ち構えていたのは宗谷の式神。


    　バレーボールのレシーブのような構えで手を組んでおり、そこに足をかけて俺は跳んだ。


    　同時に、非力ながら式神が思い切り腕を跳ね上げる。


    『やった！　上う手まくできた！』


    「ナイスだ宗谷！」


    　一人では絶対に無理な高さまで飛び上がった俺はロリコンスレイヤーの背中を駆け上がるようにして、浮かび上がっていた快楽媚孔を突いた。


    　ビビビクンッ！　バキィ！


    　背中側の装甲がはじけ飛び、制服を来た桜の背中から腰の辺りまでが露わになる。


    　だがそれでも、快楽媚孔は見当たらない。


    「くそっ！　けどこの調子でいけばそのうち──」


    『ぐ、おおおおおおおおおおおおっ！』


    「っ!?」


    　次の攻撃を仕掛けるためにいったんロリコンスレイヤーから離れていた俺は、嫌な予感がしてさらに距離を取った。


    　ロリコンスレイヤーが大きく吠ほえ、ロングソードを高々と振り上げたのだ。


    　背中が反り返るほどの溜ための直後──ロリコンスレイヤーの周辺で大爆発が起こった。


    「うわっ!?」


    　それはロリコンスレイヤーが自身の足あし下もとに放った規格外の剣撃。


    　地面に埋まっていた不発弾でも爆発したのかと錯覚するようなその衝撃は凄すさまじく、


    『『『ピギャッ!?』』』


    『うわっ!?　せっかく頑張って作り直したのに!?』


    　ロリコンスレイヤーにまとわりついていた宗そう谷やの式神三体がまとめて葬り去られた。


    「くっそ……デタラメなパワーしやがって……っ」


    　周囲には砂さ塵じんが立ちこめ、視界は最悪だ。


    　そんな中で、


    　──ガシャン。


    　甲かつ冑ちゆうを揺らす足音が聞こえた。


    「──っ！」


    　──ガシャン、ガシャン。


    　それは確実にこっちに近づいてきていて、けれどこちらからその姿は窺うかがい知れない。


    「なんで俺の位置がわかんだよ！」


    　ロリコンレーダーでもついてんのか!?


    　慌ててその場から離脱をはじめた俺の視界の端で、ぶおんっ。


    　砂塵が揺らいだ。


    「うっ!?」


    　人外化した両手で咄とつ嗟さにガードを固めるのとほぼ同時に、砂塵から巨大な刀身がぬっと現れた──そう脳が認識したとき、俺は既に砂塵の外側へと吹き飛ばされていた。


    「──ぐ、あああああああああああああっ!?」


    　遅れてやってきた衝撃が全身にまんべんなく広がっていく。


    　しかしそれだけでは終わらない。


    「「「うわっ!?　なんだああ!?」」」


    　ロリコンの群衆に突っ込んだ俺は何人もの人を巻き込みながら地面を転がり、完全にノックアウトされてしまっていた。


    「……く……そ……」


    　それは俺の身体からだから流れる血か。それとも下敷きにしてしまっている絶ぜつ頂ちよう除じよ霊れいの犠牲者たちの体液か。生温かい感触が背中に染みこみ、全身から力が抜けていく。


    『古ふる屋や君！　大丈夫!?　って、うわあ！　ロリコンスレイヤーが他の人を狙ねらいはじめてる！』


    　宗そう谷やの悲鳴が聞こえる。


    　ドドドドドドドッ！


    　宗谷の式神と俺がやられたことで戦略を切り替えたのだろう。『爆・破魔札』の攻撃音が大気を揺らす。けどそれはきっと、時間稼ぎにもならない。


    　確実に除霊できる力を持った俺が、桜さくらのところに行かなくては──。


    　だがどれだけ歯を噛かみしめようと地面に這はいつくばるように身体からだを起こすのがせいぜいで、とても立ち上がれない。


    　そのときだった。


    「……？」


    　びゅっ、びゅびゅっ。


    　すぐ近くに倒れている女子大生がまき散らした潮で、水たまりができていた。


    　その淫みだらな鏡面には俺の顔が映り込んでいて、額の中央が煌こう々こうと光を放っている。


    　それは快かい楽らく媚び孔こう。またの名を快楽点。突けばたちどころに絶頂する忌むべきツボだった。


    　俺自身の身体に快楽媚孔……？　と眉をひそめたとき。


    



    　──力が欲しいですか？


    



    「……は？」


    　いつもピンチのときに聞こえてくる、その頼りになる声は。


    　しかし今回ばかりは嫌な予感しかしなかった。


    



    　　　　　　６


    



    　──力が欲しければ、その快楽媚孔を突くのです。


    「いやちょっと」


    　思わず声に出してストップをかけていた。


    　だってお前、「その」快楽媚孔って俺の額に光ってるやつだろ？


    「……」


    　ちらりと目の前の女子大生に目をやる。


    「あ……♥　ひっ♥　おほっ……♥」


    　さっきまで元気に幼女と戯れ全力で俺に襲いかかってきたお姉さんは白目を向いてあちこちから体液を垂れ流し、肉付きの良い身体をひくひくと小刻みに震わせて倒れ伏している。


    　絶頂によって体力をすべて持って行かれ、立つこともままならない状態だ。


    　元気いっぱいなところから絶ぜつ頂ちよう除じよ霊れいひと突きでこれだ。


    　いまにも死にそうな俺が自分を突いたらそれこそテクノブレイクするのでは？　という至し極ごく当然の疑念が頭をよぎる。


    　というか、自分で自分の快かい楽らく媚び孔こうを突くってそれ、オナニーだよな？


    　凶悪な怪かい異いに追い詰められているときにオナニーするって、それもう頭がイカれてるとかそんなレベルじゃないだろ。一種の錯乱である。


    　──妹さんを助けたいのでしょう？


    　敵前での死にかけオナニーがどうやったら桜さくらを救うことに繋つながるというのか。


    　けれど頭の中で響くその声には「突けば桜を助けられる」という確信が滲にじんでいて……。


    　桜を助けるために手段は選んでいられないと、俺はここまでやって来た。


    　何百人も絶頂させて。


    　人外の両手を返り潮でべったりと汚して。


    　ならばいまさら敵前死にかけオナニーくらいで躊躇ためらうものか。


    　桜を助けられる可能性が少しでもあるのなら、たとえそれが悪魔の甘かん言げんだろうとも。


    「……ヤってヤろうじゃねーか」


    　──ふふふ。そうです、それでいい。


    　頭の中の声が、どこか高揚したように嬉しげな感情を滲ませる中、俺は。


    　──突いていいのは突かれる覚悟のある人だけなのですから。


    　甘言に乗せられるように最後の力を振り絞り、自らの快楽媚孔を突いた。


    　瞬間。


    



    「─────────────っ」


    



    　視界も意識も真っ白な光に呑のまれた。


    　壊れた機械のように、脳内では快楽の電気信号がバチバチと炸さく裂れつしていた。


    　その電気信号は脳内では収まらず全身の筋肉にも伝わり、自分の意思が介在する余地なく全身を容よう赦しやなく痙けい攣れんさせる。


    「う、ああああああっ♥！！！」


    　自分の口からはいままで聞いたことのないような情けない声が漏れ、下半身からはいままで体験したことのない量の恥ずかしい液体が漏れる。まき散らされる。止めどなく。


    　それは、全身の細胞ひとつひとつが射精しているような絶頂体験。


    　なにもわからなくなるほどの真っ白な光の中で、


    　──ああああああぁぁううぅっ♥！　おいしいいぃっ♥♥!!


    　それは俺の恥ずかしい声か、それとも別の誰かの嬌きよう声せいか。


    　──この味、量、質……ごくん。やっぱりあなたを選んで正解でしたよ、フルヤさん……♥


    　甘く愛でるような怪しい囁ささやきは光の中に溶け込んでいき──やがて俺の意識は現実へと引き戻されていった。


    　──ただ……急いでくださいね。いまのあなたでは、そう長く保たないでしょうから。


    



    「……ふぅ」


    　まず驚いたのは、夏の青空と草原を思わせるほどに頭の中が澄み切っていることだった。


    　パンツの中は筆舌に尽くしがたい惨状になっているというのに、それもあまり気にならない。


    　雑念の消え去った頭は周囲の状況を的確に把握し、次に自分がどうするべきか、自然と理解することができた。


    　ロリコンスレイヤーの元へ向かうべく、立ちあがって一歩踏み出す。


    　途端、道中にひしめきあうロリコンの群衆にぶつかるのだが。


    「……」


    　俺はその密集した人混みをほとんど素通りすることができた。


    　人ひと気けのない遊歩道を散歩するかのようになんの苦も無く。


    　ロリコンたちの動きが読めるのだ。次にどう動くか直感的に察知し、なんとなくこう動けば前に進めるという判断が勝手に身体からだを動かしていた。そしてなにより、


    （身体が軽い）


    　さっきまで立ちあがることさえできなかった身体に、不思議な力が溢あふれていた。


    　決して身体能力が向上したというわけではない。


    　それでも急に重力が低減したような、水中から空中に飛びだしたようなレベルで身体が軽い。それはまるで、全身にブーストがかかったような。そう。


    　──快楽点ブースト。


    　脳内に響く声が教えてくれたのか、それとも俺自身の思いつきか。


    　無機物絶頂に続く絶ぜつ頂ちよう除じよ霊れいの新たな力に身を委ゆだね、俺はロリコンスレイヤーのもとに走った。


    「宗そう谷や」


    『え？　あれ!?　古ふる屋や君さっきぶっ飛ばされたのに大丈夫、な、の……？』


    　いまだ砂さ塵じんの残る空間に到着した俺は、おろおろと事態を傍観することしかできないでいた宗谷の式神に声をかけた。


    　式神を通して俺を見た宗谷は安あん堵どの声を出し……続けてドン引いたように唇を震ふるわせる。


    『ふ、古屋君？　なんでそんなにキリッとした表情なの？　もの凄すごい勢いでお漏らししてるっぽいけど……』


    　宗谷が両手で目を覆おおいながら指さすのは、盛大な染みのできた俺のズボン。股こ間かん部分。


    「問題ない。いまはそれより」


    　俺は宗谷の指摘を受け流し、ひとつだけ宗谷に頼んだ。


    「いまからロリコンスレイヤーを叩たたく。万が一に備えて、俺を補助できるよう備えといてくれ」


    『え!?』


    　同時に、俺は再びロリコンスレイヤーへと駆けた。
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    　俺の姿を視認したからだろう。爆・破魔札の攻撃が止まり、


    『ロリコン……殺す……っ』


    　ロリコンの気配を察知したロリコンスレイヤーが霊力の爆煙をかき分けて姿を現した。


    　ロングソードによる横よこ薙なぎの一いつ閃せんが俺の胴体を真っ二つにしようと宙を駆ける。


    「……っ」


    　俺はそれを跳んで避よけるのと同時に、ロングソードの腹を踏み台にもう一度跳ねた。


    　空中でヘッドスライディングするように手を伸ばし、ロリコンスレイヤーの籠こ手てを突く。


    　ビビビクンッ！　バキィ！


    　身を捻ひねって地面に着地すると同時に、ロリコンスレイヤーの籠手がはじけ飛ぶ。


    　すると予想通りロリコンスレイヤーはロングソードを取り落とし、大きな隙が生まれた。


    『……っ!?』


    　兜かぶとから覗のぞく赤い単眼が困惑したように揺れる。


    　武器を失ったロリコンスレイヤーに肉薄し、その身体からだを側面から這はい上がった。


    　腰当て、右上腕、右肩甲。隙だらけの身体を連続で突いていく。


    『ぐおおおおおっ！』


    　羽虫を追い払うようにロリコンスレイヤーが暴れたため、その両手から逃れるように飛び降りる。指先がかすっただけで致命傷になると確信できるような風圧が髪を揺らすが、当たらなければ意味はない。


    　ビビビクン！　バキィ！


    　突いた鎧よろいが絶頂してはじけ飛び、着地した俺を追うように地面に落ちる。


    「……ちっ、次だ」


    　露あらわになった桜さくらの身体からだは右腕と両の太もも。そこにも快かい楽らく媚び孔こうはない。


    『わわっ、すごっ！　サポートする必要なんてないよ!?　どうなってるの!?』


    　宗そう谷やが式神越しに歓声とも困惑ともとれない声を出す。


    『って、あれ？　なんか古ふる屋や君の絶頂回数が増えてるような……いや除霊中にまさかね……』


    　そういうお前も除霊中に淫いん魔ま眼がんでなにを注視してるんだという話である。


    『おおおおおおおっ！』


    　ロリコンスレイヤーが再びロングソードを手に取った。


    　素早く動き回る俺には範囲攻撃が有効だと思ったのか、ロリコンスレイヤーが大きく剣を振り上げた。また先ほどの大爆発を引き起こす気だ。けどそれは、


    「悪手だぜ」


    　振り下ろされるロングソードめがけ、俺は真っ直ぐ全力で駆けた。


    「武器を相手にするときは半身で、身体を小さく。恐れず前へ」


    　桜から教わった心構えを口にしながら前髪が断ち切られるぐらいに剣を引きつけ──跳ぶ。


    　ドゴシャアアアアアアッ！


    　足あし下もとが爆発し、だがその勢いに乗って俺は前方へと飛んだ。


    　ロリコンスレイヤーの腕を駆け上がるようにして、懐ふところへ飛び込む。


    「これでどうだ」


    　左の上腕と肩甲、それから兜かぶとを突き、両腕の隙間を抜けるようにして胸甲板も突く。


    　ビビビクン！　バキィ！


    　ついにロリコンスレイヤーが前面の鎧をほとんど失い……。


    「やっと見つけた」


    　黒いヘドロを思わせる霊的物質。そこにまるで磔はりつけのような状態で囚とらわれぐったりとしている桜のへそあたりが煌こう々こうと光を放っている。


    　桜本人の快楽媚孔だ。


    「あとはあれを突けば」


    　桜を助けられる。


    　ロリコンスレイヤーから距離を取った俺は、最後の攻撃を仕掛けようと足に力をこめた。


    　──ガクンっ。


    



    　　　　　　７


    



    　世の中、そう都合良くはいかないということか。


    「あ……っ!?」


    　その瞬間はあまりにも唐突に訪れた。


    　膝ひざが折れ、全身を包むのは激痛と凄すさまじいまでの倦けん怠たい感かん。


    　澄み切っていた脳内は霞かすみがかったように普段の鈍重さを取り戻し、眠気まで催もよおす始末。


    「嘘うそだろ……っ」


    　あと一撃。たった一撃だというのに。


    　快楽点ブーストの効果は切れ、俺はその場から一歩も動けなくなっていた。


    　──ガシャン。


    　対照的に。


    　──ガシャン、ガシャン。


    　夜の海のように底の知れない暗黒。


    　そうとしか形容できない霊的物質で構成された身体からだを剥むき出しにして、巨大なロングソードを携たずさえたロリコンスレイヤーが悠々と迫ってくる。


    　ダメージは皆無。当然だ、俺は鎧よろいを剥はがしていただけで、ダメージを与えるようなことはしていない。


    　ズドドドッ！　ズドン！　ズドドドドッ！


    　さすがの判断力でプロの攻撃が遠距離から再開されるが、恐らく鎧の有無に関係なくレベルが違うのだろう。霊級格５スケールフアイブの怪かい異いであるロリコンスレイヤーは爆発にも大して怯ひるまずこちらに迫ってきていた。


    「くそっ、もう一回ブーストすれば……っ」


    　果たして二回連続の絶ぜつ頂ちよう除じよ霊れいにこの身体が耐えられるだろうか。


    　保障はない。だがこのままでは確実にやられるし、なにより桜さくらを救えない。


    　必死になって全身に目を這はわせた。


    　しかしいくら目を凝らしても自分の身体に快かい楽らく媚び孔こうを発見することはできず、


    『ロリコン……殺す……』


    　爆炎から桜を庇かばうように身を捻ひねりながら、ロリコンスレイヤーがすぐそこまで迫っていた。


    （宗そう谷やの式神に肩を貸してもらって、捨て身覚悟で突きに行くか!?　いやいくらロリコンスレイヤーが鈍重でもそこまで甘くは……）


    　動かない身体を前提として、霞がかった頭で作戦を考える。


    　しかしそんな状態で妙案が浮かぶわけもなく、打ちひしがれていたときだ。


    『……うぅ、こうなったら賭かけるしかない！　古ふる屋や君！　桜さくらちゃん！　二人ともごめん！』


    　宗そう谷やの操る八頭身の美女式神が俺の隣に寄ってきて、


    『緊急事態だから！　だからそう、これは仕方ないの！』


    　言い訳のように喚わめきながら俺のズボンに手をかけた。


    「……え？」


    　カチャカチャ。


    　八頭身の美女がその白い指先を不慣れな手つきで操り、俺のベルトを解いていた。


    「は？」


    　状況が理解できず困惑していると、ジジジ。


    　式神＝宗谷はプルプルと震ふるえる手でチャックを下ろしていた……って、


    「こんな状況でなにやってんだお前は!?」


    　宗谷が俺のズボンを剥はぎ取ろうとしていることに気づき慌てて抵抗する。


    『除霊中に能力使ってオナ……一人遊びしてる古屋君に言われたくないよ！』


    　ああバレてる！　……いやそれはもう仕方ないとしてだ！


    「俺のズボンを剥ぎ取ってなにするつもりだ!?」


    『違うもん！　欲しいのはズボンじゃなくてパンツだもん！』


    「アホがバカなこと言ってんじゃねえよ！」


    　数百人絶頂させたうえに除霊中の敵前死にかけオナニー、そこからさらに下半身まっぱになれってか!?　俺は社会的に何回死ねばいいんだよ！　百万回死んだ猫かよ！


    『いいからとっとと脱いで！　わたしだって恥ずかしいんだから！』


    「恥ずかしいならやめ──ぎゃあああああああっ！」


    　すぽーん！


    　ろくに動けない身体からだでの抵抗は時間稼ぎにすらならず。


    　俺はいとも簡単にズボンとパンツを剥ぎ取られた。


    　ぐちゃぐちゃの下半身が外気に触れて肌寒い。


    『うわああ！　いやああああっ！　なんか重い！　股こ間かんのあたりがずっしりしてるうぅ！』


    　宗谷の式神が俺のパンツを指先でつまみ、奇声をあげながらロリコンスレイヤーに突っ込んでいった。なんなんだあのバカは……酷ひどすぎる……。


    　俺が下半身を両手で隠してうずくまっていると、


    『桜ちゃんの唯一にして絶対のオカズなら──なんか気を逸そらしたりできますように！』


    　宗谷が引き続き意味不明なことを叫びながら、俺のパンツを投とう擲てきした。


    　謎の液体によって重量を大きく増したそれは途中で減速したりせず、真っ直ぐロリコンスレイヤーのもとへと向かう。正確には、桜の顔面に。


    　べちゃっ！


    　最低最悪の音とともに、ぐったりしていた桜さくらの顔が俺のパンツで覆おおわれた。


    　パンツは謎の粘着力で桜の顔に引っかかったまま張り付いている。


    （あのバカ……なんのつもりで桜に俺のパンツなんか……）


    　あまりにも酷ひどい展開に俺がほとんど思考停止しかけたときだった。


    「……ふ……あ……？」


    「は？」


    　ロリコンスレイヤーの中央に囚とらわれた桜の頭が、かすかに揺れた。


    　そしてパンツに覆われた桜の鼻がかすかに動いたかと思うと、


    「おにい……ちゃん……？」


    　なんでだよ！


    　なんでそのぐしょぐしょのパンツが俺のだってわかんだよ！


    　桜は俺のことなんだと思ってんだ!?


    　そこはかとないショックを受けてフリーズしていると、さらに信じられないことが起こる。


    『……………………っ!?』


    　負の感情の固まりであるロリコンスレイヤーがなにかに困惑したかのようにその動きを鈍らせ、ロングソードを取り落としたのだ。


    　相変わらず爆・破魔札が有効打になっているようには見えない。


    　だが誤作動を起こした機械のように、その動きはぎこちないものになっていた。


    『やった！　想像以上の成果だよ！』


    　釈然としない。釈然としないが、


    『古ふる屋や君！　いまだよ！』


    「おう！」


    　これが最後のチャンスだ。


    　パンツを投げつけてすぐきびすを返していた宗そう谷やの式神が俺の手を取った。


    　肩を支えられるようにして、俺は宗谷の式神とともに走る。


    　下半身まる出しで。


    『……ところで古屋君』


    　と、宗谷が不意にぽつりと呟つぶやいた。


    『この事件が無事に解決したら、洗濯物を管理する金庫を買いに行こうね……』


    　洗濯物を管理する金庫ってなに!?


    　しかしいまは宗谷の妄もう言げんに付き合っている場合ではなく、


    『ぐ、おおおおおおっ！』


    「『……っ！』」


    　迫る俺たちの気配に気づいたのか、ロリコンスレイヤーが組み合わせた両手を叩たたき付けてきた。しかしその動きはのろい。のろすぎる！


    『いけえええええっ！　古ふる屋や君！』


    「おりゃあああああっ！」


    　式神に突き飛ばされるようにして加速した俺は最後の力を振り絞って地面を蹴けり、


    「これで、終わりだああああっ！」


    　桜さくらのへそに光る快かい楽らく媚び孔こうを、全力で突いた。


    「──ひぅっ!?」


    　べしゃっ。


    　ロリコンスレイヤーの足あし下もとに俺が崩れ落ちると。


    　頭上の桜がびくんと震ふるえ、か細い声を漏らした。


    　肉付きの良い肉体がふるふると小刻みに震えだし、


    「や、なんっ、これ、な、に……♥　ひぐうううぅっ♥」


    　がくがくがくがく！


    　磔はりつけにされた桜の身体からだ。その中でも大きく発達した腰回りが男を誘うようにかくかくと揺れ、淫みだらなダンスを踊っている。


    「や、やら、なんかくる……♥　なんかくるううううっ♥♥!?!?」


    　制服の上からでもわかるほどに成長した胸。その先端が大きく隆起し、小刻みに痙けい攣れんするたびにその先端がこすれるのか、さらに大きな痙攣となって桜の身体を揺らしていた。


    「や、な、にこれ……おっ♥　いっ、ひぃ♥！!?　……あたまおかひくな……れったい……あたま……ばかに……あ、あ、あ、あ……あううう♥♥♥　お、にいひゃんっ♥♥♥　おにいひゃんんんんっっっ♥♥♥」


    　呂ろ律れつの回らない舌で熱い声を漏らし、瞳が明後日あさつての方向を向いて快楽に打ち震える。


    　ぎゅうううううっ、と身体を丸めてなにかを耐えようとしていた桜の身体はしかし、爆発するように大きく震え、


    「あああひいいいいいいっ♥♥！!?　だめええイグウウウウウウウッ♥♥♥！！！」


    　ビクンビクン！　ビクン！


    　ビュウウウッ！　ビュウウッ！　ビシャビシャビシャビシャ！


    　ブリッジのように大きく背をのけぞらせた桜の口からはピンク色の舌が勃ぼつ起きしたように突き出し、粘度の高い涎よだれを垂らしてひくひくと震える。


    　跳ね回る腰の痙攣にあわせ、桜の股こ間かんからは湯気さえ漂わせるような熱い液体がビュッ！　ビュビュッ！　と断続的に噴出され、俺の全身に降り注いだ。


    「……ハァ♥　……ハァ♥　……おっ♥　……ほっ♥」


    　絶頂しきった桜が熱い吐息を漏らし、快楽の余よ韻いんで小さく震えたそのとき。


    　──ふっ。


    　ロリコンスレイヤーが空中に霧散していき、囚とらわれていた桜さくらが落下してきた。


    「！　あぶねえ！」


    　俺は正しよう真しん正しよう銘めい最後の力を振り絞ってそれを受け止めた──はいいものの、ほかほかに体温の上昇した桜に押し倒されるようなかたちで地面に倒れ込んでしまう。


    「よかった！　桜お前、怪け我がとかどっか調子悪いとこは──」


    　そう問いかけようとして、俺は言葉に詰まった。


    「……ハァ♥　んっ♥」


    「……っ」


    　火ほ照てりきった桜の熱い吐息が首筋に染みこむ。
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    　柔らかな双丘が押しつけられ、その先端が俺の胸板をこりっとかすめるのだが、そのたびに桜が「ひっ♥♥!?」と腰を大きく跳ね上げ、べちゃっ！　とすっぽんぽんな俺の下半身に打ち付けてくる。


    　完全に仕上がりきった桜の豊満な身体からだは熱々でドロドロの肉そのもので、全身からは濃厚なフェロモンのようなものまで漂わせていた。


    　普段から性欲的なものが薄く、そのうえ快楽点ブーストでついさっき絶頂したばかりの俺でさえ、その色気に──


    （いかんいかんいかんいかん！　妹相手に俺はなにを……っ）


    　自責の念に駆られていた俺は、そこでふと気づいた。


    　俺、ロリでもない桜さくらにドキドキしてる……？


    　疲れ切った身体からだでゆっくり周囲を見渡すと、辺り一帯は完全に沈黙していた。


    　それまでロリを求めてバカ騒ぎを繰り広げていた人々は折り重なるようにして気絶し、人をロリコン化させようと彷徨さまよう幼女たちも消え去っている。


    　これなら烏からす丸まも無事だろう。


    「……ふぅ。まあとりあえず、春はるヶが原はらの騒動はこれで一件落着だな」


    　そう胸を撫なで下ろしたとき。


    「……おにい……ちゃん……？」


    　強烈な快楽で半ば意識を失っていた桜が、朦もう朧ろうとした瞳でかすかに口を開いた。


    「もう大丈夫だぞ桜。けどまだ安静に──」


    「おにいちゃん……っ」


    「っ!?」


    　まだ意識が完全に戻っていないのだろう桜が、舌足らずな調子でぎゅっと抱きついてきた。


    　いろんな意味で熟し切った豊満な肉体がぎゅううっと押しつけられ、なんかもうヤバイ。


    「おにいちゃんが……助けてくれた……私こわくて……すごい怖くて……でも、おにいちゃんが助けてくれた……昔みたいに……こんな私なのに……おにいちゃん……おにいちゃぁん……」


    「さ、くら、ちょっとその、ええと」


    「こんなおかしな能力を持ってても……おにいちゃんは、やっぱりおにいちゃんだ……」


    「……そう言ってくれるか？」


    　何百人も絶頂させて、敵前オナニーかまして、下半身丸だしでお前のへそを突いたこんな俺でも？


    　しかしそれに対する返答はなかった。


    　桜は子供みたいに譫うわ言ごとを繰り返すと、そのまますーすーと眠るように気絶してしまったのだ。


    　その顔があまりにも穏やかで安らかで。


    　ぎゅっとシャツの胸元を握ってくる両手が小さく見えて、どうにも振り払えない。


    「ねえちょっと」


    「っ!?」


    　突如降り注いだその冷たい声こわ音ねに、俺は別にやましいことなんてなにもないのになぜか滅め茶ちや苦く茶ちやビビる。


    　声の主は宗そう谷や美み咲さきご本人。


    　除霊完了に際してここまで全力疾走してきたのか、息があがっている。


    　しかしその瞳は楓かえでを思わせるほどに冷たく、恐ろしい光を湛たたえていた。


    「とりあえず、パンツくらいはいたら？」


    「パンツはお前が脱がしたんだろうが！」


    　宗そう谷やに抗議してからパンツを捜そうとするのだが……指先ひとつ動かせず、俺は桜さくらの完熟ボディーに押しつぶされたまま、意識が朦もう朧ろうとしていく。


    　すると宗谷は拗すねたように唇をとがらせ、


    「あーあ。監査部にチクっちゃおっかなー。古ふる屋や君が絶ぜつ頂ちよう除じよ霊れいした相手と下半身裸で抱き合ってましたって」


    「お前な……」


    　反撃する気力も残っておらず言われるがままになっていると、表情は不機嫌そうなまま、宗谷が安あん堵どしたように声を漏らした。


    「でもよかった。これでひとまず、ロリコンスレイヤーについては一件落着だね」


    「……いや、まだだ」


    「え？」


    　確かにロリコンスレイヤーの除霊は完了し、桜を助けることはできた。


    　これにて一件落着だ。


    　ただ一点、桜の身体からだを介してこちらに接触してきた、あの魔族の件をのぞいては。


    「それってどういう……あれ!?　古屋君、古屋くーん！　わああっ！　誰か！　誰か応急処置の護ご符ふもってないですかーっ！」


    　宗谷が説明を求めてきたが……どうも本気で身体がダメらしい。


    　俺の意識は電源のスイッチを切るかのように断絶してしまうのだった。


    



    ●


    



    「ふーん、あれがボクたちの王様の成れの果てかぁ」


    　春はるヶが原はらから少し離れた区画にある高層ビル群。


    　その中でも格別の高さを誇るビルの屋上の縁に腰かけていたのは、一人の女子高生。


    　ハートのペイントが施ほどこされた自らの頬ほおをぷにぷにとつつきながら、彼女は楽しげに笑う。


    「なるほど確かに、あのお坊ちゃまが魔族の未来を賭かけてみたくなるわけだ。っと」


    　それまで春ヶ原の方角を向いていた彼女はぴくりと肩を揺らし、後ろを振り返った。


    　手て練だれの人間が複数人、猛スピードでこちらに接近してくる気配。


    「最近の協会は随分と優秀だなぁ。おーい人間三号。こっちおいで」


    「はっ」


    　暗がりから現れたのは、一人の中年男性。


    　ワイドショーに識者として出演し、退たい魔ま師し協会を一方的にこきおろしていた男だ。


    「協会の追跡を躱かわすのに、中途半端な囮おとり二人じゃ足りなかったみたいだ。三人目の囮よろしくね♥」


    「かしこまりました。アンドロマリウス様」


    　彼女が手をかざすと、黒々とした瘴しよう気きが中年男性を包み、逆に彼女からは人外の気配が消え失うせる。その姿は完全に「ただ異常に可愛かわいいだけの女子高生」だ。
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    「さてそれじゃあ、パーツに興味も湧いてきたことだし、ひっさびさに悪巧みでもするかな」


    　彼女──アンドロマリウスは人間と同じように階段を伝って屋上から退散すると、満面の笑みを浮かべた。


    「正義の悪巧みをね♥」

  


  
    



    エピローグ


    



    　俺が意識を取り戻したのは、ロリコンスレイヤー討伐からなんと四日も過ぎてからだった。


    　しかも目が覚めてからは全身の痛みでしばらく病院のベッドから起き上がることさえできない始末。


    　医者の説明によれば、全身の筋肉という筋肉が肉離れ寸前の筋肉痛。過労死一歩手前まで疲労が蓄積していたせいで回復力そのものが低下しており、点滴＆絶対安静以外に打つ手なし。そのうえなぜか精根尽き果てたかのような虚弱状態になっていたとかで、なんかもう冗談抜きでＨＰ１状態とのことだった。


    　特別大おお怪け我がとかしているわけでもないのに満まん身しん創そう痍い、そんな感じだったらしい。


    　前回は宗そう谷やが腕利きの治癒能力者を呼んでくれたおかげで回復も早かったが、今回はまあ、色々あってそういう特別扱いもなし。


    　なぜかといえば、宗谷が協会本部をぶっ壊したりロリコン化した烏からす丸まを連れ出したりとやらかしまくったおかげで、宗谷家からの口利きができなかったからだ。


    　しかしまあ、一番の理由は俺自身にある……と俺は確信していた。


    「……やっちまった」


    　意識を取り戻してから退院までのおよそ一週間。


    　まともに動けなかった俺はベッドに横たわったまま、猛烈な後悔に襲われていた。


    「濫らん用ようどころの騒ぎじゃねえよ……俺は一体、一般人を何人絶頂させたんだ……？」


    　冷静に考えれば考えるほど、身体からだ中から変な汗が出る。


    　桜さくらを助けるため、他に手段がなかった。


    　同じ場面を何度繰り返したって、俺は間違いなく同じ選択をするだろう。


    　しかし、だからといって開き直れるほどの強靱な精神力は有していない俺だった。


    　だってお前……春はるヶが原はらの事後処理に参加した救急隊員から話が広まったみたいで看護師さんたちからの視線がヤバイし、なんか俺の診察のときは医者や看護師さんの隣に退たい魔ま師しのボディーガードがついてるし。


    　事後処理には当然プロの退魔師も参加してたわけで……ボディーガードの退魔師も俺のことすげー目で見てくるんだよ……身体よりも心の休養が必要だぞこれ……。


    「なんかまたわけのわからん能力が追加されるし……なんだよ快楽点ブーストって……また変な噂うわさが学園に広まってるじゃねえか……」


    　スマホを手に取れば、いつかのようにＤクラスのアホどもからメールが届いている。


    『お前、今度は怪かい異いと戦いながらオナってたらしいな……もう逆に尊敬するよ』


    『下半身丸だしで怪異に飛びかかるってお前……びっくりするほどユートピアは確かに霊級格の低い悪あく霊りように有効だけど、怪異相手に屋外でやるかよ普通……』


    　またしても中途半端かつ歪ゆがめられた情報が学園を駆け巡っているようだった。


    　男子どもから寄せられたドン引きとも畏敬ともとれない文面を見て、俺は頭を抱かかえる。


    「ただでさえロリコンスレイヤーの件で協会が色々言われてて、断頭台裁判をどうにか乗り切った直後だったっつーのに、俺はなんてことしでかしちまったんだ……」


    　霊級格５スケールフアイブの怪異を退治したご褒ほう美びに高速治療……なんてあるわけがない。


    　むしろ断頭台裁判での無罪判決（仮）が速攻で覆くつがえってもおかしくないとしばらくベッドで震ふるえていたのだが……。


    　なぜかいつまで経ってもお咎とがめのようなものはなく、俺は今日、無事に退院することになっていた。


    「なんか……色々すっきりしねーんだよな」


    　入院中、俺を心配して来てくれた宗そう谷やや南な雲ぐも、烏からす丸まなんかから渡された見舞いの品を紙袋に詰めながら帰宅の準備をする（烏丸に渡されたＤ●Ｍギフト券とオナホセットは渡されたその場で捨てた）。


    「いくら春ヶ原の件がでかい騒ぎにならなかったとはいえ、監査部からなんの音沙さ汰たもないってのは……」


    　春ヶ原での騒動は、ほとんど報道されなかった。


    　その場に居合わせた人のほとんどがロリコン化の影響で記憶が曖あい昧まいになっていたことに加え、ロリコンスレイヤーの件で協会を追及していたマスコミの動きが、なぜか急にトーンダウンしたのだ。マスコミの報道を煽あおるような情報をリークしていた内通者ってやつが捕まったのかとも思ったが、そんな話も聞かないしな……。


    　楓かえでのばーさんあたりがなにかしたのだろうかと疑うも、それもなにか違和感がある。


    　いずれにせよ、あれだけ俺を追及してきた監査部がなんの音沙さ汰たもなく俺の処遇をうやむやにしているというのはどうにも気持ちが悪い。


    　うやむやにしているといえば。


    「楓のやつ、次の定期検診どうすんだよ……」


    　ロリコンスレイヤーの件が片付いたあとなら、俺の呪のろいについて話せることがあるかもしれない、と楓は言っていた。


    　しかしいくらこちらから連絡しても「いまは忙しい」のひと言ですげなく断られ、ここしばらく会えていない。


    　俺が意識を失っている間に一度こっそり定期検診をしにきた形跡はあったけど……。


    「まあ、忙しいのはわかるけどよ」


    　魔族の出現。


    　結局あのあと、協会が緊急編制した対魔族チームは本丸に到達することができなかったらしい。


    　収穫は魔族に魅み入いられていた人間三人だけ。


    　楓は旧家の人間として、なにより魔族の瘴しよう気きを直接視みた張本人として、追跡調査に忙殺されているようだった。


    　下へ手たをすれば俺の養父──霊級格７スケールセブンの怨おん霊りよう事件にも匹敵する案件なだけに、そっちがなによりも優先されるのは理解できるが……。


    「どうにもなぁ」


    　ま、楓が定期検診を欠かしたことはないし、近いうちに話す機会もあるだろう。


    （……そういえば、今回の入院では楓だけじゃなくて芽め依いも顔を出してくれなかったな）


    　なんだか少し寂さびしく思いながら病院を出て、退たい魔ま学園行きの電車へと乗り込んだ。


    　規則的な揺れに身体からだを委ゆだね、ぼんやりとした頭で考えるのは、桜さくらのことだ。


    （今回の件で一番すっきりしねーのは、なによりそこなんだよな……）


    　実は入院中に一度だけ、楓から一方的に電話があった。俺が目覚めてすぐのことだ。


    『あなたが小娘の安否を詳しく教えろと喚わめいて治療にならないらしいから、結論だけ簡潔に伝えるわ。時間がないから大人しく聞いていなさい』


    　宗そう谷やの手で耳元に電話を当ててもらいながら、楓のうんざりしたような声を聞いた。


    『カウンセリングの結果、やっぱりあの子にはロリコンスレイヤーを生み出すような心の隙は発見されなかったわ。強しいて言えば、子供扱いされることへの忌き避ひがロリコンの排除というかたちに歪ゆがんだ……ともとれなくはないけれど、少なくとも怪かい異いに発展するほど歪いびつな願望ではなかったし、あの子はよく自分を律していたわ』


    　ならどうしてと、正直喋しやべるのも辛つらい状態だった俺は先を促した。


    『強制的に怪異化させられた。怪異を植え付けられたという説が濃厚ね。あの計算されたような怪異の性質を考えれば妥当な結論だわ。……厄やつ介かいなのは、発展途上とはいえ一人前の監査官として働いているような術者に、無自覚のまま怪異を植え付けられるような存在がいるということよ』


    　話の流れからして、それはまず間違いなく、あの瘴しよう気きを振りまいた魔族だ。


    　そんなやつに目を付けられたのかと桜さくらの安否がますます心配になったのだが、それを察したらしい楓かえでが珍しく声を和らげ、


    『心配はいらないわ。どこかの誰かさんの下品な除霊効果は完かん璧ぺきで、怪異化の後遺症も瘴気の悪影響も皆無。……監査官としての今後はまだ未定だけれど、まあナギサさんの弟子なら悪いようにはならないでしょう。残念ながらね』


    　最後に桜への憎まれ口を添えた楓の報告に安あん堵どしつつ、しかし俺の中には新たな懸念が生まれていた。


    　この絶ぜつ頂ちよう除じよ霊れいの呪のろいが周囲にバレた直後というこのタイミングで。


    　俺の監視役に選ばれた桜が魔族に目を付けられるというのは、あまりに出来すぎてはいないか。


    『……考えすぎよ』


    　しかしそれを訊たずねても楓はそう断言するだけで。


    『いまはとにかく、治療に専念しなさい。東雲しののめ市の怪異Ａのときといい、あなたは少し、人のために無茶をしすぎだわ。いくら退たい魔ま師しがそういう仕事だとしてもね』


    　しっかり小言を言い残し、慌ただしげに電話を切るのだった。


    （楓はああ言ってたけど、本当にただの偶然なのか……？）


    　しかし他の懸案事項と同じく、考えて結論が出るものではない。


    　桜が無事ならそれでいいかと納得し、退たい魔ま学園の最寄り駅に降りたときだった。


    『あ、もしもし古ふる屋や君？』


    　狙ねらい澄ましたかのようなタイミングで宗そう谷やから電話が入った。


    　ロリコンスレイヤー討伐直後は何故かかなり不機嫌な様子だったが、いま現在電話口から聞こえてくる声は弾けるように明るい。


    　霊級格５スケールフアイブの怪異を除霊した功績で俺たちのチームへの仮免剥はく奪だつ警告が綺き麗れいさっぱり撤回されてから数日。宗谷はずっとこの調子だ。


    『確か今日退院だったよね？』


    「ああ、いまちょうど駅についたとこだ」


    『ならちょうどよかった！　快気祝いと仮免維持の記念を兼ねて、お買い物に行かない？』


    「……ケーキでも買いに行くのか？」


    『違う違う。ほら、古ふる屋や君の部屋、この前爆発しちゃったでしょ？　だから家具とか食器とか、また揃そろえなくちゃいけないんじゃないかと思って』


    「あっ！」


    　そうだった。すっかり忘れていた。


    　監査官から逃げ出した際、俺の部屋は物理結界の爆発で無茶苦茶になっている。


    　部屋そのものは退たい魔ま学園のほうで直してくれたという連絡はあったが、内部の私物はボロボロのままだ。


    　このまま家に帰っても、ちぎれ飛んだ布ふ団とんや粉々の食器しかない。


    『でしょ？　わたしが新しいやつを選んであげるから、今日のうちに行っちゃおうよ』


    「……そうすっかな」


    　宗そう谷やからこんなことを言い出すのは少し意外だったが、買い物はいずれにせよ必要なので素直に応じる。ロリコンスレイヤー事件解決の給金はこれですっからかんだな……。


    『それじゃあ、あとで校門前に集合だよ！』


    　とりあえずなにを新調する必要があるのかいったん自室に戻ってチェックしてから、宗谷と待ち合わせることになった。


    　病院生活でなまった身体からだのリハビリも兼ねて、少し駆け足で寮に向かう。


    　綺き麗れいに直っている自室の扉前までたどり着いたとき、ふと隣の四〇七号室に目を向ける。


    「そういや……この部屋はどうなるんだ？」


    　楓かえでの話では、監査官としての桜さくらの立場がどうなるか、それはまだわからないとのことだった。


    　それはつまり、俺の監視役という仕事がどうなるかもわからないということだ。


    　もしかして、このまま引っ越してしまったりするのだろうか。


    　色々と慌ただしかったし、桜のやつはツンケンしっぱなしで心が折れそうだったけど……また離れ離れになってしまうと思うとやっぱり寂さびしい。


    　そんなことを思いながら自室のドアノブに手を掛ける。


    「あれ？」


    　鍵が、かかっていない？


    　部屋を修理した業者が鍵を閉め忘れたのか？　と思ってドアを開けると──最初に違和感を覚えたのは、鼻び腔こうをくすぐる良い匂におい。


    　続いて目に飛び込んできたのは、


    「……おかえり」


    　１ＤＫの寂しい自室。その台所に、一人の女の子が立っていた。


    　ほんのり頬ほおを染めて、ぶすっとした表情でこちらを睨にらみ付けている。


    「……そんなとこでぼーっとしてないで、とっとと入りなさいよ、このグズ」


    　それは、エプロン姿の桜さくらだった。


    



    ●


    



    「ほら、早く座んなさいよ」


    「え？　あ？　え？」


    　完全な不意打ち。


    　なんでここにいるんだ？　と疑問を口にする間もなく乱暴に手を引かれ、俺はダイニングのテーブルに座らされた。


    　混乱のまま部屋を見まわすと、布ふ団とんやテーブル、机や学業用の教科書ノート、文房具といった小物まで、記憶の通り完全に揃そろっていた。


    　部屋が爆散したのは夢だったのかと一瞬疑ったが、どの物品も明らかに新品だ。俺が使っていたものがそっくりそのまま買い換えられている。


    「……前に、あんたの部屋を物色したでしょ？　そんときに見て覚えてたやつは、全部買い直しといた。監査部は給料良いんだから」


    　ぶっきらぼうな調子でそう言って桜がテーブルの上に運んできたのは、俺がたまに使っていたのと同じ柄の陶器皿。


    　盛りつけられていたのは手作りのコロッケ。


    　隣には具だくさんの豚汁まで並べられている。


    「あんた、好きだったでしょ、それ」


    　明後日あさつての方向を向きながら桜が言う。


    「お、おう」


    　これは恐らく、食えということなのだろう。


    　俺は半ば流されるように出された食事を口にした。


    　一口目は恐る恐る、しかし二口目は半ばがっつくように。


    「……うまっ！　お前マジで料理上う手まくなってんだな!?」


    　しばらく精進料理みたいな病院食しか食べていなかったというのを差し引いても、桜の料理は格別に美味かった。俺の好物ということもあって箸が進む進む。


    「でしょ？」


    　そこでふと、満面の笑みを浮かべる桜と目が合った。


    　桜はドヤ顔半分、「やった！」と心底嬉しげな笑顔半分で笑っていて、一瞬、箸が止まってしまう。


    「……っ」


    　すると桜さくらはすぐにぶっきらぼうな表情をつくり、それでもまだ少し口の端をあげながら、


    「別に、私がすごいんじゃなくて、あんたがしょぼいの！　前に部屋を物色したとき、もうほんと酷ひどくてドン引きしたんだから！」


    　桜はそっぽを向いたままマシンガンのように続ける。


    「掃除は全然行き届いてないし、ゴミも洗濯物も溜ため込みすぎだし、冷蔵庫も適当で自炊なんてしてないのバレバレ。全然一人暮らしできてないじゃん。私のこと心配するより、先にあんたがしっかりしなさいよ」


    「……面目ない」


    「だから、私がしばらく世話してあげる」


    「え？」


    「か、勘違いすんじゃないわよ！」


    　面食らった俺の声に桜がドン！　とテーブルを叩たたく。


    　そしてその猛たけ々だけしい表情に反して顔を真っ赤にすると、消え入りそうな声で、


    「……あんたが助けてくれたんでしょ。私のこと」


    「……え、あ……まあ、うん」


    　言われて、俺はしどろもどろになってしまう。


    　否応なく思い出してしまうのは、ほかほかに出来上がった桜の身体からだ。


    　妹にそんな気持ちを抱いたりはしないが、自室に二人きりというシチュエーションも相まって、一人で勝手に気まずくなってしまう。


    「ほんと、信じらんない」


    　そんな俺をよそに、桜は声を絞り出す。


    「断頭台裁判でせっかく無罪になった直後だったのに、何百人も相手に能力使って、暴走して、ほんとサイテー。ド変態。退たい魔ま師しのクズ。……私は、一方的に守られたり助けられたりするのなんて、嫌だって言ったのに」


    　責めるように睨にらんできた桜はしかし、そこで罵ば倒とうをやめ、冷蔵庫からなにかをもってきた。


    　驚いたことに、手作りのプリンだ。デザートまで用意してくれていたらしい。


    「だからこれは、借りを返してるだけだから」


    　スプーンをぐいぐいと押しつけてきながら、桜が言う。


    「だから、変な勘違いせずにあんたは私に世話焼かれてればいいんだからね!?」


    「……なるほどな。わかったよ」


    　桜の言い分を聞いて俺は納得し、プリンを口にした。……うわ、これも美味いな。


    　要するに、これは桜なりのお礼なのだ。


    　もちろん一方的に助けられるだけなのが我慢ならないというのもあるだろうが、そういうことなのだろう。わざわざ家具まで買い戻してくれるくらいだしな。……以前使っていたものと完全一致しているのは少し怖いけど。


    「でもいいのかよ」


    　俺は出された食事を平らげてから桜さくらに聞いた。


    「俺の監視役を続けんのか監査部に戻るのか知らねーけど、お前にも仕事があるんだろ？」


    　ただでさえ病み上がりの桜を気遣って言うと、


    「それなんだけど、ほんっっっとうに不本意ながら、あんたの監視役として続投するよう言われたわ」


    「え、そうなのか？」


    「しかもなぜかあんたの警戒レベルがひとつ下がったから、これまでより緩ゆるい監視ね。学校も師匠の修行に比べれば全然余裕だし、あんたの世話焼くくらいしないと暇で死にそうなの。……それともなに？　私に世話されるのが、不満だっていうの？」


    　桜の目がすっと細くなる。


    「……私に、あんなことしたくせに」


    「っ」


    　急に桜が声を震ふるわせ太ももをもじもじさせるのを見て言葉に詰まる。


    　すると俺の動揺を見て取ったのか、桜は顔を真っ赤にしたまま、


    「だから責任取って、あんたは私に大人しく世話されてればいいんだから！　感謝しなさいよね！　……お兄ちゃん」


    「……あれ？　お前いま」


    　ばっ！　と逃げるように食器を片付けに行く桜を追おうとしたときだった。


    　バンッ！


    「うわっ!?」


    　窓になにかがぶつかる音がしてそっちを見ると、二頭身の女の子が張り付いていた。


    　見覚えのあるそいつは……宗そう谷やの式神!?


    　あっ！　と思って備え付けの時計を見ると、待ち合わせの時間をとっくに過ぎていた。


    『ちょっと古ふる屋や君！　家具の買い替えすっぽかしたと思ったら、なに桜ちゃんと新婚さんみたいなことしてるの!?　てゆーか家具！　全部揃そろってるじゃん！　どういうこと!?』


    　やべえ！　桜の登場が衝撃的すぎて完全に忘れてた！


    　いやつーか、それにしたって宗谷のやつも式神飛ばす前に携帯で連絡を……ってあれ？


    　ポケットをいくらまさぐってもスマホが見つからず、どこかに落としたかと焦あせっていた矢先、


    「ちっ。事前に待ち合わせしてたとは盲点だった。二人きりの時間が邪魔されちゃった……」


    　騒ぎを聞きつけて戻ってきた桜が「はい」とスマホを手渡してきた。


    「いま玄関に落ちてるの見つけたんだけど。ほんと、抜けてるんだから」


    「え？　あ、おう。ありがとう？」


    　桜さくらに言われるがまま受け取るが……なんで電源が入ってないんだ？　落としたときに変なとこぶつかったとか？　……あんま深く考えないほうがよさそうだな。


    『ちょっと桜ちゃん！　いくら監視役でも部屋の中に二人きりは不健全だよ！　古ふる屋や君はただでさえ変態疑惑でやばいんだから、チームメイトとしてはそういうことされるとピギャッ!?』


    　宗そう谷やの操っていた式神がはじけ飛んだ!?


    「……うっさいなぁ。勝手に家具や食器を買い替えて、お兄ちゃんの生活を浸食しようとしてたくせに」


    「さ、桜……？」


    　宗谷と一切の言葉を交わさず、問答無用でその式神を消し去った桜におずおずと声をかける。


    　なんかぼそぼそ呟つぶやいてたのは、新手の呪じゆ詛そかなにかですか？


    「それよりお兄ちゃん、お風呂の準備もしてあるけど、もう入っちゃったほうがいいんじゃない？　どうせもう外出する予定もないでしょ？」


    　いやまあ、外出の予定はたったいま消滅したような気もするけど……。と桜から発される謎の圧力に流されそうになっていたところ、


    「ちょっと！　いきなり式神に攻撃してくるなんて反則だよ！　それは駄目だよ！」


    　バンバンバンバン！


    　いつの間にか鍵の閉められていた玄関から宗谷の暴れる音が聞こえてきた。


    　おいおいおいおい！


    「宗谷お前！　ここ男子寮だぞ!?」


    「だから!?　桜ちゃんは隣に住んでるじゃん！」


    　そう言われてしまえば反論できないが……というか宗谷お前、そのバンバン扉叩たたくのやめろ！　近所迷惑だろうが！


    「さ、お兄ちゃん。食器は私が洗っとくから、お風呂入っちゃって」


    「お前はなんで平然と宗谷をいないものとして扱えてるんだ……？」


    　俺が戦せん慄りつしていると。


    　電源の入ったスマホが連続でメールの着信を知らせる。


    『おい晴はる久ひさ。お前いい加減にしろよ』


    『美み咲さきちゃんを閉め出すとかお前、ちんこついてんの？　マジでロリコンなの？』


    『……ろすぞ。この公衆面前オナニー野郎が』


    　寮で休日を満喫していた男子たちから殺害予告が届く！


    「……病院に帰りたい」


    　退たい魔ま師しとしての毎日は仕事中も日常も気の休まる暇がなく。


    　ロリコンスレイヤーの件や絶ぜつ頂ちよう除じよ霊れいの呪のろいについては引っかかることだらけだ。


    　けれどもまあ。


    「ああもういつまで玄関先で騒げば気が済むのよ、このバカ女!!　全力で塩まいてやろうか！」


    　可愛かわいい妹の元気な姿を見て、まあいいかとひとまずは満足するのだった。

  


  
    あとがき


    



    親「絶ぜつ頂ちよう除じよ霊れい読んだよ！」


    僕「……？（幻聴か？）」


    親「下セカより読みやすくなってたね！」


    僕「……あ……うん……（あ、これ幻聴じゃねーわ」


    親「思ったより普通な内容だったな！」


    僕「……あ……そう……（普通ってなんだっけ？）」


    　……。


    　作家は主人公を不幸のどん底に突き落としてなんぼと言われますが、なんだか晴はる久ひさよりもよっぽど変な汗が出る現実に直面しています。なんなんでしょうか。呪じゆ詛そ返しでしょうか。


    



    　さて仕切り直しまして。


    　二巻にして早くも喘あえぎ声のインフレが始まっている今作ですが（喘ぎ声のインフレってなんだ？）、皆様いかがお過ごしでしょうか。


    　僕のほうはといえば今巻の表紙がエロ可愛かわいすぎて爆発しそうです。なんですかその表情は。誘ってるんですか。なんですかそのムチムチの下半身は。誘ってるんですか。ふくらはぎと太ももがくっついて第二の谷間が生まれちゃってるじゃないですか。その谷間に指を這はわせたくなっても仕方ないじゃないですか。桜さくらは悪い子です。そんなことだから作中で色々されちゃうんですよ？　反省してください（責任転嫁）。


    　くっ、本当はもっと綺き麗れいなお話にしたいのに、魔ま太た郎ろうさんのイラスト見たさにどんどんろくでもないシーンが量産されてしまう……っ。このままではせっかくニドナツで築き上げた清純作家のイメージが……流されてはダメだっ！　いくら魔太郎さんのイラストが魅力的でも、心を強くもっていれば抵抗のチャンスが……なのに、なぜだ……筆が勝手に動いて……っ♥


    　──とまあ、誇り高きガガギア王国の清純姫騎士作家として必死に抵抗していたために間が空いてしまいましたが、どうにか無事二巻をお届けすることができました。


    　一巻が発売してからしばらく、シコシコとエゴサしていると意外にも好意的な評価が多くてちょっと驚いていたのですが、中には「思ったよりも普通」「カマトトぶりやがって……貴様はもっと汚くなれるはずだ」的な、明らかに下セカに感覚を破壊されたと思われる方々の激励もあり、二巻以降はもっとはっちゃけてもよいのだろうかと思っている次第です。二巻はどうでしたでしょうか。最早なにが普通でなにが普通でないのかよくわからなくなってきましたが、まあとりあえず女の子を絶頂させてれば問題ないですよね！　最早そのためだけのシリーズといっても過言ではないのです。Ｄ●Ｍで購入したＣＧ集は資料なのです。お仕事のためだから仕方がないのです。


    



    　さて、そんな下半身の自己満足丸だしな本作に携たずさわってくださった関係者の皆様。一巻に引き続き、お世話になりまくりで恐縮です。いつ出版コードに引っかかって消滅するかわからない本作ですが、これからも力を貸していただけますと幸いです。


    



    　それでは皆様、昨今は規制も厳しくなって参りましたが、また次巻でお会いしましょう。


    　うほおおおおおおおおお！（別れの挨あい拶さつ）（ゴリラかな？）

  


  
    



    エピローグ　二


    



    「……はぁ」


    　退たい魔ま師し協会本部。しんと静まり返った廊下の隅。自動販売機横の無機質な休憩用ベンチ。


    　それはロリコンスレイヤーが討伐されてから十日以上が過ぎた頃。


    　魔族の捜索が暗あん礁しように乗り上げ、望まぬ形で時間ができてしまった楓かえでが久方ぶりの休息に身を預けていたときだった。


    『おい、葛くず乃の葉は』


    　突如、壁の中から半透明の女が現れ、缶コーヒーを呷あおっていた楓の頭上から声をかけてきた。


    「……ナギサさんですか」


    　楓はまるで動じることなく、少しばかり疲労の溜たまった双そう眸ぼうをナギサに向ける。


    《術式潰つぶしのナギサ》。


    　元十じゆう二に師し天てんにして現役の監査部部長。


    　古ふる屋や晴はる久ひさの断頭台裁判をその一存で保留にした彼女は死んだ魚の目で楓を睥へい睨げいすると、低い声で続けた。


    『そろそろ喋しやべってもらうぞ。アレは一体なんだ？』


    「……概おおむね、そちらが想定している通りのものだと思われますが」


    　アレが一体なにを指しているのか、確認するまでもない。


    　古屋晴久。その両手に宿っている呪のろいのことだ。


    　楓はナギサが掴つかんでいる以上の情報をうっかり漏らしてしまわないよう、相手に見解を委ゆだねる。ナギサは不機嫌そうに目をすがめると、


    『誤ご魔ま化かそうとすんじゃねーよ。てめえら葛乃葉が〝未知の性遺物〟の存在を隠いん蔽ぺいしてたってのは、監査部としちゃもう公式見解だ。ひいては旧家、協会上層部の共通認識にもなってる』


    　あたしの霊視は信用度が桁違いだからな、とナギサは楓の反応を探るように言う。


    〝未知の性遺物〟をことさら強調するように。


    『……とても信じられねーが、アレが〝九つ目の性遺物〟であることはまず間違いないと視みた。だがそうなると、余計にわけがわからん』


    　ナギサは霊体である自分の頭をぼりぼりとかきながら、楓を詰問するように自分の見解を羅列していく。


    『新しい性遺物の発見なんて数百年以上記録がない。絶ぜつ頂ちよう除じよ霊れいとかいう馬鹿げた能力も、あたしが知る限りは記録に残されていない。つまりあの両手はつい最近、いきなり出てきたってことになる』


    　薄気味悪い、と間に挟み、ナギサはさらに続ける。


    『それにだ。仮封印に使ってるっつーあのブレスレットをつけはじめたのが小六のときだって桜さくらの報告が正しければ、あの性遺物は古ふる屋や晴はる久ひさに四年以上取り憑ついてるってことになる』


    「……ええ、そうなります」


    　素直に認めた楓かえでに、ナギサは『ありえねえ』と即答する。


    　しかしそれは否定ではなく、信じられないという驚嘆に近かった。


    『それが本当なら、あのガキは宗そう谷やの跡取り娘の倍以上の期間、あの呪のろいと仲良くしてるってことになるだろうが』


    「事実ですから」


    『……となると、あの古屋晴久ってガキ、ますます普通じゃない可能性が高いぞ。葛くず乃の葉はは本当になにも知らなかったってのか？』


    「それに関しては、むしろこちらから聞きたいと思っていたところです」


    　楓は知らず手に力をこめて、ナギサを見返していた。


    「古屋晴久が天人降ろしだというのは、どういうことでしょうか」


    　ナギサが断頭台裁判の際に口走り、ほとんど幽閉一択だった裁判をひっくり返した霊視結果。


    　それは楓にとっても完全に想定の埒らち外がいだったのだ。


    『まんまの意味だよ』


    　楓の返答にイライラした様子を隠しもしないでナギサは言う。


    『あいつからは明らかに天人降ろしの気配がした。……中には誰もいなかったがな』


    「……」


    　ナギサの言葉を聞いて、楓は心の底から安あん堵どした。


    　ナギサの霊視が不自然に中断したせいか、神父の偽装封印がナギサの霊視をも欺あざむいたのか。


    　いずれにせよ、晴久の頭の中に響くという声の存在には気づかれていないらしい。


    　だが安堵すると同時に、ナギサの霊視結果はあまりにも不可解だった。


    　ナギサは古屋晴久が天人降ろしであると、確信をもって断言したのだ。


    　それは人の身に天界の住人を憑ひよう依いさせ、一時的に人智を超えた力を行使できる規格外の能力。


    　世が世なら……いや現代においてなお、統治者の代名詞と謳うたわれる異能だ。


    『もう一度聞くぞ葛乃葉。あの古屋晴久ってガキは本当にただの霊災遺児か？』


    「間違いなく」


    　楓は即答した。


    　あれから葛乃葉の人間に改めて晴久の出自を洗わせたが、結果は白。完全にただの平凡な血筋だったのだ。


    　ゆえに、わからない。


    　なぜ古屋晴久から天人降ろしの気配がしたのか。


    　晴久の中にいるはずのアレが、そんな神聖な存在であるわけがないのに。


    『……ちっ。やっぱり狐きつねと腹の探り合いなんてしても実りはねーな』


    　ナギサはなおも疑わしげにしていたが、恐らく監査部のほうでもＤＮＡ鑑定レベルで調査を進めていたのだろう。あっさりと引き下がる。


    『とにかく。あのガキが簡単に手出しできねー爆弾だってのは間違いない。……シンゾク会議はまったくの不定期だからな。目に見えた暴走でもしない限り、あいつの処遇はひとまず完全に保留だよ。それを隠いん蔽ぺいしてた葛くず乃の葉はへの責任追及もな』


    「……」


    　葛乃葉の責任なんてどうでもいい。


    「よかったな」とばかりの視線を向けてくるナギサにそう言ってやりたかったが、心底安あん堵どしていた胸中を悟られないよう表情を厳しくし、楓かえでは別の話に繋つなげた。


    「処遇を保留にする代わり、古ふる屋や晴はる久ひさの監視はこれまで以上に厳しくなるということでしょうか」


    『当たり前だろうが』


    「その割りには、病み上がりの文ふみ鳥どり桜さくらを続投させるという謎の采さい配はいですが。ナギサさんともあろう人が随分と不思議な判断をするようになりましたね」


    　若干の私情も織り交ぜて訊たずねてみると、ナギサは少しだけ瞳を柔らかくし、


    『ああ。あれは別にいいんだよ』


    「は？」


    『単純に療養とか勧めても、あいつは落ちこんで休息どころじゃないだろ？　だったら軽い仕事を与えたままにしといたほうがいいと思ってな。せっかく才能があるんだ。扱い方を間違えて潰つぶしたくない。……ま、あのガキにこれ以上惚ほれ込まれても困るが』


    「……」


    　それはこちらも困る。


    　場違いなことを考えながら、楓はわずかに眉をひそめた。


    　桜が半ば見せかけの見張りだとすれば、本命は別に派遣済みということになる。


    　能天気な古屋晴久のことだ。それとなく忠告して注意を促しておいたほうがいいかもしれない……と次に彼と会う予定に算段を付けようとしていたときだ。


    『念のために言っておくが、いま話した情報は他言無用だ。もちろん、古屋晴久本人にも伝えるわけにはいかない』


    　一瞬、内心を読まれたのかと思ったがそうではない。


    　天人降ろしや〝九つ目の性遺物〟についての話だ。


    『なにせイレギュラー中のイレギュラー。本人に余計な情報を与えることで危険性が増すってこともあるからな。……まあもっとも』


    　ナギサは自分の弟子に向けるのとは正反対、意地の悪い瞳で楓に流し目を送ると、


    『こっちが忠告するまでもなく、葛くず乃の葉はは古ふる屋や晴はる久ひさに色々隠してるみてーだが』


    『……それは宗そう谷や美み咲さきの周辺も同じでしょう』


    　サキュバス王の性遺物。そのろくでもない性質を知っていれば、きっと誰だってそうする。


    『ま、そうだな』


    　ナギサは楓かえでの言葉に頷うなずくと、用は済んだとばかりにさっさと消えてしまった。


    「……ふぅ」


    　再び静寂の訪れた廊下の隅で、楓は缶コーヒーに口をつけ、ゆっくりと息を吐いた。


    　期限付きではあるものの、古屋晴久の安全はひとまず保障されたと見ていい。


    　しかし楓本人にも想定外だったことが多すぎて、素直に安あん堵どしきれないでいた。


    　天人降ろし。魔族の急襲。保留期間は次のシンゾク会議まで……。


    　ナギサとの一対一のやりとりで疲ひ弊へいした精神ではとてもさばききれない案件の数々だ。


    「……とりあえず」


    　疲れ切った頭で、楓は決意した。


    「また、古屋君に会いに行こうかしら」


    　それはもちろん芽め依いの姿で。


    　昨年度末。偶然その姿でいるところを助けられてから、バレる前にやめようと何度も思ってきた。だがやはり、どうしても、やめることができない。


    「今度は無理をしない範囲で……」


    　逆膝ひざ枕まくらはギリギリで大丈夫だった。


    　次は……そう、リラックス優先で、手を繋つないで公園でも散策するというのはどうだろうか。


    　本来の姿では決してできないことを夢想しながら、楓はしばしの休息時間に身を委ゆだねるのだった。

  


  
    赤城大空


    Hirotaka Akagi


    



    前作「下ネタという概念が存在しない退屈な世界」を祖母がお店で購入していたという事実が判明して心が折れそうですが、僕は元気です。なぜニドナツを買ってくれなかったんだ……。
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